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      　　　　私がある瞬間に対して、留まれ、

　　　　お前はいかにも美しい、といったら、

　　　　もう君は私を縛り上げてもよい、

　　　　もう私はよろこんで滅びよう。

　　　　もう葬いの鐘が鳴るがいい、

　　　　もう君のしもべの勤めも終りだ。

　　　　時計はとまり、針も落ちるがいい、

　　　　私の一生は終りを告げるのだ。

――ファウスト　第一部　　1699-1706行



    

  
    
      
序幕Prologue





　あらゆるものを白い空間が抱いていた。

　見えない平面はどこまでもはてしなく広がり、対面して座するふたつの人影のあいだも、はてしなく広がっているように思われた。それでいて、二人とも、おたがいの姿だけははっきりと見てとることができるのだった。

　白い世界に、一点の緋ひ。

　緋ひ色いろの巫み女こ袴ばかまが、新雪に落ちた血のようにくっきりと紅あかく映はえていた。少女はすらりと背を伸ばし、浄衣の白い袖そでを、鳥の翼つばさのように左右にさばいて正座している。視線はまっすぐに正面を見すえている。

　瞳ひとみの先には、一点の染み。

　黒く塗りつぶされた長身の青年が、片かた膝ひざをついている。

　かつては常にそばにあり、その顔も、手の感触も、忘れたことはない相手だった。

　だが今は時間と、生と死、そして何より、光と闇やみの境界が、かれらの間にけっして超えられぬ隔てをつくってしまっていた。

「これは、夢だな」

　唇を開いて少女は言った。今ではすっかりしわがれてしまっているはずの声は、かつてのようにりんりんと、鈴のように響いた。

『はい』

　応こたえははるか遠くから聞こえるようであり、すぐそばで囁ささやかれているようでもあった。

『夢です。多た華かさま』

「そうだろう。おまえは死んだ。わたしが殺した。遠い昔に」

『はい』

　黒い人影は顔を上げなかった。

『あなたは僕を殺した。為なされるべきことを為したのです。跡あと部べの当主、人にあだなす魔を滅する者として』

「そうだ。わたしはおまえを射た。燃える大屋根の上で。轟ごう雷らいがおまえの上に落ちかかっていった。わたしはおまえのあとを追ったけれど、彼女が許さなかった。

　――射られて火の中に落ちてゆきながら、おまえは笑っていたか。睦む月つき」

『それはもはや僕の名ではありません』

　遠い声は低く続いた。

『死者の名を口になさってはなりません、多た華かさま。貴女あなたさまは人を守り、光と生命とを護まもるお方。死者はただ、沈黙と影と闇やみの中に沈むのみです』

「でも今、おまえとこうして語っている」

『夢だと申しあげたはずです、多華さま』

　声はなだめるように、またいさめるように告げた。

『目覚めれば消える。泡よりも軽いまぼろしです。ここではすべてが思いのままですが、そのすべては虚むなしい。見えるもの聞こえるもの、つかんだものは影でしかなく、目覚めれば、いっさいは再び闇の底に溶け失うせます』

　少女は黙した。緋ひ袴ばかまの膝ひざにそろえた、小さな両手に目を落とす。

　その手に弓と矢をかまえて、炎のむこうに矢を放ったのはいつの日のことだったか。なにもかも遠くに過ぎ、時は流れ去り、さまざまなことが変わり果てた。相手も。家も。世界も、そして、自分自身も。

「……わたしの孫が、遠く離れた国にいる」

　しばしののち、少女は再び口を開いた。

『はい』声が低く応じた。

『存じております。多華さま』

「――わたしは友人を護るために、またあの小さな子自身をも護るために、あの子を異国へ送った」

　緋袴の上で、小さな拳こぶしが固く握りしめられた。

「わたしの本意を知るものは、跡あと部べの家にはひとりもいまい。あの子自身でさえ、知ってはいないだろう。いや、わたし、このわたしでさえ、果たしてあの子を彼女のもとに送ることが正しかったのか、異国へやることが正解だったのか、今でもわからずにいる。

　――あの子はいま、危機の縁にある。そうだな」

『はい』遠くから声がこだましてくる。

『その通りです。多華さま』

「護ってやってくれ」

　握りこぶしにぐっと力がこもる。

「これは夢だと、おまえは言う。まぼろしにすぎないと、言う。わたしも、それはわかっている。だからこそ、言う。あの子を護ってやってくれ」

　黒い影は頭を垂れたまま動かない。

「――ふがいない」

　少女は唇をかみ、目を伏せた。

「当主と呼ばれ、魔を討つ者と呼ばれ、実際に、あまたの敵を討ち伏せてきた。だが、しょせん人間。刻ときの流れに逆らうことはできぬ。時代はもはや、人ひとり、わたしひとりの手におえるようなものではなくなってしまった。今では、自ら床を離れることもできぬ。

　跡あと部べも四家ももはや分裂寸前、いや、すでに離反は始まっている。気づかぬようなわたしではない。なのに異国へやった血縁の子ひとり、救うてやることもできぬ」

『ご自分ばかりをお責めなさいますな。貴女あなたさまの悪い癖だ』

　声はかすかに笑みを含んだようだった。少女ははっとしたように顔をあげた。遠くて近い夢の距離の地平線で、なつかしい顔がほほえんでいた。

『貴女さまのお孫さまです。ご自分の血を受けたお子を、信じてお手元からお離しなされたのでしょう。でなければ、すっきりと切り捨てて、争いに溺おぼれていくのをただ見ていらしたはずだ。それでも貴女さまは、あの少年を異国に送り出した。あえて放逐するようなふりをして。要いらざる争いに、巻きこまれぬようにと』

「彼女も、苦しんでいるのだな。――クリスティーナ。わたしの、たったひとりの友」

　ふたたび少女は目を伏せた。膝ひざにそろえた両りよう拳こぶしが、かすかに震えている。

「約束した。彼女が苦しんでいるときには、きっと救たすけを送ると。

　あの子は、彼女の救いとなってくれているだろうか。未熟な子供だ。何ほどのことができるか、跡部の子として何の力を秘めているのか、このわたし自身でさえ知らぬ。それでもあの子が、なんらかのことを為なしてくれればよいと願った。

　――現実うつつでならば、何も言うまい。願うまい。

　だが、夢でならば、言えるか。願えるか」

　影は深々と頭を垂れた。少女は手を上げてじっと見つめた。

「あの子を護まもってやってくれ。力及ばぬこの手の代わりに。

　わたしの友を救ってやってくれ、この衰えた腕のとどかぬ場所で。

　おまえは死者の名を口にするなと言う。けれどもおまえを殺したときに、わたしの一部もたしかに死んだ。だからこれは、死んだ者が死んだ者に対して言うのだ。睦む月つき」

『はい』

「わたしの孫を護っておくれ。わたしの友を救っておくれ」

　夢の地平線に向かって、少女はきっとまなざしをあげた。

「夢まぼろしの願いなら、夢とともに消え果てもしよう。だから望みがかなうとも思わぬ。けれどもいずれ消え果てるならば、何を口にしようと同じ。だからわたしは、ほんとうのことを口にする。誰だれにも言わぬ、真の望みを。わたしの、祈りを」

『御意』

　影はいっそう深く頭を垂れた。かつて見慣れたその姿が、わずかな微笑が、ふいに、地平線のかなたへ遠ざかる。

『夢の願いです。夢の言葉です。だからこそ、成就いたしましょう。多た華かさま。僕は、夢です。夜と闇やみに属する者です』

　消える一瞬、やさしい指先が、風のように頬ほおをかすめていった。

『ですから、僕は、貴女あなたの言葉に従います。――多た華かさま』

　あ、と少女は立ち上がりかける。手をさしのべ、遠ざかる姿をつかもうとする。急速に世界が縮み、白い世界に闇やみが降りる。闇の現実うつつが戻ってくる。夜になる。





　――老女は寝所の布団で瞼まぶたを開く。

　夜である。外ではしんしんと雪が降りつもる。閉じた障子のむこうから、微かすかに青い雪明かりが、かげろうの羽を通したように、震えながらそそいでいる。

　しばらく暗い天井を見つめ、身じろぎして、頭を上げて枕ちん上じようの文机ふづくえを見あげる。

　いつもは箱に仕舞われているはずのからくり仕掛けの武者が、いつの間にか机に置かれている。刀を抜き、片かた膝ひざをついて、女主人に持する風情で、無骨な頭をさげている。

　老女は枕まくらに頭を乗せたまま、またたきもせずに見つめている。

　深々たる夜は更けてゆく。

　外で、松の古木のかげに残ったただひと組の足跡が、降りつづく雪に急速に埋もれてゆくのを、だれも、知らない。



    

  
    
      
第一幕　魔術師メフイストは踊る



　　　　私は常に否定するところの霊なんです。

　　　　

――メフィストフェレス



　　　１



　遼りよう太た郎ろうはうす暗い場所に正座している自分に気がついた。

　ぎょっとして立ちあがろうとするが、身体からだが動かない。全身が鎖でしめつけられたように重く、冷たく、感覚がなかった。動くのは視線だけで、彼は必死に、ぼんやりと水底に沈んだような視界を探りまわった。

　広い部屋だった。そこが一年前、自分が恥ち辱じよくと絶望に押しつぶされつつ逃げるようにあとにしてきた場所だと唐突にわかった。跡あと部べ本家の広大な屋敷の中でも、もっとも広大な、当主が一族の主立った者を謁えつ見けんするための大座敷。

　当主のための座はその他ほかのものの伏する畳からは一段高い。見たことのない場所に見えたのは、自分が、一度も座ったことのないその当主の座に座しているからだと気づいて、遼りよう太た郎ろうはますます混乱した。

　いったいどういうことだ？　僕はイギリスにいて、ここに座っているのはたか女めお祖ば母あさまじゃなかったのか？　いったいいつの間に、僕は日本へ戻ってきたんだ？　どうしてみんな黙って、僕に頭なんか下げているんだ？

　広間にはぎっしりと人が詰めていた。しわぶきの音一つせず、呼吸をしているのかすらわからない、下げられた頭とひらたい背中また背中。

　あの髪の薄くなった頭は赤あか羽ばねの叔お父じのものだろうか。半白の総髪を背でかるくまとめたあの頭は、和かず音ねの父の青しよう野の叔父だろうか。

　それぞれの隣には、かすかに見覚えのある叔お母ばたちが夫と同じように小さくなってひれ伏している。ほかにも、遼太郎がいたことすら知らなかった、おおぜいの一族が雨の日の屋や根ね瓦がわらのように、うす暗い影の中でぞっとするほどきちんと並んで、微動だにしない。

　いつも香のたきしめられていた広間は、妙な異臭がした。それがかすかな腐臭であることに、遼太郎は気づいた。腐れた肉と血、そして、獣の臭におい。

　ああ、美み弥や子こさん、和音。最前列に、もっとも見慣れたふたりの背を見つけて、遼太郎は声を出そうとあがいた。

　これはいったいどういうことなんだ。どうして僕らはここにいるんだ。クリスティーナは、レギーネは、それに、ここに座っているはずのたか女お祖母さまは、いったいどうしたんだ？　どうして僕が、一族の厄介者が、こんな場所に座らされているんだ。

　美弥子も和音もほかの者と同様、じっと両手を畳についたまま、目を上げようともしなかった。祖母のいたときには部屋の四隅に提げられていたあざやかな薬くす玉だまが、埃ほこりで灰色ににじんで転がっている。助けを求めて遼太郎はもがこうとしたが、腕は脇きよう息そくに、足は分厚い座布団に、糊のりづけされたようにしっかりと固定されてどうしても動かなかった。

『この度、跡あと部べ家当主、跡部たか女様、ご逝せい去きよにより――』

　誰だれのものかわからない言葉がどこかから響いてきた。このうす暗い水底から聞こえてくるにふさわしく、どこか遠い深しん淵えんから響いてくる太鼓の音のような声は、息をのんだ遼太郎の鼓膜を低く不気味にふるわせた。

『次期当主として、正当なる跡部の長子である、跡部遼太郎様、当主としてご披露なさる。お目出度うござる』

　お目出度うござる、と波のように声が応じて、人の頭と背中がいっせいにうねる。あまりにも息のあった動きはあたかも巨大な爬は虫ちゆう類るいの背が鱗うろこをうねらせるようで、遼太郎は、氷を背筋につきたてられたように感じる。

「待って！　待ってよ！」

　遼太郎はけんめいに叫んだ――叫ぼうとした、おそらくは。

　しかしその声は自分の耳にしかとどかず、たとえ人々に聞こえたとしても同じことだったろう。遼りよう太た郎ろうは自分の顔がひどく引きつり、色をなくしていくのを自覚したが、誰だれもこちらのことなど見ていなかった。ずらりと並んだ背が蛇のようにうねり、お目出度うござる、お目出度うござる、と、呪じゆ文もんのようにくり返すばかりだった。

「待ってってば！　お祖ば母あさまが亡くなられたって、どうして？　どういうこと？　いつの間に僕は日本へ戻ってきたのさ？　僕はイギリスにいて、クリスティーナと、それから――ねえ、美み弥や子こさん、和かず音ね、なんとか言ってよ！　お祖母さまが亡くなられたなんて、そんなの嘘うそだろう!?　みんなどうして黙っているんだ？　ねえ！　ねえったら！」

『お目出度うござる。お目出度うござる』

　人々は無表情にくり返すばかりだった。美弥子も、和音も、同じ言葉を無表情に唱えては、機械のように額ひたいを畳に擦こすりつけていた。

　揺れ動く青ざめた人々の影の中に、遼太郎はいくつかの破壊された死者の顔を見た。

　幼いころに死んだ、両親。二人は汽車の横転事故にまきこまれて命を落とした。父はすすけた着物を黒ずんだ血に染め、ぎこちなく息子に頭を下げ続けている。あれだけ厳しくしかりつけ、最後まで罵ののしりつづけた口はだらんと開いて、涎よだれともなんともつかない液体を垂らしている。

　その隣に小さくなった母は、まるで薔ば薇らのように破壊された頭部をふらふらと上げ下げするばかりで、どこを見ているのか、何を言っているのかすら判然としない。

　自分が生まれる前に、祖母の命により自ら毒害したという、黄きノ原はらの当主もいる。どす黒くなった顔にどろりと白い目をむき、何も見ていない視線を宙に据えて、操られるようにぎくしゃくとお辞儀をくり返している。

　その隣には、かわいた木のようになった細長い人ひと形がた。粋いきな帽子をかぶり、洒落しやれた洋装を身にまとっているのがいっそこっけいだ。

　いまにも折れそうな首には大きな裂け目が開き、わずかな血液の残りが、筋を引いてしたたり落ちている。――玄くろ塚つか英えい慈じ。

『お目出度うござる。お目出度うござる。お目出度うござる』

　茫ぼう然ぜんと座りこむ遼太郎の前に、ゆっくりと何か丸いものが転がってきた。長い糸の房を引いたそれは、四隅に吊つるされていた薬くす玉だまの残ざん骸がいに見えた。

　薬玉がごろりと動いて、濁にごった目で遼太郎をまともに見すえた。

　引きちぎられた祖母の首が、乱れた長い髪の尾を引き、畳の上から、恨めしげに孫を睨にらみつけた。

　腐臭が急に強くなった。

　影と死者たちがどっと押し寄せてくる。遼太郎は全身の力をふりしぼって叫び声をあげ、無我夢中で、悪夢から身をもぎ放した。





「お目覚めかね？」

　場違いに陽気な声だった。浮かれていると言ってもいいほどだ。

　冷や汗で水をかぶったようになった遼りよう太た郎ろうは、言うべき言葉も見つからないまま、声の相手を睨にらみつけた。

　両手両足は、太い革と金属の留め金で締めつけられて動かない。身体からだの下のクッションそのものはやわらかく、身体に傷をつけないよう細心の注意がはらわれていたが、だからといって不快感が減るものではない。あんな夢を見せられたあとではなおさらのこと。今の夢が自分の脳の産みだしたものではないことくらい、遼太郎にもわかった。

「私の提供したお楽しみは気に入らなかったのかな。残念、残念。君を放逐した故郷のご一族に復ふく讐しゆうするという愉快な経験をしていただこうと思ったのに、君はどうやら、私が思っていたよりずっと高潔な少年らしい」

「クリスティーナはどこだ。〈魔術師シモンシモン・マグス〉」

　声が喉のどにからむ。きちんとした言葉が口にできるまで、二、三度むせ返らなければならなかった。口が渇いて、まるで掃除していない鳥かごの底だ。なめし革のようになった舌は、なかなか容易に動いてくれない。



    

  
    
      



    

  
    
      「おやまあ」

　魔術師は気取ったしぐさで肩をすくめ、両手をあげた。寒けのするほど整った容よう貌ぼうに、鮮血の色をした瞳ひとみがうすい光を放っている。長い銀髪が肩にかかり、黒い上着と簡素な白いシャツに、みごとなプラチナ色の飾りを添えていた。

「自分のことよりも彼女――彼――いや、まあ君にとっては『彼女』のほうがなじみやすいだろうから、いちおう『彼女』にしようか――の、ことを気にするとは、実に見あげた心がけだね。彼女はね、君を、私に売ったんだよ？　跡あと部べ遼りよう太た郎ろうくん」

　うすい唇に浮かんだ嘲ちよう笑しようを見まいと、遼太郎は視線をそらした。

「もちろん私も、十二分に高い値をつけはしたがね。しかしまあ、それはよしとしよう。君、〈産霊者〉という、めったにない存在が手に入るのならば、その程度の料金は安いものだ。友人の便宜をはかることにもなるしね。仲直りの第一歩として、相手のいちばん渇望しているものを提供するということは、なかなか効果的な手段だとは思わないかね」

「あんたの話なんか聞くもんか」

　やっとしつこい痰たんを切って、遼太郎は鋭く言った。

「クリスティーナは僕の家主で、主人で、師匠で、そうして、僕の家族だ。美み弥や子こさんや和かず音ねや、シシィやリトルたちと同じように。僕はあんたのことなんか信じない。僕が信じているのはクリスティーナだ。あの人は確かにむちゃくちゃなところはあるけど、本当に筋の通らないことだけは絶対しない」

「――だ、そうだよ、クリスティーナ」

　魔術師は肩越しに視線を移して、からかうように声をかけた。背後の暗がりで、わずかに人影が動いた。

「泣かせるじゃないか、ねえ？　この子はまだ君を信じているというんだよ、クリスティーナ、君がかぶっていた仮面は、どうやら、感心するほど完かん璧ぺきなものだったらしい。そこの極意を、私にもどうか教えてほしいものだな」

「クリスティーナ？　そこにいるんですか!?」

　遼太郎はなんとか身を起こそうとあがき、頭をねじって、首がちぎれそうになるほどのけぞった。結局ほとんど何も見ることはできなかったが、銀髪の魔術師の後ろに黙して立つ長身の影と、そのインヴァネスの見慣れた緋ひ色いろの裏地がちらりとひらめくのだけは、見ることができた。

「ちょっと、頼むからクリスティーナ、もう少しちゃんと話をしてください！　こんなことをしなくても、あなたが言うんなら僕だってできるだけの協力はするし、だいいち、こんな奴やつの口車に乗るほど間抜けな人でもないでしょう、あなたは。いやになるほど頑固でへそ曲がりで、意地悪で気まぐれこの上ないのは確かだけど、僕はともかく、美弥子や和音や、シシィには、いつだって優しかったじゃありませんか、なのに」

「だから、気が変わったというのがわからないかね、お人ひと好よしの従僕くん」

　あいかわらず姿は見えないまま、低い声だけが応じた。

「私はね、人に親切にするふりくらいいくらでもできるんだよ。みんなやっていることだ、ただ、自分がどれくらいいい人間か世の中に見せつけるためにね。しばらくの間の家族ごっこがたのしくなかったとは言わないさ、しかし、すべてはもう済んだことだ。遊びは終わったんだよ、かわいそうな子羊くん。君は君の役に立つところへ来て、私も私のいるべきところへ戻った、それだけのことだ」

「そう、それだけだ、実に単純なことだ」

　銀髪の魔術師は笑って一歩下がり、後ろのクリスティーナの手をとった。まぶたを半眼に下げ、顎あごを胸につけたクリスティーナの表情は読みとれなかった。彼女の後ろにはいつものようにレギーネが付きしたがい、ベッドに縛られた遼りよう太た郎ろうのことなど、まるで存在しないかのように主人の背中にまっすぐ向いて手を組んでいた。

「もうしばらくおとなしくしていたまえ。なに、そう長いことではない、すぐに準備がととのって、われわれの待ち望んだ瞬間が来る。少々の下準備が必要だが、それも着々と進行している。君は光栄に思うべきなのだよ、〈産霊者〉くん、人類の霊的な大進化という事業において、君は何よりも大きな柱石となるのだ。ほかの誰だれにも、君のような役割を果たすことはできない。君はおそらく、もうすぐ迎える偉大な瞬間のために生を受けたのだよ、坊や。東洋の果ての島国で、みんなに無視されながら育ったことも、家を逐おわれてここに来たことも、なにもかもが運命だったのだよ」

「そんな運命、僕は信じない」

　はっきりと、遼太郎は言った。

「運命そのものを、信じないとは言わない。でも少なくとも、あんたの言うようなことは、僕の運命じゃない。あんたはたくさんの人の人生をねじ曲げて、自分の思うとおりに操ってきた。クリスティーナも、それから、〈テオフィル〉のことも」

　背を向けたままのクリスティーナの肩がわずかに震えた。遼太郎はかまわず続けた。

「けど、僕はそういうわけにはいかない。思い知らせてやる、〈魔術師シモン〉、あんただって、あんたの言う運命に操られていないって、誰に断言できる？　少なくとも僕は抵抗する。せいいっぱい邪魔してやる、だれが、あんたの言うとおりになんかなるもんか。僕には仲間がいる、友だちも、そして家族も。きっとみんなが、僕のことを捜している。クリスティーナのことも。みんながきっと力を合わせて、必ず、あんたの計画なんか潰つぶしてのけてやる」

「やれやれ、口の減らない坊やだね、クリスティーナ。誰に似たんだい？」

　あきれたように魔術師シモンは首をよじった。クリスティーナは視線を下げたまま、呟つぶやくように、最初からこんなもんだった、どうしようもない馬ば鹿かで無礼で田舎いなか者もので、とぶつぶつ応じた。シモンは大げさに肩をすくめて両手を上げると、遼りよう太た郎ろうに向きなおり、では失礼するよ、と胸に手をあてて大仰にお辞儀をした。

「こちらもいろいろと用意があるのでね。――そのベッドは多少不快かもしれないが、できるだけそこにいる時間は短くするよう努力するから許してくれたまえ。重ねて言うが、君は、たいていの凡庸な人間が見たこともないような経験をすることになるのだよ。特別な瞬間に、最高に特別な存在となれる、それこそが、長いあいだ凡庸な役立たずとして貶おとしめられてきた君の、最高の望みではなかったのかね――見せてやったろう？」

　一瞬、言葉が出てこなかった。暗い広間で、わけもわからないまま当主の座に据えられ、美み弥や子こも和かず音ねも、両親や叔お父じたちも、だれひとりこちらを見ようとすらしなかった、あの吐き気のするような夢がはっきりとよみがえってきた。

「あんた」

　自分がそれほど冷えた声を出せるとは知らなかった。遼太郎は氷のような声で言った。

「あんた、最低だ」

「そうかね。それはありがたい。最低にせよ最高にせよ、『最も』と評されるのは、なかなか気持ちのいいものだ」

　平然と魔術師は応じて、クリスティーナの先にたって出口にむかった。

「クリスティーナ！」

　師のあとについて出ていこうとするクリスティーナの背に、必死になって遼太郎は呼びかけた。

「クリスティーナ――クリスティーナ！　待ってください、話を、もう一度話を聞かせてください！　何があったんですか？　どうして、こんなことを？　美弥子さんや和音たちはどうしたんですか？　クリスティーナ？　――クリスティーナ！」

　魔術師たちは姿を消した。薄うす闇やみに閉ざされた空間に開いたわずかな明かりが吹き消されるように消えると、遼太郎は再びひとり、冷たいベッドの上で革と鋼鉄に拘束されたまま、身動きがとれなくなっていた。しばらくむなしくもがいたあと、疲れはてて枕まくらの上に頭を落とし、宙を見つめる。

「美弥子さん、和音、シシィ、シャルロット、アレックス、伯爵夫人、ラドルさん――ジンジャー……」

　ロンドンへ来てから、いつのまにかかけがえのないものになったいくつもの名前を数えあげてみる。今まではその中にクリスティーナも、そして、レギーネも含まれていたはずだった。

　なのに、なにがどうしてしまったのだろう。いったい、彼女に何があったのだろう。

　美弥子や和音、シシィの笑顔、きらきら光るジンジャーの瞳ひとみ、唇を突きだしたアレックスのふくれっ面、涙をためたシャルロットの青い瞳、伯爵夫人の優雅な笑い声、絵入り新聞にかがみ込むラドル夫人と、焼きたてのマフィンの香り――

　それらの最後に、〈魔術師シモン〉の、傲ごう慢まんと悪意に満ちた冷笑が浮かんだ。ともすれば重い絶望に沈みかける心に、それは、きついびんたをかませるような効果があった。

（そうだ。あきらめない。あきらめてちゃいけない）

　重い首かせに邪魔されながら、遼りよう太た郎ろうは頭を振った。身体からだの自由を完全に奪われていることに変わりはなかったが、静かな闘志が、腹の底からゆっくりとわいてきて、冷えた身体を端からあたためていった。

（機会を待つんだ。必ずチャンスはある。チャンスがなければ、作ればいい。僕だって、跡あと部べ家の人間だ。たとえ何の力もなくても、――〈産霊者〉というのがどういうことかはわからないけど――、僕がシモンの計画の要になる何かであるのなら、少なくとも、それを執行するまでは、傷つけられたり殺されたりはしないはずだ。あいつは僕を必要としている、そのこと自体が、一つの力だ。時間はまだある。考えるんだ。考えるんだ……）

　騒ぐ心を静めようと、遼太郎は目を閉じ、故郷で教えこまれた呼吸法をゆっくりと何度もくり返した。縛りつけられた手足の痛みがしだいに遠いものになり、やがて、意識から去っていった。

　今、ここで自分がとれる手立て、自分を捜してくれているであろう――そのことについて、一瞬たりとも疑ったことはない――美み弥や子こや和かず音ね、ジンジャーたちのことについて、さまざまなことを思いめぐらしつつ、遼太郎は清澄な思考の底に沈みこんでいった。





「まず問題は」と偉大なるバシレウス・サロモンが重々しく言った。

「彼女――クリスティーナ・モンフォーコンがどこへ行ってしまったのか、なんとしても探りだすことだ」

「ええ、それはそうだと思いますよ、アレックス」

　と銀のティーポットから手ずからお茶を注ついでいた母はは者じや人びとがすべてをぶちこわしにした。

「でもねえ、おまえの言う問題ももっともだとは思うけれど、それ以前の問題が、わたくしたちのような一般人では、どこから手をつけていいかもわからないことよ。どうしてあのすてきなおうちが火事になったのかもまだわかっていないのだし。ミヤコさん、お茶のお代わりはもういいのかしら？」

「ええ、すっかり。ありがとうございます、ヘレンおばさま」

　美弥子は丁寧に礼を言ってカップを置いた。カップと皿が触れあうときわずかに手が震えて、鈴のような音を鳴らした。

　和音が苦行を我慢するような顔でちびちびとオムレツを口にはこんでおり、その隣では、すでにハムを食べ終えたシャルロットが心配そうに和音の顔に目をあてている。テーブルから離れた大きな肘ひじ掛かけ椅い子すでは、毛布にくるまったままのシシィが、食べかけのバタートーストを片手に持ったまま、リトルといっしょに丸くなって眠っている。

　グリムズビー伯爵夫人レティシャ・ヘレン・コンドリックは、上品に結い上げた銀髪を傾けてやさしい視線をそちらに送り、自分のカップに茶を注つぎ足した。

「いろいろと行き届かなくてごめんなさいね。なにしろ、急なことだったから、この別邸を見つけるのにもあまり時間がなくて。わたくしのフラットではみんなが泊まるには少し小さすぎるし、それに、ロンドンにあまり近すぎては、新聞記者がすぐに見つけてうるさく食いついてくるでしょう。まあ、あの方たちもそれがお仕事なんでしょうから仕方がありませんけれど、面倒は避けるにこしたことはありませんからね」

　モンフォーコン邸が焼け落ちてから、丸二日が経たっていた。

　焼け跡からほとんど着の身着のままで救出された四人の少女は、家主の友人であるグリムズビー伯爵夫人に身もとを引き受けられ、とりあえず避難先を確保した。

　しかし、ニュースというニュースに飢えているロンドンの報道界が、変わり者の魔術師、もしくはいんちき詐さ欺ぎ師しとして名高い男装の美女の家が、原因不明の失火で焼け落ち、本人は行方不明、遺体も見つからずとなれば、養魚池に投げ込んだパンに群がる魚のように食らいついてくることは明白だった。

　しかも火事の生き残りを引き受けたのが、これも社交界では才気と活気と風変わりな趣味で有名な、グリムズビー伯爵夫人ときている。これほどおいしいエサを追いかけてくるおびただしい飢えたペンから逃れるには、ロンドンよりもっと遠く、少なくとも、しばらくは誰だれにも知られることのない隠れ場所が必要だった。

　なにごとにも遺い漏ろうのないエドワーズ氏は、ここでも有能な働きぶりを見せた。少女たちの衣類や身のまわり品を手早く整えると同時に、ロンドン市内から馬車で二時間ばかり、へんぴな田舎いなか道をあちこち回ったあげくの人里からは奥まった一区画に、とあるアメリカ人富豪の持ち物である、狩猟用の別荘を見つけたのである。

　持ち主であるアメリカ人は今のところ本国に帰っていて、別荘には管理人と番人をかねた使用人夫婦ふたりが残っているだけだった。エドワーズ氏はこの二人が目玉を飛び出させかねない料金を即金で支払い、とある高貴なご一家の女性がたが、医師の処方により静かな場所で静養する必要があるので、こちらの別荘を賃借したいと申し出た。ちょうど狩猟シーズンからはずれていることでもあり、夫婦は目の前に積みあげられた紙幣の山から目を放すこともできなかったので、エドワーズ氏の要請は即刻受け入れられた。

　うまいことに夫婦は二人とも無学で字が読めず、人気のない森の中で暮らすのに慣れているとあって、さわがしいロンドンのニュースなどにはとんと関心がなかった。おかげで伯爵夫人に連れられた一行は、うるさい取材合戦に巻きこまれることもなく、静かな森の中のコテージで、張りつめた神経を休めることができることになったのだった。

　誰だれもかれもがあの悪夢のような出来事からいまだに回復しきっておらず、それは、けんめいに意い気き軒けん昂こうに見せようとしているバ（略）も同じことだった。マフィンを食べかけていたグリムズビー爵子はフォークを投げだし、アレックス呼ばわりされたのを反射的に反論しようとしたが、相手が悪いのと、そもそも、いい反論を思いつけるほどまだ頭が回転しないのに気づいて、ふてくされた顔で椅い子すの深みに沈みこむ。

「失礼いたします」

　食堂のドアが開いて、忠実なるエドワーズ氏がいつもの通り、文句のつけようのない姿ですべるように入ってきた。

「スコットランド・ヤードの方がおいでで、出火原因について、現場にいた方から事情をお伺いしたいとのことです。客間のほうでお待ちいただいておりますが、いかがいたしましょうか」

「わたくしが参ります」

　急いで立ちあがりかけた美み弥や子こと和かず音ねを制して、伯爵夫人がきっぱりと言った。

「ミヤコさん、カズネさん、あなたがたはシシィちゃんのようすを見ていてあげてくださいな。あの大きな身体からだの刑事さんには、少なくとも一週間はそっとしておいてほしいと申しあげたのに。警察というところは、せっかちにできていますからね。でも、なんでも思い通りに行くというわけではないことを、わからせてあげなくてはいけませんね」

「でも、ヘレンおばさま、わたしたち――」

「いいですか、カズネさん」

　いったんエドワーズ氏を従えて部屋を出かけていた伯爵夫人は、戸口のところで足を止め、振り向いてやさしく言いきかせた。

「わたくしはクリスティーナが大好きです。ですから、あのひとが大事にしていたあなた方も、大事にしてあげたいと思っていますの。もちろん、皆さんのことも大好きですよ、ですから、ここは年寄りのわがままだと思って、面倒なことはわたくしにまかせてくださいな。さいわいと言っていいのか、貴族という地位は、こういう場合には役に立つこともあるんですよ、特に、警察ヤードのように、少し怖がらせてやる必要のある相手にはね。わたくし、こういう意地悪を一度やってみたかったの、ですからとてもわくわくしていますわ。あなた方は心配しないで、そのまま朝食を食べていらっしゃい。ラドルさんが来てくれてほんとによかったこと。あの管理人夫婦の奥さんのお料理は、言ってはなんだけれど、食べられたものではなかったし」

　伯爵夫人は出ていく、入れかわりに、今の話を聞いていたかのように、炒いためたベーコンとソーセージを皿に盛って、ラドル夫人が入ってくる。小こ脇わきには今日届いたぶんの新聞の束を、ナントからエクスへの知らせのようにしっかりはさんで持っていた。中身は必ずしもよい知らせとはいえなかったにせよ。

「そら、今日の分ですよ、お嬢さん方」

　ベーコンの脂染みができたざら紙の山を、どさっと食卓に置く。美み弥や子こたちは待ちきれないようにてんでに手を伸ばして、お行儀も無視してそれぞれに新聞を広げた。

「あたしも一通り目を通してみたけど、あんまりたいしたことは載っちゃいないねえ」

　夫人は慨嘆した。

「クリスティーナお嬢さまやあの坊やはまだ影も形も見つかんないみたいだし。あっちに来てるの、警察ですかね？　さっき、そう聞こえたけど」

「ええ、そうなの。ヘレンおばさまが相手をしてくださってるわ。あの人たちはこの火事のこと、どう思ってるのかしら、ラドルさん」

「はん」

　むっちりした腰に手をあてて、ラドル夫人は尊大にそっくりかえった。

「あんなぼんくらどもに、何がわかるもんかね。あたしの経験からいうと、まず警察官ほど間の抜けた人種はいやしないね。そのくせ髭ひげなんか生やして、制服に警棒なんか吊つるして、いばりかえってさ。あの格好に見合う頭があるんなら、人殺しや強盗なんかは今の半分になってるだろうさ、いや、三分の一かね。少なくとも、あたしにあんたたちがどこへ行ったか教えてくれたあの刑事は、多少骨があるみたいだったけど」

　彼女は雇い主の家が焼けたのを聞きつけるが早いか、ほとんどナイトガウンのままホルボーンまで飛んできたのだが、そこにいた真四角でこわもての刑事（リース警部だ）から、女の子たちの無事と、グリムズビー伯爵夫人が彼女たちを引き受けていったことを聞き、すぐさま追いかけてきたのである。こういう場合には、自分の料理と手助けがぜったいに必要であると確信して。

　伯爵夫人が嘆じたように、森の中で二人暮らしが長かった管理人の老夫人の料理はあまり褒められたものではなかったので、ラドル夫人の料理と、うわさ好きで剛胆な物言いは大歓迎された。近くの村から一日遅れで配達される『タイムズ』紙しか情報源のなかったこの隠れ場所に、いくつかのゴシップ紙と愛読の絵入り新聞を持ちこんできたのも、夫人である。悪名高い男装の女魔術師の家が焼けた、などという下世話なニュースは、市民に真面目まじめかつ高級な読み物を提供すると謳うたう『タイムズ』等にはあまりふさわしくなく、詳しい続報などは載っていないのだ。

　自分たちがロンドンを出てからどうなったかの情報に飢えていた美弥子たちは、夫人がひと抱えも持ってきた三流ゴシップ紙とどぎつい絵入り新聞を読みふけり、自分たちの遭遇した事件について、ロンドン人士がかわしたさまざまな憶測を夢中で吟味した。

「村の食料品屋に、パンと卵といっしょに『夕刊喇らつ叭ぱ』と『雷鳴』を毎日配達してくれるように頼んでおきましたからね」

　きつね色のソーセージを有無を言わさず皿に取り分けてみんなの前に並べながら、ラドル夫人は言った。

「それでもやっぱり一日遅れになっちまうらしいけど、まあ、ないよりはましだから。

『イラストレイテッド・ニューズ』も、できれば届けてくれるように言っときましたよ。あそこの記者に、うちのお嬢さまに熱を上げてるのがいたからね。きっと、何か探りだして知らせてくるんじゃないかね。新聞記者なんてのはだにみたいなもんだけど、こういうことにかけちゃ、本職だから」

「ほんとにそうね」

　ハーブ入りのソーセージを上の空でかじりながら、美み弥や子こは言った。本来なら朝食のテーブルで食べながら新聞を読むなどとはレディのすることではないのだが、こんな非常事態には、お作法がどうこう言ってはいられない。

「記事にはたいしたことは載っていないようですわね。誰だれが火をつけたかも、なぜ火をつけたかも、クリスティーナがどこへ行ってしまったかも」

「みんな馬ば鹿かな噂うわさや、くだらない憶測ばっかりさね」

　ラドル夫人が軽けい蔑べつしたように批評を下した。

「給金をもらってる身だから言うんじゃないけど、あの坊やはたしかに一つだけ正しいことを言ってたよ。お嬢さまはそりゃあ変わったお人だし、なみの女がやるようなことは何一つなさらない方だけど、人として筋の通らないことは絶対になさらなかったね。あたしのお給金を遅らしたり減らしたりするようなことも含めてさ。この年になるまでいろんなお屋敷に勤めてきたけど、正直言って、モンフォーコンのお家で料理してた間ほど気持ちよくお仕事できたことはなかったよ。退屈することだってなかったし」

「そのことは疑っていませんわ」

　美弥子はラドル夫人のいかつい顔を愛情のこもった目で見やった。

「あの、シャルロットさん、あなたは、あの――クリスティーナさんのいる場所がわかるお力をお持ちですのよね？」

　おずおずと和かず音ねが尋ねた。

「あれから、あの――クリスティーナさんがどこへ行かれたか、遼りよう兄さまがどこへ連れていかれたか、何か、おわかりになることはありませんの」

「わたしも、そうできればと思って何度もやってみたのですが」

　悔しげにシャルロットは下を向き、唇をかんだ。

「なんにも感じられないのです。本当に、何一つ。今までは、世界のどこかにせいは――いえ、クリスティーナさんの存在を、場所ははっきりしなくとも常に感じていたのですけれど、今は、まるで闇やみの中でランプを吹き消されてしまったようで、なにひとつ感じられません。今も、必死に何か感じられればと念じているのですが」

「わたくしも、赤あか羽ばねの家で修行したことを思い出して、遠見を試みているのですけれど」

　美み弥や子こがとほうに暮れた声を出した。

「シャルロットさんと同じですわ。まるで、真っ黒な泥の中を手探りしているのも同然で、ただ疲れはてて目を覚ますばかりですの。クリス姉さまも、遼りよう太た郎ろうさんも、あの銀髪の男も――世界そのものの外に出てしまったようで、気配一つすら感じないのです。こんなこと、はじめてですわ」

「ふん、素人しろうとの言いそうなことだ。小娘どもが」

　皿にかがみこんでラドル夫人の鱈たらのクリーム煮込みを掻かきこんでいたバ（略）が、スプーンを放ほうりだしてそっくり返った。

「だが、残念ながらこのバシレウス・サロモンも、同じような報告を返すしかないな。お前たちが想像もつかないような秘術をつくして、わが永遠の敵手ライバルとその使い魔の臭跡を追っているのだが、その銀髪の、ええと」

「〈魔術師シモン〉ですわ」

「そう、〈魔術師シモン〉だ」

　横から美弥子が出した助け船にあわてて乗り、咳せき払ばらいをして、

「そいつもまた、なかなかあなどりがたい魔術師のようだ。この偉大なるバシレウス・サロモンの究極の追跡術をまいて、完全にこの世界から痕こん跡せきすら残さず姿を消すなど、尋常な遣い手にできるとは考えられん。おまえたちの話によると、あの女魔術師は、自分からその〈魔術師シモン〉とやらに同行することを選択したようだが」

「それは、なにかの理由があってのことですわ」

　きっとして美弥子が訂正した。

「あの誇り高いクリスお姉さまが、何もなしにあんな男のいいなりになるとは、わたくし、とても思えません。それに、遼太郎さんまで連れていくなんて」

　和かず音ねがうっすら目に涙をためてうなずいている。バ（略）、アレックス爵子の肩からわずかに力が抜ける。

「むろん、そうだとも」

　ぶっきらぼうにバ（略）は言い、スプーンを取って、またクリームソースと鱈をたっぷりと皿によそった。

　クリスティーナが姿を消した経緯については、簡単ながらアレックス、というかバ（略）にも話してある。話さなければけっして納得しなかっただろうし、あたりさわりのない嘘うそをつくのも、この少年が相手の場合、むずかしい上に信義にもとると思えたのだ。

「あの高飛車な女魔術師が、そう簡単にほいほい男についていってたまるものか。ぜったいに何か邪悪な計画があるに決まっているのだ。あるいは、僕と決着をつける前に、始末しておかねばならぬ相手なのかもしれんな。なにしろ、僕、バシレウス・サロモンとの戦いは、いくらあの女魔術師といえども、死力を尽くした戦いになるだろうから。前もって邪魔者を排除しておくために、今は姿を隠して、力をためているのかもしれん」

　尊大な物言いの底に、傷ついた少年の落胆した気持ちがこだましている。和かず音ねと美み弥や子ことシャルロットは、恋を知る少女としてひそかに視線を交わし、おたがいの目に同情と、爵子に対する共感を見いだした。

　クリスティーナが自分ではなく、〈魔術師シモン〉なる、彼に言わせれば「いかがわしいインチキ魔術師」を選んでついていったことに、少年の心は多大なショックを受けているのだ。それも、行き先さえ自分には知らせず、大切にしていたはずの美弥子たちまで放ほうりだした上、なんとも腹の立つことに、あの役立たずの使い魔（遼りよう太た郎ろうのことだ）ひとりを、選んでひっさらって行ったとは。

「まったく」とアレックスは鱈たらとソースを噛かみながらぶつぶつ言った。

「あんなぼんくら使い魔を一人連れていくくらいなら、この僕に声をかければよいのだ。この僕、バシレウス・サロモンは、たとえいつか凌りよう駕がする相手とはいえ、要請された協力を拒むほど心のせまい男ではないぞ。なにが〈魔術師シモン〉だ、こけ脅かしな名前を名乗りおって。僕の前ではどうせ、そこらへんの木こっ端ぱ魔術師同様、ちょっとした手品を披露するのが関の山だろうに」

　その点については聞こえないふりで、誰だれも意見を言わなかった。

「みなさん、もうお済みかしら？」

　美弥子が立ちあがって、お皿を集め出した。

「お食事が済んだようでしたら、パンくずを集めて、お皿を重ねてくださいな。和音さん、シャルロットさん、お手伝いしてくださる」

「あ、ちょっと待て、まだ鱈が」

　バ（略）が意地汚く残った鱈を口に詰めこみ、喉のどに詰まらせて顔を紫色にする。

　和音は椅い子すをすべり降り、シャルロットと二人して皿や茶ちや碗わんを集めてまわった。食堂は明るく、開いた窓には、朝の日ざしとさわやかな森の空気が黄金色に輝いている。ここにいると、二日前の悪夢の一夜のことが、ほんとうに夢だったように思えてくる。

　小鳥の声がなごやかに響いていた。ぽつりと和音が呟つぶやいた。

「遼りよう兄さま……ご無事でいらっしゃるでしょうか」

　美弥子はぴくりと手を震わせて、ちょうど集めていたスプーンやフォークをばらまいてしまった。シャルロットが驚いて顔を上げる。

「ご無事ですとも」

　しばしの、痛いほどの沈黙ののち、きっぱりとシャルロットが応じた。

「あの方は、どのようなことがあってもくじけるような方ではありません。そのことはわたしより、あの方とご一緒に長くいた皆さんのほうがご存じです。リョウタロウはけっして、あきらめたり、理屈の通らないことをそのままにしておくような方ではありません。きっと今ごろ、クリスティーナを説き伏せて、皆さんのところへ帰るよう説得していらっしゃるところだと、わたしは思います」

「ええ……、そうね、そうですね」

　美み弥や子こは無理にほほえむと、頭を振って散らばったフォークを集めにかかった。

「あの、頑固なお馬ば鹿かさんのことですもの。目を覚ますが早いかクリスお姉さまに食ってかかって、今すぐあの銀髪の悪党をやっつけて家に帰るように、噛かみついているに違いありませんわ。そうですとも。ええ」

　和かず音ねがテーブルの下で、はげますようにそっと美弥子の手をとった。美弥子は軽くその手を握りかえし、前よりも少し心やすい笑みを向けると、気を取りなおして食卓の片付けにかかった。ここでは伯爵夫人専任のエドワーズ氏のほかは、年寄りの管理人夫婦と、ラドル夫人しか使用人がいないので、いつもレギーネや遼りよう太た郎ろうがしていたような日常の雑事は、みんなが手分けしてこなさなければならないのだ。

「あ……、あさごはん、おわったの？」

　肘ひじ掛かけ椅い子すの上で、シシィがもぞもぞと身を起こし、目をこすった。

「あら、まだ寝ていていいのですよ、シシィさん」

　シャルロットが振り向いて、やさしく言った。

「そんなところでうたた寝するより、もう一度ベッドにお入りなさいな。あなたはわたしたちより、ずっと小さくて疲れやすいんですから。あとで何か、パンとミルクでも用意してさしあげますから、もう少しお休みなさい」

「ううん、いい……シシィ、おきるよ。だいじょうぶ」

　まだ少し目をしょぼしょぼさせながら、シシィは毛布を押しのけようと手探りした。

　幼くて体力がない上に、秘められた霊能力のせいで、あの魔術の渦巻く火か焔えんの中でもっともダメージを受けたのはシシィだった。美弥子たちが回復してからも、シシィはまだぼんやりしていたり、すぐに眠ってしまったりすることが多く、先ほども、朝食にふらふらと降りてきたはいいものの、トーストを半分食べかけたところで、皿の上で眠ってしまったので、エドワーズ氏の手で丁重に肘掛け椅子のクッションに運ばれたのだ。

「そうだ……ゆめ、みたよ。ジンジャーちゃんがでてきた。シシィになにかいって、こわいかおで、なにかわたしたの……なんだったかな……ここに、いれたんだけど」

　今にもまた眠ってしまいそうな顔で服のあいだを探る。美弥子たちは顔を見合わせた。シシィちゃん、夢ですよ、とシャルロットが声をかけようとしたとたん、一枚の大きな緑みずみずしいオークの葉が、ひらひらと床に舞い落ちた。

「あ、これ……」

　驚いている一同の目の前で、シシィは葉を拾いあげ、にっこり笑って差しだした。

「そうなの、これなの。これ、ジンジャーちゃんから、みんなにって。シシィからわたしてほしいって、いわれたの」

　美み弥や子こはつかんでいたフォークを置いた。おそるおそる近寄って、火のついた紙でも受け取るように、さっとシシィの手から緑の葉を取る。

　葉が手から離れると、シシィは、微笑を浮かべたまままたゆっくり横に滑り、肘ひじ掛かけに頭を乗せてうとうとしはじめた。黒い髪の上で、小鳥のリトルが羽をふくらませて、心配そうにうずくまっている。

「アレックスさん、シシィちゃんをお部屋へ運んであげてくださいな」

　葉を眺めながら、半分うわのそらで美弥子は言った。

「あとで、わたくしか誰だれかが着替えさせに行きますから」

「このバシレウス・サロモンに子守をさせようというのか？」

　アレックスは唸うなったが、奇妙なことに言うとおりにした。美弥子の一瞬こわばり、やがてきびしく引き締まった顔つきが、何かを警告したのかもしれない。

「美弥子さん、どうなさいましたの」

　アレックスがシシィを抱えて出て行ってから、和かず音ねとシャルロットがテーブルを回ってきた。

「その葉が、なにか？」

　美弥子はだまって葉を二人の前に差しだした。両人は小さく息を呑のんだ。

　葉は妙に分厚く、葉脈が奇妙な形に曲がりくねっていた。まるで鉄筆で引っかいた文字のように。いびつな小さい文字は、こう読めた。

『今夜、真夜中。このコテージの裏庭で。ジンジャー』



　　　２



　少女たちが朝の食卓でオークの葉の上に額ひたいを寄せ集めているころ、遠く離れたロンドンの喧けん噪そうのそのまたど真ん中で、さらなる喧噪を生み出している人物がいた。

「なぜですかい、長官！」

　巨大なこぶしで机を一撃してウィリアム・リース警部は吠ほえた。

「あの火事についちゃ調べる必要がない？　調べる必要のない事件なんぞ世間にゃありゃしません、刑事ならだれでもそんなことはわかっとります。長官だってわか……おわかりのはずでしょう、なのになんだって、モンフォーコン邸の火事のことだけは打ち切りになんぞなるんです。専任捜査班もすべて解散なんて」

「ヤードの人員も無限ではないのだよ、きみ」

　スコットランド・ヤード長官はたまたまウィリアム・ソーデイといって、たったいま机の前で頭から湯気を立てている部下と同じ名前だったが、こちらはビルと他人に呼ばせるのを許すような性分ではなかった。痩やせて色の悪い、気むずかしい顔をした胆汁質の男で、社会的正義と政治的正義の間に立たされるものにありがちな、深々とした皺しわが眉み間けんに常に貼はりついている。彼は苦い顔をますます渋面にしながら、机の引き出しから取りだした甘草キャンディをまずそうに口に放ほうりこんだ。根っからの清教徒主義者で、煙草たばこや酒などはすべて神の御意志に反しているとみなしている。貴族院議員やその他ほかのお偉いさんの前ではやむなく主義を曲げることはあったが、少なくとも自分の城であるここヤードの長官室では、主義を曲げる気などこれっぽっちもなかった。

「あの火事は失火ということでもう方がついとる、そうじゃないか？　こっちこそ、君がなぜそうあの火事に固執するのか理解できんな。君はあの屋敷の女主人だったクリスティーナ・モンフォーコンなる女性にえらく執心だったと聞いているが」

「あの女がどうしようもない犯罪者だったからです」

　憤然とリース警部は力説した。

「それ以外のどんな理由もありゃしません。吾わが輩はい……その、私は、いつかあの女の尻尾しつぽをつかんでやるつもりで、目をつけてたってだけです。あの女の家で失火ですと？　ばかばかしい！　きっとこの後ろには、何か隠れた、とんでもなくでかい事や件まがあるに決まっとるんです。それに、一緒に消えた従僕とメイドはどうなります？　メイドはともかく、あの従僕の東洋人の少年、あれは、あんな女の下で働くにはもったいないほどの立派な働き者だった。いいですか、長官、現場からは、だれの死体も見つかっとらんのですよ。あの女か、じゃなきゃ、あの女の敵か誰だれかが家に火をつけて、三人を連れ出したかそれとも連れだって逃亡したんでないと、どうしてわかります」

「君こそ、なぜそんな壮大な話が背後にあるとわかるのだね」

　キャンディを口の中で転がしながら、長官は不機嫌そうにもごもご言った。

「あれだけの火事だったんだ。死体も全部燃えてしまって、なにも見つからないのは当然と言ってもしかるべきじゃないかね。君がいう何者かジヤツクが、誰ジかルと手に手をとって、雲を霞かすみと一目散というより、ずっと筋が通っていてまっとうな結論だ。こんなに簡単な話を、君はどうしてそういちいちむずかしくしたがるんだ」

「ええい、吾輩にはわかっとるからだ！」

　ついにリース警部は上司の前にいることを忘れて吠ほえ、巨大なこぶしをふたたび机に叩たたきつけた。ドアの框かまちがびりびりと震え、長官はもごもごさせていた口をびくっと止めて、身をのけぞらせた。ヤードの刑事や制服警官たちを縮みあがらせる、雷鳴のごとき怒鳴り声ががんがんとこだまする。

「このことの後ろには、何か異常な、とてつもなく異常なことがあると吾輩にはわかっとるんだ！　放置しておけばえらいことになる、あの女、クリスティーナ・モンフォーコンは死んでなどおらん！　どこかへ姿を隠して何かを企たくらんでおる、そうに決まっているのだ！　でなくてどうして、家に火をかけて何もかも灼やきつくして姿を消す、失火？　はっ、あのしたたかなやくざ女がそんなへまをしでかすものか！　あんたらには何もわかっちゃおらんのだ！」

「もういい、ウィリアム・リース」

　口から飛び出しそうになったキャンディをやっとこさ口へ押しこみ、長官はせいぜい威厳をつくろった。

「とにかくあの火事についてはもう話はおしまいだ。君は国家に奉仕する公僕の一人であり、個人的な意見がどうあろうと、その命令に従う義務がある。その国家が、イギリスが、君に言っておるんだ。あんな単なる失火事件は放ほうっておいて、もっと急を要する案件に頭と手を振り向けろとな。メイドストーンの窃せつ盗とう事件はどうなった？　ヴィクトリア街の強盗監禁事件は？　チャリング・クロスでの連続失しつ踪そう事件は？　どれもこれも、一刻も早く解決させなければならん問題ばかりだ。君の刑事としての能力はわれわれも買っている。そのことを後悔させてもらいたくないものだな」

　この最後通告とも言える言葉で、長官は会見を打ち切り、もう行けとばかりにくるりと背中を向けて書類入れから分厚い紙束を取りだして目を通しはじめた。

　ここまでこれ見よがしに出て行けとの意思表示をされては、いかな鉄の男であっても、この場にしがみつくことはできない。

「おっと、失礼」

　ドアを蹴け立たてて外へ出ると、入れかわりに、粋いきなスーツをまとって丸い眼鏡めがねをかけたおとぼけ顔の青年が、警部の顔を見てからかうように帽子を上げた。

　どこかで見たことがある顔の気がしたが、すぐに部屋に入っていってしまったので、確かめる暇がなかった。中で長官があわてたように立ちあがる気配がする。青年はするりとドアからすべり込み、あとから、黒服に身を固めた、まるで同じカタログのページから切りぬいたような無個性な男が三人ばかり続いた。ドアが閉まり、内側から鍵かぎのかかる音がした。ウィリアム・リースは完全に部屋を締め出された。しばし茫ぼう然ぜんとドアの前に立ちすくんだのち、警部は、悪魔の尻尾しつぽを踏みにじるような勢いで回れ右して、ヤードを建物ごと蹴散らさんばかりに、階段に特攻した。

　蒸気機関車なみに怒気を四方に発散させて廊下を突進するビル・リースに、彼を知るものも知らないものも、焼けた石炭ストーブを避よけるように、あわてて横へ飛びのいた。

　どいつもこいつも、とリース警部は苛いら立だちと焦燥で目もくらむ思いで考えた。

　だれもかれも、何一つわかっちゃおらんのだ。このロンドンで、いや、英国全体で、何かとてつもなく重大なことが起きようとしている。

　なぜそう言えるのかと聞かれても、刑事のカンだ、と答えるしかない。だが、クリスマスを間近に控えたあの夜、強酸のようなコーヒーを飲みつつの夜勤のまっ最中に、ロンドンを突きぬけていったあの不気味な振動と地鳴りが、彼の腹の底で今でも不吉な唸うなりをあげていた。

　結局ただの地震としかとらえられなかったあの一件で、いくつかの家屋が倒壊し、ロンドンの各所にある小さな教会が潰つぶれた。下町では老朽化した貧民街のボロ小屋がドミノのように倒れ、数人の死者が出た。被害と言ってはそれだけ――いや、あの火事。モンフォーコン邸のあの火事もだ。むしろあれこそが、あの災厄の発端だったという気がしてならない。あの火事の一件を調べなければという強烈な信念が、リース警部の刑事魂に、棘とげのように刺さってどうにも抜けないのだった。

　腹立ちまぎれに刑事部屋に飛びこみ、若手をどなりつけて、最近のロンドンの事件の書類をまとめてもってこさせる。

　強盗、殺人、誘拐、恐喝、いつものように、大都市ロンドンは悪徳と犯罪が充みち満ちている。その中から警部は部下たちのあきれたような視線を尻しり目めに、自らの勘を刺激する事件を選びだし、広げたロンドンの市街図の上に、赤インクで印をつけていった。

　コヴェント・ガーデンの花形サーカス団が一夜にして姿を消した事件、その前後に連続して起こっていた若い男女の失しつ踪そう事件。生き真面目まじめな書記が突然おかしくなって一家を惨殺して自殺した事件。よりにもよってクリスマスの夜に、酒の勢いかなにか知らないが、おたがいの喉のどを肉切り包丁でかっさばいて死んだ二人の男。空気さえ凍るような霜の朝に、いつのまにかベッドから抜け出して、外で立ったまま凍りついていた、十歳の少女。

　そしてクリスマスは過ぎ去り、あと数日で新しい年がやってくる。一八九三年。一九世紀という時代はあと七年となる。この百年が黄金の時代であれ暗黒の鉄の時代であったのであれ、刻ときはすでに世紀末フアン・ド・シエクルに近づきつつあり、二十世紀という、未み曾ぞ有うの時代を迎える前夜である。

　宗教家たちはかつて、紀元一千年には新たなるキリストが降臨し、世界の終わりがやってくると説いて人々を怯おびえさせた。しかしけっきょく何事もなく世界はつづき、人類の発展と愚行は、その後の一千年も時を刻み続けている。

　しかし、新たなる百年を前にして、異様な不安がリース警部の鋼鉄のはらわたをむしばんでいた。完全に燃えつきたあの女魔術師の悪の巣そう窟くつ――とはいえ、あの幼い少女たちに罪はないのだし、例の実直な少年はどうやら、信じがたいながらそこそこまともな扱いを受けていたらしいから、そう真っ黒というわけでもないのだろうが――の廃はい墟きよを見た瞬間、この黒こげの瓦が礫れきと灰の山が、ロンドン全域へと広がっていく悪夢のような光景を、がちがちの現実主義をもって自負する警部の脳裏をよぎったのだった。

　新たな世紀がやってくる。ふたたび救世主が降臨し、新たなる神の子がこの世界を統すべる千年王国がかつて語られた。選ばれし者が世界を支配し、それ以外の者は地獄に投げ込まれて永遠の苦しみを得る。一千年前、抹まつ香こう臭くさいカトリックの坊主どもが民衆におどしをかけたあの言葉は、はたしてどこまで本当だったのか？

　実現しなかった、という意味では、たしかに単なる虚構だろう。ふだんのウィリアム・リースであれば、ばかばかしいと笑い飛ばしもした。

　しかし今回にかぎって笑い飛ばせないのはなぜだ？　光の世紀、文明の世紀、もはや神は政治と経済のめまぐるしい歯車の中で、挽ひき潰つぶされてしまったかに見える。

　だが、神は存在するのか？　実体、あるいは、なんであれ現実に影響を及ぼしうる存在として顕現することがありうるか？

　教会はありうると言っている。ウィリアム・リースはそんなことは鼻で笑ってきた。だがここ、今になって、妙な炎に尻しりを炙あぶられている気分になっている。くそっ、いったいどこのどんな悪魔が、この吾わが輩はいの首筋に息を吹きかけやがったのだ？

「ご熱心ですね、親父おやじさん」

　怖れ知らずな若い刑事が、警部のかがみこんでいる地図をのぞき込んできた。

「なんです、この赤い点？　なんだか、子供の点つなぎ遊びみたいですね。こう……くるっと……丸くなって」

　手をのばし、点から点をたどって、最後にとんとんと地図の一点を叩たたいた。

「うん、ここだな。真ん中は。ここを中心にして、だいたいの円になってませんか、これ。けど、いったいどういう意味があるんです？」

　リース警部は答えなかった。最悪の予感が的中した事実によって、ゴルゴンの目に見られたスパルタ人のように硬直していた。部下の悪気のない指先が差しているのは、まさに、あの女魔術師、クリスティーナ・モンフォーコンの、いまは焼けて瓦が礫れきと化した屋敷のあった場所だった。





　そこからどうやってヤードを出たのかはあまり記憶になかった。すべてにおいて鷹たかのごとき目と犯罪百科事典的記憶力を持つ警部にとってはこれまでにないことだった。

　もうすぐ新年を迎えるということで、休暇をとっている職員もおり、いつもよりヤードの中も閑散としている。いつもならそれを、悪と戦う警察官として恥ずべきことだと心中腹を立てながら人影の少ない廊下を通りぬけるところだったが、今回は、すれ違う部下や事務員たちも、警部の稲いな妻ずまのような視線にさらされることはなかった。茫ぼう然ぜんと、足下も不確かによろよろと歩いていく鬼警部の姿に、ヤードの職員たちはぎょっとして後ろを振り返り、顔を見合わせた。

「おいおい、いったいどういうことなんだ？　リースの親父さん、なにをやらかしたんだ？　なんだか煉れん瓦がの塊で頭をぶん殴られたみたいな顔をしてるぜ」

　実際、煉瓦の壁が頭上に崩れ落ちてきたほうがどれほどましだったろう。そんなくらいでめげるほど、ビル・リースの頭部はやわにはできていない。彼を打ちのめしたのは、主に精神的なショックだった。

　長官にああ主張したとはいえ、クリスティーナ・モンフォーコンについて、実際に現在ロンドンで起きつつある凶悪事件が、なんらかのかかわりを持っているという疑いが、目に見える形で示されたのは、これが初めてだったのだ。

　むろん、刑事としてのおのれの勘を信じてはいる。信じていなければ、ヤードの鬼刑事としてここまで犯罪者に（そして部下たちに）怖れられてはいない。しかし、あの女魔術師についての自分の勘がある程度裏づけられてしまったという事実に、警部は思った以上に動揺していた。

　むろん、すべてが偶然だと言いはることもできる。クリスマス前後の数日間に起こった二十数件の凶悪事件が、ほぼある一点から等距離を保った場所で起こっているという異常事態を偶然と呼べればだが。あいにく、そんなことができるほど、リース警部の精神は器用でもなければ欺ぎ瞞まん的てきでもない。

　事実は事実として認めるしかなく、ぐるりとロンドンを囲んだ赤い点の円周に、なにか、自分の知らない秘密が隠されていること、そしておそらく、モンフォーコン邸の焼失とその女主人の失しつ踪そうが、この点の描く軌跡に関連していることを、クリスティーナをただの詐さ欺ぎ師しではないと断じていたのと同じ刑事としての勘が、それこそ真っ赤なゴシック体の活字で、脳裏に点滅させていたのである。

　ホワイトホールを抜けて、パーリアメント街をウェストミンスターのほうへふらつきながら歩いていった。すっかり日は暮れて、いつもの灰色の霧が焦げついたスープのように身体からだと顔にまつわりついてきた。だれもがマフラーに鼻を埋め、コートの襟を立てて、亡霊のようにぼんやりした影を落としながら家路を急いでいる。ガス灯が虹にじ色いろの暈かさをにじませ、足下でいくつもの影が回転する。ぼんやりと足を運びながら、警部は、いつだったか、クリスティーナとともに馬車に乗り、博覧会会場から奪い去られた黄金の甲虫を取りかえしに出たことを思い出した。

　あの時の犯人はつかまったのだったか……？　いや、外国人の、身元不明の男ひとりの死体が見つかっただけで、本来の犯人であるエジプト学者のなんとかいう男は、煙のように消えてしまった。髪の毛一本遺のこさずに。

　その時のことをあの女に問いただしたこともあるが、女魔術師は緑色の瞳ひとみを少し翳かげらせ、『警部、罪を負うべき人間はもうそれを償っているよ。たったいま、この瞬間もね。それでいいじゃないか。君がこれ以上関心を持つ必要はないさ』と呟つぶやいた。いつも茶化すような物言いしかしないあの女の、思いのほか沈痛な声と、猫のような瞳に沈んだ奇妙な色に、それ以上問いただす気力を警部はなくしたのだった。

　今回も、何かそのようなことなのか？　これ以上踏みこむな、と何かが頭の奥で警告している。しかし、いったい何なのだ？　このヤードの腕っこき、あらゆる犯罪者を震えあがらせてきたウィリアム・リースが、いったい、何におびやかされているのだ？

　頭の上からいきなり鐘の音が降ってきた。殴りつけられたように感じて立ち止まる。ウェストミンスターの時計塔が、午後の七時を告げているのだった。七……七……リース警部は額ひたいを押さえた。今日は十二月の二十八日……あと三日で新年になる……一八九三年……新しい世紀まであと七年……七……おい、いったい貴様は何を考えているのだ、ウィリアム・リース？

　恐ろしい鐘の音が鳴り止やんだ。警部はなにがなしほっとして額から手を放し、ぎくっとしてあたりを見回した。

　ロンドン中でも最も人の多い通りのはずのウェストミンスター橋に、まったく人気がなくなっている。

　あわてて橋のたもとに駆け寄り、そこから見えるはずのヴィクトリア遊歩道エンバンクメントを見おろした。やはり、だれもいない。昏くらく翳かげった街路樹が海藻めいて灰色の霧の中にざわめき、ぽつぽつと灯ともった明かりが、えたいの知れない深海生物のように薄うす闇やみの奥を漂っている。

「おうい、誰だれか！」

　耐えきれなくなってリース警部は怒鳴った。

「誰かおらんのか、誰か！　いったいどうなっとるんだ？　貴様のしわざか、クリスティーナ・モンフォーコン！　何をたくらんでおるのだ、貴様！」

　応じるように、背後でかすかな衣きぬ擦ずれの音がした。とっさに振り向こうとして足をもつらせ、警部はあやうく橋の石材につかまって身を支えた。ポケットの拳けん銃じゆうに反射的に手が伸びる。ぼんやりとしたガス灯の光に、金髪の巻き毛がにぶくきらめいた。

「クリスティーナ・モンフォーコン！」

　警部は大声を出した。安あん堵ど感かんと、以前にも増しての強烈な違和感が同時に押し寄せてきた。女魔術師はいつもの長いインヴァネスと男物の衣装に身を包み、仕立てのいいシルクハットのつばを下げて、緑の瞳ひとみをじっとこちらに向けている。

「なんだというのだ、クリスティーナ・モンフォーコン！」

　じりじりと下がりながら、警部はさらに怒鳴った。こいつはおかしい。何かが絶対におかしいと、本能が割れんばかりの警鐘を放っている。

「あの罪もない娘たちを寒空に下着一枚で焼け出させたまま放ほうり出すとは、どういう神経をしておるのだ！　聞いておるのか？　あまつさえ、あの正直な少年までいっしょに失しつ踪そうさせるとは、何を考えておる！　前から考えの読めん女だとは思っていたが、こんな理屈にあわん真ま似ねをやらかすとは思っておらんかったぞ！　それに、あの事件の環わ――貴様の、あの屋敷の周囲で起きていた、クリスマスあたりの、事件の――」

　刑事としていくつもの修羅場をくぐり抜けてきた経験が、警部を救った。もしそうでなければ、一瞬にして首を飛ばされていたにちがいない。

「何をする！」

　ほとんど予備動作もなく抜き放たれた剣が、石に当たって火花を散らした。反射的に放った拳けん銃じゆうの弾はとんでもない方角にそれ、どこか夜空の彼方へ飛び去った。なんともぶざまな姿勢で後ろにずり下がると、ひゅっと音を立てた刃やいばが、厚いコートと上着の前をざっくりと裂いた。真っ二つに斬きられた山高帽がころころと歩道の向こうに転がっていく。

「クリスティーナ・モンフォーコン！」

　警部は声をふりしぼった。やはり返事はない。シルクハットの下の緑の炎はまたたきもせず、白い顎あごは石でできたように動かない。黒いインヴァネスが翼つばさのように広がる。

　ふたたび拳銃の狙ねらいをつけかけ、警部はなぜかためらった。犯罪者に対してためらいなど向けたことがなかったのに。

　だがしかし、相手にためらいなどなかった。石柱にもたれたまま動きの止まった獲物に、猛もう禽きんのごとく黒い翼が襲いかかる。冷たく光る鋼鉄の刃が、まっすぐ額ひたいに向けて打ち下ろされてくるのを感じ、警部は衝撃を予測して両腕で身をかばった。

　はげしい金属音がした。ふっと目の前が明るさを取りもどし、警部は頭を上げた。

　おおいかぶさっていた黒い影は、銀色に輝く奇妙な人型をした何者かに、体当たりされて吹っ飛んでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　高々と宙に舞ったあと、一回転して身軽に地に降り立つ。体当たりした銀色の影も、微かすかなきしみと金属のぶつかる音とともに、着地していた。ゆっくりと左右に身を揺らしているそれは、奇妙な才能によって鋳造された現代彫刻のように、異様だが、優美な曲線によって形づくられた、人型の機械だった。

「〈ドクトル・アヴァランシュ〉」

　低い声が響いた。

「――影を、斬きれ」

　銀色の人形はぐっと前傾姿勢を取ると、鞠まりのように高々と舞い上がった。

　空中ではげしく回転し、ジャキンと音を立てて、丸めた背中や腕から棘とげのような刃やいばが何十本となく飛び出す。白銀の明けの明星モーニングスターめいた姿で、地面に降り立った女魔術師に突進した。女魔術師は腕を振りあげ、まともに叩たたいてかわした。火花が飛びちり、はじかれた銀色の星はくるりと後ろへ返って人間型に戻る。

　息もつかせずに、女魔術師が腕を振った。まばゆい光が炸さく裂れつし、〈ドクトル・アヴァランシュ〉と呼ばれた銀の人形のまわりではげしく放電した。

　球電が人魂のように飛びまわる。網目のような雷電を身体からだじゅうにまとわせながら、しかし〈ドクトル〉は引き下がらず、そのままの姿で両腕を前で交差させた。人間めいた手の先から、鋼鉄の爪つめがあわせて十本、噴出するように伸び出した。

　鋼鉄の爪の間にも、雷電は交錯して蒼あお白じろく弾はじけた。〈ドクトル〉は身を低くすると、獣のように両手と両足を使って跳躍し、一気に距離をつめた。女魔術師が防御の手をうつ間を与えず、稲いな妻ずまをまとった十の爪を振りかざす。

「やめろ！」

　わけもわからず、リース警部は叫んでいた。影？　あれは、クリスティーナ・モンフォーコンではないのか？　〈ドクトル・アヴァランシュ〉だと？　あの銀色の奇妙な人にん体ていはいったいなんなのだ？

　雷電が霧にとざされたウェストミンスターを蒼白い光の暈かさでおおった。奇妙ににじんだふたつの人影が、一瞬、写真のように黒く瞼まぶたに灼やきつけられた。頭上に剣をかかげて人形の十の爪から身を護まもろうとしている女魔術師、猿のように身を丸めて両手の上に体重を乗せるように身をあずけ、静止している〈ドクトル・アヴァランシュ〉。

　次の瞬間、活人画は崩壊し、女魔術師の剣は音を立てて真っ二つに折れた。

　自分でもわけのわからない叫び声を、リース警部はあげ続けていた。異様な銀の人形は、落下したそのままの勢いで女魔術師の頭上にのしかかった。

　シルクハットが飛び、インヴァネスが細かな布きれとなって飛びちる。半分に折れた剣が女の手から落ちた。続いて手が、上半身が、膝ひざから下を断たれた下半身が、つぎつぎと転がり落ちる。長い金髪を裳も裾すそのように引いた首がごとりと転がるのを、警部はなかば悪夢だと信じて見守った。

　光が消えた。〈ドクトル・アヴァランシュ〉はくるりと手を回して爪つめをおさめ、両腕を垂らして、ゆっくりとまた身を左右に揺らしはじめた。リース警部はようやく立ち上がり、この怪物から身を守るために、もう一度拳けん銃じゆうを手探りした。

「おやめなさい、警部殿」

　背後から、静かな声がした。

「〈ドクトル・アヴァランシュ〉に、拳銃など通用しませんよ。見たでしょう、たった今。彼の力を」

　こつこつと、靴の踵かかとが石畳を叩たたく音が近づいてくる。拳銃の銃じゆう把はに指を食い込ませたまま、リース警部は頭だけで後ろを振り返った。

　灰色に渦巻く霧の中に、黒ずくめに身を固めたひとりの青年が立っていた。髪も、目も黒く、面長な白い顔だけが、仮面のように薄うす闇やみに浮かびあがっている。

「だ、だれだ、貴様は!?」

「僕は、名乗るべき名を持たないものです。少なくとも、あなたに対しては。ウィリアム・リース警部」

　青年は片手を伸ばして差しまねくようなしぐさをした。銀色の〈ドクトル・アヴァランシュ〉は、すべるような動きで青年のもとに引き寄せられ、よくしつけられた犬のように両手をついてうずくまった。

「それよりも、危ないところでしたね。かの〈魔術師〉は、彼女と関係のあるすべてのものを始末してしまうつもりらしい。それも、もっとも悪趣味な方法で。まったく、胸が悪くなる――僕も、人のことは言えない身だが」

「〈魔術師〉？　『彼女』!?」

　リース警部は石柱に身をもたせてなんとか立ちあがった。叩き上げの刑事としての意地と誇りが、今にもくずれそうな膝ひざをなんとか支えていた。

「それは――それは、どういう意味だ？　〈ドクトル・アヴァランシュ〉？　それが、そいつの名前なのか？　そいつはたった今、殺人を犯したのだぞ！　吾わが輩はいの目の前で、クリスティーナ・モンフォーコンを――」

「それは、彼女ではない」

　冷れい徹てつに、青年はさえぎった。「ごらんなさい」

　あやつられるように、リース警部は視線を移した。

　目の前で、バラバラになった女魔術師の死体が、黒い塵ちりとなって解けていくところだった。金髪も白い手も、黒い染みにはしから蝕まれて、煤すすをかためたようになって霧散していく。警部はあっけにとられた。

「な――なんだ、こいつは？　クリスティーナ・モンフォーコンではないのか？　だが、姿はたしかに――」

「そう、姿はたしかに彼女のものだ。だが、魂は入っていない。〈魔術師〉によって、あなたをもっとも残酷な方法で殺すように作られた、人造人間ホムンクルスだ」

「ホムンクルス!?」

　そんなものは三文新聞に載っている扇せん情じよう的てきな小説にしか出てこない、と考えていた警部はぎょっとして前方を透かし見た。しかし倒れている女魔術師の死体から一滴の血も流れ出ていないこと、死体が通常の腐敗の過程をたどることなく、すでに跡形もなくなりかけていることだけは認めないわけにいかなかった。

「それも、かなり粗悪な」

　嫌悪感をこめて青年は吐き捨てた。

「あの男ならもっと本物に近い偽物を作ることもできたはずなんだ。あなたを騙だまして、彼女を本物の悪あく辣らつな犯罪者だと思い込ませられるような知恵の回るやつを。だがそれには、彼女自身の貴重な身体からだの一部を都合しなければならない。それを彼女が許さなかったか、あるいは、あなたに手を出すことを彼女に知られたくなかったか、どちらかだろうな」

「あの女は生きとるのか？　どこにいる!?」

　警部は鉄のような手を伸ばして青年の腕をつかもうとした。だが青年は霧のように指をすり抜け、一歩離れたところに、別世界に立つ影のように静かに立ったままでいた。

「彼女は生きていますよ、リース警部」

　それだけを、淡々と彼は告げた。

「今どこにいるのかは、僕も知らない。たぶん、彼女自身と彼女を連れていった男以外はだれも知らないだろう。僕たちはいま、必死にそれを捜しているところだ。

　だが、あなたは、これ以上もうかかわるべきじゃない。今夜の襲撃は失敗したが、あまりしつこく追究すれば、再び〈魔術師〉の手が伸びてくるだろう。あの男の手は長い。僕だって、いつもあなたの身辺に貼はりついていられるわけじゃない。あなたは昼間の、太陽の世界に住む人間なんだ、リース警部。

　闇やみの世界の問題は、闇の者である僕たちにまかせて、あなたは家にお帰りなさい。これは忠告じゃない、警告です。あなたのためにも、そして、彼女のためにも」

「なんだと？　帰れだと？　吾わが輩はいが？　待て、この若造が――」

　警部はふたたび青年につかみかかろうとした。視界がぐらりと揺らいだ。頭がふらつき、目の前で黒い点がちかちかとまたたいた。警部は額ひたいを押さえ、差すようなこめかみの痛みに呻うめいた。

『家にお帰りなさい。いいですか』

　どこか遠くから、青年の冷れい徹てつな声がこだましてきた。

『そして、すべて忘れるんです。あなたには、あなたの仕事があるはずだ。それを懸命にやりとげることです。これは、あなた向きの仕事じゃないんだ』

　いきなり、津波のように音とざわめきが戻ってきた。

　リース警部は、橋のたもとに尻しりを落とし、コートの胸元をにぎりしめてはげしく息をついていた。目の前を、何事もなかったようにおおぜいのロンドン市民たちが、急ぎ足に往来している。辻つじ馬車が陽気に騒ぐしゃれた夜会服の一団を乗せて走っていく。まるで全速力で走っていたかのように大汗をかき、肩で息をしている男を不審に思ったのか、ひとりの制服警官が、心配と警戒の表情を半々に浮かべて近づいてきた。

「大丈夫ですか、ミスター？　どこかご気分でも？」

「うるさい、ぼんくらめ」

　無理に息をととのえて警部は怒鳴りつけた。

「吾わが輩はいはヤードのウィリアム・リースだ。貴様、今ここで、何か怪しいものを見かけなかったか？　男装の女とか、黒い服を着て妙なおもちゃを連れた東洋の男とか――」

「東洋の男？　はあ――」

　ウィリアム・リースという名前に、若い警官はたいしてびくつきもしなかった。どうやら警官になって間もない新顔らしい。腰を落として荒い息をしている警部を眉まゆをひそめて見つめ、

「いえ、そんなものはちっとも。自分はただ、あなたがむこうから歩いてきたと思ったら、いきなり顔を引きつらせてその場で動かなくなってしまったので、何か病気の発作でも起こされたのかと」

「病気だと？　ばかなことを言うな。ありえん。このビル・リースをだれだと思っとる。それとも吾輩が幻覚でも見とったというのか？　宵よいの口から酔っぱらっとるとでも？」

　若い警官はますますうさんくさげな表情になって口を開きかけたが、そこで、もう少し頭が回って勤務期間の長い同僚が、橋のむこうからあわてて駆けつけてきた。

「おい、ハリー、そんなとこで何してんだ――あ、こりゃ、リース警部殿」

　経験不足の後輩をあわてて後ろに押しやり、帽子に手をあてる。

「すんませんです、こいつ、先月からこっちに配属されたばっかりで。失礼しました。それよか警部殿、こんなところでどうなさったんですか？　なにか、こいつに尋ねてらっしゃるのが聞こえたんですけども」

「……いや。もういい」

　口を開きかけてやめ、不機嫌に警部はかぶりを振った。

「ちょいと寝不足でめまいを起こしたらしい。しばらくヤードに詰めっぱなしだったからな。少しばかり外の空気に当たったようだな」

「たぶん、そうですよ。まったく、この霧と来たら」

　年かさの警官は後輩を怖い目で睨にらんで萎い縮しゆくさせ、憂ゆう鬱うつそうに灰色の大気を見回した。

「十二月のくせして変になまぬるい風だし、テムズの臭においときたらいつも以上の酷ひどさだし。なんだかでかい生き物の腹ん中に飲みこまれたみたいな気分ですよ。新年になりゃあ、ちっとはましな天気になると思いたいもんですがね」

「ああ、そうだな」

　立ちあがろうとして帽子を手探りし、警部はぎょっと手を止めた。

　縁に触れて引き寄せたのは、真っ二つに立ち切られた半分だけの山高帽だった。

　とつぜん引きこまれた無人の空間で、帽子を切り裂いた閃せん光こうが鮮明によみがえった。もう半分はどこにも見えない。行き交う雑踏をすかして見ても、斬きりとばされた帽子の半分は、空間の穴に落ちたかのように消え失うせていた。

「警部？」

　けげんそうな部下の声に、われに返る。

「いや……」

　すっぱりと斬られた断面を指でたどる。ほぼ直線に、毛羽立ちもほつれもない。人間業では考えられない。無表情に襲ってきた、あの金髪の女の姿――

（『――〈魔術師〉によって、あなたをもっとも残酷な方法で殺すように作られた、人造人間ホムンクルスだ』）

　背筋を冷たい汗が流れた。手の中で、半分だけになった帽子がぐしゃりと潰つぶれた。

　心配する部下にどう答えたのかはあまり記憶していない。

　くしゃくしゃになったフェルトの切れ端を握りしめたまま、混乱と疑問と漠然とした焦燥をかかえて、ウィリアム・リースは、よろめく足を踏みしめ、気分を鎮めてくれるはずのウイスキーと葉巻の待つ、わが家へと歩いていった。
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　――夜。真夜中の、十五分前。

　一階のホールにある大きな八日巻き時計が、澄んだチャイムで時を告げた。三人の少女たちは眠れないまま輾てん転てん反はん側そくしていたベッドをそれぞれ抜け出し、忍び足で、裏庭へ出るドアの前に集合した。

「わたくし、息もつけないような気がしますわ」

　美み弥や子こが声を殺してささやいた。

「緊張しているのももちろんありますけど――なんだか、とても強い力がこの場に集まってきているような。あなたがたもお感じになりません、和かず音ねさん、シャルロットさん」

「はい、わたしも」

「わたしもです、ミヤコさん」

　和かず音ねも、きびしくくちびるをひきしめたシャルロットも頷うなずいた。

　三人とも、伯爵夫人が買いそろえた古風な暖かい寝間着に首から足までくるまれ、分厚い毛織りの室内履きを履いている。くわえて肩からは夫人が編んだ色とりどりの毛糸で編んだショールを掛けていたが、十二月の末、真夜中の森の冷気は格別だった。

「少しばかりしもやけになりそうですけど、それくらい、なんともありませんわ。青しよう野のの家ではよく、修行の一環で、真冬に雪の中で水みず垢ご離りをとりましたもの。その時のことを思えば、こんなことくらいなんでもありません」

　アレックスとシシィは二階の部屋で、伯爵夫人ともども何も知らずに眠っている、はずだった。

　シシィは伯爵夫人と同じ寝室で眠っているので連れ出すのは無理だったのだが、神経をちりちりと突き刺すこの強烈な力の集中からして、いまだに不安定な状態にあるシシィを、この場に連れてくるのは賢明とはいえなかったろう。なにしろ、この地における霊能力という点では、美み弥や子こや和音よりもシシィのほうが、ずっと鋭敏で繊細なのだ。ただでさえ弱っているシシィに、この上負担はかけたくない。

「悪いものではないようですけれど。きっと、ジンジャーさんと、そのお友だちの方々ですわね。あの方々も、クリスティーナさんをあの男の手から取りもどさなければならないと感じていらっしゃるのは、わたしたちと同じでしょうから」

「油断してはいけません、カズネさん」

　シャルロットはショールの下に騎士モーリスの剣を携えてきていた。武器というよりも、それは、ともすれば臆おくしがちな自分の気持ちを叱しつ咤たするためのお守りだった。ふるえる手で、少女騎士は大切なひとから受け継いだ魂の器をしっかりと握りしめた。

「――おい。貴様ら」

　不機嫌そうな少年の声が後ろからした。少女たちはとびあがった。

「あ、アレグザンダーさん!?」

　一瞬剣の柄に手を走らせかけたシャルロットが、あわてて手を放した。

「どうしてここに？　わたしたち、うんと静かに集まったはずですのに」

「ばかもの。このバシレウス・サロモンを甘く見るな。貴様ら素人しろうとの集まりが、この僕の目をごまかせるとでも思ったか」

　アレックスはゆっくりと月の光の下に出てきた。どこからどうやって手に入れてきたのか、またもや黒いずるずるのローブを身体からだに巻きつけ、あっちこっちに護符やビーズ玉の飾りを光らせている。

　つんと鼻をつくのは、儀式的な香か、それともべつの得体のしれない何かか。ともかくバ（略）に戻ったアレックスは意い気き軒けん昂こうとはいかぬまでも、かなり自信を取りもどした様子で、驚いている三人の少女の間にもぐりこんだ。

「どうせあの小さな女使い魔に届けられた伝言のせいだろう。僕ひとりだけかやの外に置こうとしても、そうはいかん。あのぼんくら魔術師めは、わが永遠の敵手ライバルクリスティーナ・モンフォーコンと、このバシレウス・サロモンとの名誉をかけた決闘に割って入るという愚を犯した。僕としては名誉にかけてあの魔術師を叩たたきつぶし、正当なる競争相手であるこのバシレウス・サロモンの前に、あの女魔術師めを引っぱりもどしてやらねばならんのだ」

　アレックス、バ（略）は、両手に腰をあてて偉そうに身をそらした。自然に、三人の少女の頬ほおに笑みがこぼれた。ふふ、と口に手をあてて笑い出した美み弥や子こに、バ（略）は顔を真っ赤にして、

「な、何がおかしい、この無礼者。このバシレウス・サロモンが、貴様ら一般人と同道してやろうというのだぞ。少しはありがたく思わんか」

「ごめんなさい、あの――あの――バシレウス・サロモン様」

　くっくっと笑いながら、美弥子は言った。

「そうですね、あなたがいてくだされば、わたくしたち、とっても安心ですわ。ね、和かず音ねさん、シャルロットさん」

　和音も口元をおさえて頷うなずき、シャルロットも、噴き出すのを我慢するかのように、大おお真面目まじめな顔をしてぎゅっと唇を引きしめている。

「それでいい」大魔術師バ（略）は満足げに頭をそらし、尊大に一同を見わたした。

「このバシレウス・サロモンさえいれば、どのような魔法も魔術も恐るるに足らず。貴様らはただ、僕のあとにおとなしくついてくればいいのだ」

「ええ、そういたしますわ、バシレウス・サロモン様」

　和音がそう応じて、袖そでの下にそっと笑いを隠した。

　満月の夜だった。月光は湖のごとくそこらじゅうに溢あふれ、重なりあった木々の枝や、さざめき合う葉群れや、下草をまだらに染める木の下した闇やみにうす青く流れていた。

　コテージの大きさに対して裏庭はずいぶん広く取られており、季節になれば花や野菜で溢れるであろう花壇や小さな温室に、うっすらと霜が積もっている。

　芝草はきれいに刈りととのえられて茶色く冬枯れしていた。そこここに、不思議な円形のあとが、大小のクッキー型を押しつけたように並んでいるのがもの珍しい。

「〈妖精の環Circle of Fairies〉だな」

　アレックスが近づいて、臭においを嗅かぐようにかがみこみ、眉まゆをひそめた。

「こんなものがここの裏庭にあるとは知らなかった。ずいぶんたくさんあるようだが」

「わたしも、〈妖精の環〉のお話は聞いたことがあります」とシャルロット。

「小さいころに、騎士モーリスが話してくださったことがあります。ああいう環わはキノコが環状に生えたあとで、キノコがそんな生え方をした場所は、妖よう精せいが夜、集まってきてダンスをする所になっているのだとか。妖よう精せいに願い事をする時にはそういう場所を見つけて、ミルクや蜂はち蜜みつを置いておく習慣もあると聞きました」

「まあ、すてき」

　和かず音ねは胸をおさえてほっと息をつき、白い息がふわりと昇っていくのを目で追った。

「そんなお話もなさるなんて、騎士モーリスは本当にすてきなお方だったのですね。想像するだけでうっとりします」

「ほかの騎士の方々に聞かれたら、とんでもないことになったでしょうけれど」

　シャルロットは微笑した。

「わたしに異教のたわごとを吹きこんだといって。でも、あのころまだとても小さかったわたしは、ベッドの中で丸くなって、キノコの環わの上で踊る手のひらほどの蝶ちよう々ちよの妖精のことを考えるのが大好きでした。いつも見張られていないときはないと言っていい生活でしたけれど、頭の中や夜の夢は、わたしだけの物でしたから」

「それだけではないぞ。〈妖精の環〉は別世界への入り口で、不用意に足を踏みいれた人間は、妖精境へ迷いこんだまま一生帰ってこられない、という伝承もある。妖精の取り替え子チエンジリングも、この〈環〉の中から連れてこられるという話もあるのだ」

　ぶすっとアレックスが捕捉する。

　シャルロットはまばたきし、美み弥や子こと和音は、アレックスが口にした妖精たちの不気味な面を耳にして、ぞっとしたように口を閉ざした。会話がとぎれた。冷たい風がひときわ強く吹いてきて、四人は身震いしてショールを強くかき合わせた。

　ざわりと木々が波立ち、あふれる月光がいっそう青味をました。微かすかに草を踏みしめる足音がして、木々の奥から、小さな人影がすべるように歩み出てきた。

「よし。みんな、揃そろってるな」

　それからちらっとアレックスに目をやり、

「なんだ、そいつもいるのか。まあいい。おまえもたぶん、知っておいたほうがいいだろう。今回のことには、どんなものでも、できるかぎりの協力者がいたほうがいいからな。たとえそれが、自分を魔術師だと思いたがってるただの坊やでも」

「おい、それはいったいどういう意味だ、貴様」

「ジンジャーさん」

　男装の魔女姫は片手をあげて、しゃべろうとした美弥子とくってかかろうとしたアレックスを同時に押しとどめた。

　服装はいつもの薄汚れた少年のものだが、帽子は脱いでいて、燃えるような赤毛を奔ほん放ぽうに肩の上にたらし、目をくっきりと開いている。魔女の多色の瞳ひとみは、深海にまたたく海うみ蛍ほたるのように、闇やみの中でもあかあかと輝いていた。

「うだうだしてる時間はない。みんな、こっちへ来て、俺おれの手をとれ」

　低い、だがきっぱりとした口調でジンジャーは命令した。夜の宮廷の魔女姫の威光は、いやおうなしに人を従わせる力を持っていた。

「美み弥や子こが右、和かず音ねが左だ。シャルロットは和音と手をつなぐ。そこの魔術師もどきはこっちへ来て、シャルロットと美弥子の間に入れ。そう、それでいい。そのまま、ついてこい。森へ入る。心配するな、このあたりの獣は、俺おれたちには手出しはしない」

　五人は手をつないだまま、かごめかごめをするように、輪になって裏庭の木戸を出た。

　一歩進むごとに、月の光がさえぎられてくる。遠くなっていくコテージの扉を、不安そうに和音がちらりとふり返ったが、足を止めはしなかった。かさかさと足もとで枯れ葉が鳴り、少女たちは闇やみの底へと歩いていく。

　行く手に、ぼんやりと青く光る環わが見えてきた。不規則な点状の青い光でできた環は、地面の上に小さな星の火でもともしたようだった。

　ジンジャーはまっすぐその中に踏みこんでいった。あとについて入った美弥子は、小さな驚きの声をあげた。

「まあ、これは……」

「キノコ？　こんな真冬にか」

　アレックスも驚きの色を隠せないでいた。ほかの季節ならともかく、霜の降りる十二月に、わざわざ頭を出すキノコなどあるのだろうか。ぼんやりと蒼あお白じろく光るキノコはすらりと背が高く、なだらかな曲線をえがく茎と、奇妙な斑ふ入いりの傘を持っていた。

「〈妖精の環Le rond de la fee〉」

　シャルロットがフランス語で呟つぶやいた。

「まさか、ほんとうにこの目で見ることがあるなんて――」

「手を放すな」ジンジャーがそっけなく言った。「しっかり掴つかんでいないと、俺にだって責任はとれないぞ」

「なんですの……あっ」美弥子がおびえたようにびくっとした。「風が！　風がわたくしたちを巻きあげて……」

「手を放すなと言ってるだろう！　しっかりつかまってろよ、いいか！」

　少年と少女たちは目をつぶり、つなぎ合った手だけに、必死に意識を集中した。

　竜巻に巻きこまれるような浮遊感があり、そして、猛然とどこかへ運ばれていく。高々と噴きあげられ、そして、墜落していく感じがした。風の翼つばさにのって運ばれているような、あるいは、底なしの闇の穴にどこまでも墜おちていくような――。

「……よし。もういいぞ。みんな、目を開けろ」

　ジンジャーの声がするまでに、百年もの時間が過ぎたような気がした。みんなは痛いほどつぶっていた目をおそるおそる開け、異口同音に、あっと声をあげて周囲を見回した。

「こ、ここはどこですの？　わたくしたち、いったいいつの間に」

「この大きなたくさんの石はなんですか、ジンジャーさん！　まるで、巨人がつかんでお城か、砦とりでを建てようとしたみたいな――」

「これは――ストーンサークルか」

　アレックスが大きく目を開いて二、三歩前に出た。

「古代人が造ったとされている、巨石を組み合わせた遺跡だ――古代人が太陽崇拝のために造ったとも、農作物のための暦を知るために建てたとも言われているが、本当のところは誰だれにもわかっていない。そもそも、未開の人間が、どのような技術を使ってこんな巨大な石を運搬し、組み立て、天文学的にも地軸的にも正確な位置に配置したのか、まったくの謎なぞのままなのだ。おい、魔女」

　アレックスはくるりとふり返り、

「貴様、何のために僕たちをここに？　今は冬のはずだ、冬なのに、ここはまるで初夏の野原のようだし、このストーンサークルには僕も行ったことがあるが、周囲はこんなではなかった――もっと汚くて、ごたごたしていて、野原も――」

　返事はなかった。ジンジャーは和かず音ねと美み弥や子こが手を放すのにまかせ、四人が驚きよう愕がくに目をみはってきょろきょろするのを、唇を曲げた奇妙な表情で腕組みして見守っていた。

　見わたすかぎりの、緑の丘だった。

　冬だというのに、あたりを覆う草は青々として、夜風にさらさらと葉を鳴らしている。満ちた月が煌こう々こうと照らしだしているのは、ひとつひとつが見あげるほどに巨大な石柱を組み合わせて造られた、円形の巨石遺構だった。

　多少の大小はあるが、どれもこれも圧倒されるほどにどっしりとして、太古の沈黙のうちに夜に座している。ひとつの石は背の高い、だが洗練されたロンドンの建物を見慣れた目からすると驚くほど粗野で、強烈な原初の力に満ちていた。地面にひいた影は黒々と長く、いくつかの、特にどっしりとした石の上には、橋のように平たい石が二本の橋はし桁げたをつなぐようにわたされている。

　砦、あるいは城じよう塞さい、という印象は、そこから来ていた。石柱、それとも、ほとんど手を加えられていない自然石に見えるから立石群と呼ぶべきかもしれないが、月光の下では、列石に囲まれた円形の空間はピカデリー・サーカスの広場よりはるかに広く、ざわめきとぴりぴりするような緊張感にあふれて感じられた。

「そう、これは環状列石ストーン・サークルだ」

　じっと手を後ろに組んでたたずんだまま、ジンジャーは言った。

「ただし、今、この時代の、同じ名前で呼ばれているものじゃない。

　この〈環わ〉は古代と現代のはざまに位置する永遠の指標。俺おれたちはただ〈環サークル〉と呼んでる。このイングランドとアイルランド、ひいては、海をこえて大陸から新大陸までも、この地上のすべての大地と海に宿る、力の結節点のひとつだ」

　アレックスが口を開きかけて、閉じた。

「――この〈環わ〉は、その中でもいちばん大きくて、重要な地点になる。美み弥や子こ、和かず音ね、おまえらは東洋人だ。『気チー』という概念を知っているだろう。あるいは、風フエン水シユイというものを」

「え、ええ、知っています」

　驚きながらも美弥子はうなずく。和音は、けげんそうな顔のシャルロットに向かって、

「つまり、わたしたちの肉体に血が通っているように、天地を構成するすべてに、目には見えない力ある流れ――『気』が宿っている、という思想です」と説明した。

「風水、というのは、おもに中国で発達した学問で、そういった自然の『気』を利用して国を富ませたり、堅けん牢ろうな都を作りあげたり、また体内の『気』を操ることによってさまざまな能力を高めたり、病を治したりする、一種の技術です。

　この考え方は東洋、とくに中国と縁の深かった日本や近隣の国では一般的なもので、わたしたち、跡あと部べの一族も、退魔の一族としてこれを身につけることは必須でした。わたしも、美弥子さんも、もちろん跡部の長子である遼りよう兄さまも、みんな、『気』の導引術とその感知の方法については、幼いころからきびしい訓練を受けています」

「そうですね――わかります」

　シャルロットは顎あごを引いて、一歩前に出た。長く影を引く、もっとも巨大な太陽の昇る方角にある巨石にむかって、両手を広げる。

「地霊学ジオマンシー、と呼べば、わたしにも理解できます。ええ、そのような理論のことは教えられました。〈評議会〉でお世話になっていたとき、そのような書物に目を通しましたし、わたし自身、幼いころに、ミヤコさんたちと同じように、遠くの気配を――〈聖杯〉の存在を感じとる能力を――強めるために、同じような訓練を受けたと思います。わたしの場合は自分のことではなく、あくまで〈聖杯〉を探知する能力を高めるための対外的な訓練でしたから、完全に同じものではなかったでしょうけれど」

「で、そういう訓練を受けたおまえたちには、この遺跡がどんなふうに感じられる？」

　鋭くジンジャーが言った。

「目を閉じて、感じてみろ。――ここの土地の人間じゃないおまえたちには少々むずかしいかもしれないが、俺おれが手を貸す。少しばかり疲れるかもしれないが、ここから、地脈を伝ってあらゆる場所に伸びている大地の気脈、力の流れる先を、感じとってみろ」

　糸に引かれるように、シャルロットが一歩前に出た。そこはちょうど、巨大列石がえがく円形の中心点にあたる場所だった。自然な動きで跪ひざまずき、片手を地面の上に置く。

　美弥子と和音も、うながされることなくそこへ行き、手をついて、シャルロットの手に手を重ねた。ぼんやりしていたアレックスが飛びあがり、肩をそびやかすと、飛びつくようにして少女たちの手に手を重ねる。最後にジンジャーが片かた膝ひざをついて、浅黒い手を四人の手のいちばん上に重ねた。

「見てみろ――見るんだ」

　ジンジャーの声は囁ささやきに近かった。ざっと空気が波立ち、芝草がのびあがるようにざわめいた。

「ここから見るのがいちばん早くて安全だ――ここはイングランドの、もうひとつの心臓――母さまの座する逆さロンドン塔の玉座がロンドンの心臓であるように、この国と、この大地に棲すんでいた太古の血族が、大地の力の流れと、その状態をはかり、必要ならば鎮めるために、造りあげた遺構だ――今も、その機能はりっぱに働いている――同じような〈環わ〉はこの大地にたくさんある――みな〈地脈〉の結節点だ――そいつらがいまどんな状態にあるか、見ろ――見てみろ、おまえたち」

　四人は目を閉じ、重ね合った手を通して、大地から伝わってくる鼓動に、じっと感覚を研ぎすませた。

　最初は、なにも見えなかった。遠くで、頭の後ろからなにか囁きかけているようなぼんやりした感覚があるだけだった。だが、しだいにそれは、手から腕を這はい上がるぞくぞくするような痺しびれに変わり、背筋から首筋を伝って、感覚器を通さず、直接精神に送りこまれた映像として、くっきりと像を結びはじめた。

　ぼんやりと赤くまたたく、いくつかの点が見えた。中心にひときわ大きな赤い光点があり、そこが、いま自分たちのいる場所だということが本能的にわかった。

　その一点から、まさに血管のように、赤い光の筋があらゆる方向に走り、流れて、ところどころの小さな結節点をつなぎながら、大地のすべてを網目状におおっている姿が浮かびあがった。

　もうひとつ、大きく輝いている赤い光、おそらくあれがロンドンの結節点、〈女主人〉のいる逆さロンドン塔の玉座だろう。

　そこには特にたくさんの力の流れが集まり、小さな小さな結節点がしきりに揺れ動いて、小さな星雲のように見える。大都市ロンドンに集中するたくさんの人々と、そこに躍動する生命の力が、大地にも影響をおよぼしているのだ。

　だれかが声をあげているようだった。

　全員がそれを自分の声と知覚し、同時に、ほかの三人のものと感じていた。四人の精神と感覚はひとつに解けあい、思考は混じりあって、ほぼひとつのものとして、この驚くべき光景に見入っていた。

「見てみろ――」魔女姫ジンジャーの声が低く、誘うように響く。

　浅黒い手にぐっと力がこもった。アレックスの喉のどがぐっと鳴る。和かず音ねがかすかな悲鳴をあげた。シャルロットが息をのみ、美み弥や子こは目を閉じたまま、痛みを感じたかのように、大きく身を震わせた。

　イングランドの大地を覆う赤い光の網目に、黒い染みが広がっていく。黒死病の不吉な拡散のように、散発的にあちこちで胤たねをまかれた汚染は、じわじわと、しかしとどめようのない確実さで、細かく編まれた大地の力のレース編みを、侵食しはじめていた。

　キャッスルリグの〈砦とりで〉、エイヴベリーの大列石、ダートムアの荒野に広がる、おびただしい小さな環サークル群。各地に散らばる大地の結節点に、インクを落としたように翳かげがひろがり、にじみ、血脈をたどって汚染をじりじりと周囲に広げている。

　翳の血脈は心臓たるここストーンヘンジと、影の心臓たるロンドンの中心へ、流れこもうとしている。汚染はさらに外へも広がろうとしており、放置すれば、いずれは海をへだてた大陸へと伝染するのも時間の問題と思われた。

『なんですの――あれは』

『〈魔術師シモン〉だ。奴やつの力の色』

　答える声がひどく遠く聞こえる。ジンジャーは声をしぼり出すようにして言った。

『奴はこのイギリスの大地の力を自分の影響力のもとに置くようにねじ曲げて、どこか一点に集めようとしている。あの黒い染みに見えてるのは、奴によってゆがめられた、不自然な力の流れだ。

　今は母さまが、全力で流れを修整しているけど、それだけじゃ保もたない。あいつの力は強い、今まで考えもしなかったくらいに強くて、しかも、悪あく辣らつだ。俺おれたち〈夜の宮廷〉が、表立っては動けないことを逆手にとって、わざと現代風に、自然と天地の力を信じない人間を使って、うまいこと操って、毒を地脈に流しこんでる』

『それに――あの方は関係していらっしゃいますの』

　震え声で和かず音ねが尋ねた。

　ジンジャーは沈黙していた。沈黙がそのまま答えだった。

『そんなこと、あってたまるか！』

　誰だれかがはげしく叫んだ。アレックスだった。解けあった知覚の中で、彼の怒りと反発は、はげしく火花を散らして融合した意識の中を暴れまわった。

『そうですわ、こんなこと、お姉さまがなさるはずが』

　美み弥や子こも叫んだ。一同が見ている幻像ヴイジヨンが、反応するかのようにゆらゆらとゆらめいた。

『クリスお姉さまが、こんなことに力をお貸しになるわけありません！　もし、今はそう見えても、きっと何かのお考えがあってに違いありませんわ、ねえ、だって、もしそんな――ジンジャーさん！』

「――とにかく、今はこういう状況だ」

　ぐるりと天地が回った。ジンジャーの声が遠のき、また近づいて、失われていた上下の感覚がもどってきた。アレックス、美弥子、和音、シャルロット。四人の少年少女はしっかりと手をつなぎあって、草原に唖あ然ぜんとひざまずいている自分たちに気がついた。

　幻は消えていた。風がさやさやと吹き、背の高いヒースを鳴らしている。岩についた苔こけには蛍ほたる火びのような燐りん光こうがやどり、風に吹かれて宙に舞っている。

「……あいつはイングランドに宿る大地の力を集めて、何かをするつもりだ」

　ジンジャーは少し離れたところに立ち、風に乱れる鮮やかな赤毛を、疲れたように額ひたいからかき上げていた。

「それに遼りよう太た郎ろうが――あの、バカアスパラが、どう関係してくるのかはまだ俺おれたちにもわからない。シモンはあいつのことを、〈産霊者〉と呼んでいると言っていたな？」

「え――え――ええ」

　和かず音ねはまだ震えていた。しっかりとガウンの前をつかんでちぢめた肩を、シャルロットが元気づけるように抱き寄せる。

「〈産霊者〉――〈むすぶ〉者。わたしたちも、みんなでいろいろ考えてみたのですけど、思いあたる節がないんです。跡あと部べの本家なら、古文書か何かを調べることもできたかもしれないのですけど、ここでは少し」

「跡部本家の力は破魔の力とされていましたし、これまで、力の強い弱いはあっても、それ以外のなにかを持った者がいたとは、わたくしも聞いていませんの」

　美み弥や子こは眉まゆをひそめた。

「もしかしたら――リョウタロウは、破魔の力のかわりに、何か、これまでなかったような特別なものを持っていらしたのかもしれませんね」

　和音の手を取って温めながら、シャルロットが呟つぶやいた。

「みなさんがアトベの力として、魔を砕く能力ばかりに注目していたために、そういう能力ではなく、べつの系統の力を持って生まれたリョウタロウは、力を持っていないと勘違いされたまま大きくなったのかもしれません」

「はん。あんな無能な使い魔に、何の力があるものか」

　アレックスが鼻を鳴らしたが、シャルロットはかまわず、

「かつてわたしに求められたのは〈聖杯〉を感知する力だけでした。でも、騎士団を離れてみて、自分にはそれ以外の可能性もあるのだということに初めて気づきました。

『アトベの能力は破魔の力』という言葉に、みなさんこだわりすぎているのかもしれません。もう一度、〈魔術師シモン〉と、もしできるなら、アトベの力の、その根源のところまでさかのぼってみて、リョウタロウが持っているものの本当の姿をつきとめるべきだと思います。そうすれば、あの〈魔術師〉が何をしようとしているのか、どうしてクリスティーナといっしょにリョウタロウを連れていったのか、わかるのではないでしょうか」

「シャルロットさんの言うとおりかもしれませんわ」

　両手を胸でしっかり組み合わせ、美弥子は唇を噛かみしめていた。

「もうわたくしたちが、今まで当たり前だと考えていたことを、みんな捨てるときが来たような気がします。ジンジャーさん、シャルロットさん、もしおできになりましたら、日本と東洋の思想や伝承にかかわるご本を、集めてきてくださいませんか。それから、アレックスさんも。

　わたくしたちも何冊かは持ってきていますけれど、それらはみんな跡あと部べや赤あか羽ばね、青しよう野のの書庫から持ってきたものですから、破魔の家としての跡部の偏見にかたよっていないともかぎりません。いまのわたくしたちに必要なのは、なんの偏見もなく、すべてのことを最初から考え直してみることなのです」

「わかりました」シャルロットがすぐに頷うなずいた。

「〈評議会〉に連絡して、関係のありそうな資料を届けていただけるようお願いしてみます。彼らには、わたしたちのいる場所はわかっているはずですから。〈夜の宮廷〉の魔女姫、あなたも、お母君にお願いしてみていただけますか？　東洋と西洋の違いはあっても、何か、手がかりになるものがないかどうか」

「言ってみよう」ジンジャーも大きく頷いた。

「実を言うと俺おれもそれを頼んでおこうと思った。どうやらバカアスパラの持っている力は、俺たちの知識のうちにはないものらしい。だが、自然の力とともに生きる民が信じるあらゆる魔法は、根底には共通した部分を持っている。俺もなにか考えてみる。手がかりが見つかったら、まっ先にお前たちに知らせよう。俺たち異国の民が考えるより、あいつと同じ国に生まれて、同じ大地の上で育ったおまえたちのほうが、気づくことが多いかもしれないからな」

「ふん、仕方がない」

　ようやく落ち着きを取りもどしたアレックスが、偉そうに胸を張った。

「僕の蔵書はちょっとしたものだからな。貴様らごときに理解できるかどうかわからんが、せいぜい、参考になりそうなものを見つけてきてやろう。このバシレウス・サロモンが仲間にいたことに感謝するがいい、愚民どもめ。貴様らが考えたこともないような、深遠な知識の泉を、この僕は有しているのだからな」

「ええ、そうしてくださいな。お願いします」

　深遠な知識の泉どうたらはこのさい聞き流しておく。四人の少女とひとりの少年はたがいを見つめ、しっかりと頷きあった。

　風が強くなった。どっと草が渦巻き、苔こけに宿る燐りん光こうが吹き飛ばされて雪のように舞い散る。偉大なる力の巨石は石化した巨人の環わのように佇たたずみ、明るい月光の下で、大地の下に広がりつつある病を迎えうとうとするかのように、天に向かって伸び上がるかに見えた。





「……ええ、そういうわけなのです、ヘザーストーンさん」

　少女たちが手を取りあう古代遺跡から何十マイルか離れた、とある荘園主の古い館やかたで、身なりのいい紳士が頭の禿はげあがった主人を相手に、愛想のいい笑みをうかべていた。

「ですから、あそこにわたくしどもの寄進による記念碑を建てさせていただければ、たいそうありがたいのです。もちろん、費用はすべてわれわれ、グラフトン＆スミス合弁会社が持たせていただきます。あなたも、ご自分の地所にあのような古い石がごろごろしていては、いろいろとお困りでしょうし」

「まったくだ、その通りだ」

　客が持ちこんできたうまい話と、美味なワインと葉巻、そしてなによりも、目の前に手付け金と称して広げられた、トランクいっぱいの手の切れそうな紙幣の山を前にして、荘園主のヘザーストーン氏はひどく上機嫌だった。

「打ち明けていうとだね、ミスタ・グレイヴズ、以前からあの石のことではわしも頭を痛めておったんだ。あの周囲では実によくいい牧草が生えるのに、この辺の無知な農民ときたら、あそこは妖よう精せいの棲すみかだから踏みいってはいかんと言って、近寄ることもせん。家畜の放牧には最適の場所なのに、まるまる一エーカーほどの地所が、あのなんとかいうごろた石の集まりのおかげで無駄になっとる。いっそきれいに撤去して、こんなものみんなおとぎ話にすぎん、と村のやつらに見せつけてやれたらと思っとったところなんだ」

「現代人として、たいそう理性的なすばらしいお考えです」

　銀髪で端整な顔立ちのグレイヴズ氏は、笑みを浮かべて賛成した。

「しかしあれだけの巨石群です。撤去するにはそれなりの手間も、費用もかかります。何をするにも物いりなこの頃ごろですから、わたくしども、グラフトン＆スミスの記念碑兼広告塔を建てさせていただければ、あなたは無料で一エーカー分の牧草地を手に入れ（むろん、もともとあなたのものだったのですが）、その上、グラフトン＆スミスからは毎月土地の賃貸料と広告料として、五十ポンドをお支払いする。どうです、お気に召していただけましたか」

「五十ポンドではなく、六十ポンドにはならんかな」

　抜け目なく荘園主は言った。

「あのごろた石がすっかりなくなれば、あそこへ馬車の通れる道をひくこともできる。スタントンの町へ出るのには、あの野原をまっすぐ突っ切るのがいちばん早いんだが、今まではあの石のせいでだれも通るものがなかったんだ。あそこへ道をひくことができれば、人通りも増える。あんたがたの記念碑だか広告塔だかも、それだけ人目に触れる機会が増えて万々歳というところだろう」

「やれやれ。負けましたよ、ヘザーストーンさん」

　両手を上げて、グレイヴズ氏は降参の仕草をしてみせた。

「わかりました。本社の許可が取れしだい、お代は毎月六十ポンドということにいたしましょう。なに、反対はないと思いますよ。近くに道をお引きになるということであれば、確かに、うちの広告塔の効果もますますあがるというものですからね」

　ヘザーストーン氏は満足げににやりとし、うまそうにワインをあけた。

　グラフトン＆スミスのグレイヴズ氏は顔をわずかに俯うつむけ、微笑していた。もしヘザーストーン氏が目にしていたら、背筋に氷を流しこまれたように感じただろう、奇妙で、悪魔めいた、ゆがんだ笑みだった。沈んだ色の目に、炎の反射か、それともワインの色か、真紅の光がちらりと瞬いた。

　グレイヴズ氏がすっかり酔っぱらったヘザーストーン氏と握手をして辞去するころ、屋敷から数マイルの荒野のただ中に、金髪をなびかせて立つものがいた。

　黒いインヴァネスに細身のズボン、手には真紅の宝石が頭についたステッキ。洒落しやれたシルクハットを片手で軽く押さえ、じっと上を見あげている。緑の瞳ひとみは月光を反射して猫のように輝いている。そばには小柄なメイド姿の少女が寄りそい、まっすぐな長い銀髪を、こちらは抑えもせずに風になぶらせるまま、女主人に付きしたがっている。

　太古からの石柱群は静かに佇たたずみ、緑の瞳の注視を黙して受けとめている。

　どこかで鋭い声で夜鳥が啼ないた。

　夜空にくっきりと浮きたつ太古の力の支柱群に、クリスティーナは背を向け、レギーネを連れて、起伏する丘の小こ径みちをゆっくりと下っていった。



    

  
    
      
第二幕　天の光の影



　　　　情ない、まだおれはこの牢ろう獄ごくの中にちぢみこんでいるのか。

　　　　呪いまわしい、陰気な壁の穴め、

　　　　ここへは懐かしい天てん日じつの光さえ、

　　　　絵をかいた窓まど硝子ガラスごしに、ぼんやりと射しこむだけだ。

　　　　

――ファウスト



　　　１



　目を閉じても闇やみ、開いても闇だった。遼りよう太た郎ろうは自分が目覚めているのか、それともまだ魔術の夢の中を浮き沈みしているのか、自覚することができなかった。あいかわらず手足の自由はきかず、頭を上げることも、指一本ぴくりともさせることもできない。だが、思考と感覚だけは持ち主の意志をはなれて目まぐるしく走りつづけ、見たこともない幻やちらちら光る影の輪舞を、とらえがたい濁流のように脳裏に渦巻かせた。

（赤い蜘く蛛もの巣……中心に大きな黒い蜘蛛……蜘蛛が膨らんでいく……太っていく、どんどん……まわりの小さな蜘蛛を呑のみこんで、天地を覆いつくさんばかりに、どんどん、どんどん、どんどん――）

　蜘蛛はいやらしく膨れあがった腹部から有刺鉄線のような棘とげだらけの糸を吐き出す。濁にごった古血の色をした糸を吐きかけられて遼太郎は逃げようとするが、やはり、足はぴくりともしない。腐臭のするべとついた布がさっと頬ほおを撫なでたかと思うと一瞬にして幻は消え、森林に佇たたずむ少女たちの姿がちらりと目に映る。

（美み弥や子こさん……和かず音ね……シャルロット……ジンジャー）

　では、彼女たちはみんな無事なのだ。おそらくはシシィも。自分は自由のきかない身でありながら、その一瞬の幻視にいいしれない安あん堵ど感かんを覚えた。自分はともかく、なんの関係もない彼女たちが、今のところ危険のない場所にいるということはいいことにちがいなかった。

　瞼まぶたがひくつく。遼太郎は自分が目を開いていることに、ようやく気づいた。

　眠っていたのか？　そうかもしれない。ここでは昼もなければ夜もない。光も闇も、夢も現実うつつも、どれも同じことなのだ、この魔術師の領域では。〈魔術師シモン〉――。

「――遼太郎様」

　心臓が喉のどから飛び出すかと思った。

　見えない拘束台から飛びあがりかけた遼りよう太た郎ろうを、小さな白い手がそっと抑えた。

　真紅の瞳ひとみが、しずかにこちらを見おろしていた。膝ひざをついた姿勢で、仰ぎよう臥がした遼太郎の頭の横に肘ひじをついている。冷たい手のひらが、そっと額ひたいに置かれた。

「お静かに。わたしです」

「レギーネ……」

　長い睫まつ毛げがうなずくように瞬いた。遼太郎はしばらく声も出ずに、真紅の目をした銀髪の少女――少女の姿をした機械人形を見つめていた。

「レギーネ――君、どうしてここに？　クリスティーナは知っているのかい？」

「いいえ」

　レギーネはかぶりを振った。

「お嬢さまは〈魔術師シモン〉とお話し中です。わたしがそばにいる必要は、いまはありません」

「そう――なのか。でも、レギーネ――いや――」

　昨夜、いや、それとも一昨日、それとも百年も昔になるのか？　自分を見つめる赤い瞳の中に宿るなにものかを、どう呼ぶべきか遼太郎は迷った。

　クリスティーナ、〈聖杯〉、〈恥ち辱じよくの聖女〉。救い主キリストの血を引く唯一無二の娘は、いま肉体と魂とを分けられて、肉体にはべつの魂が、そして、娘本人の魂は――ここにある。ここにいる。

「君のことは、いったいどう呼べばいいんだろう。あの夜、僕が見たことは……本当なんだよね？」

「はい」

　銀髪の少女人形は目を伏せた。

「あの男がお嬢さまにみせた過去のまぼろしを、そのまま、あなたもごらんになったのです。わたしの身体からだは〈さまよえるユダヤ人〉、大魔導師アハスヴェールの手になる人形。

　けれどもこの胸の中心には、かつてクリスティーナと呼ばれた娘の魂が収められています。そして、かつて娘の身体だった器には」

「テオフィル――テオフラトス――フィリップ。〈パラケルスス〉」

〈魔術師シモン〉に教育されながら、〈聖杯〉の娘と恋に落ちた若き魔術師。彼は死の淵ふちからアハスヴェールによって救い出され、魂を移されて空になった恋人の身体に移されることで生きながらえた。

　それによって〈聖なる血〉の器、〈聖杯〉たることの運命すべてを引き受け、本来の彼の肉体は、師であり、今は敵となった〈魔術師シモン〉――太古から生き続ける、強力にして悪あく辣らつな魔術師の肉体となっている。

「わたしのことは、どうぞこれまで通り、レギーネと」

　迷っている遼りよう太た郎ろうに、淡々とレギーネは言った。

「わたしはアハスヴェール師によって新たな肉体を与えられる前に、一度死んだのです。クリスティーナお嬢さまは、わたしが捨てようとした重荷をすべて引き受け、消え失うせようとしていたわたしに、もう一度存在する目的を与えてくださいました。わたしとお嬢さまは一いつ対ついの存在、お嬢さまがお嬢さまであられるかぎり、わたしもまた、ただのひとりのレギーネなのです。あの方をお護まもりするべく存在する、あの方の侍女なのです」

「〈パラケルススの娘〉」

　あやふやに遼太郎は呟つぶやいた。

「あれはただのはったりなんかじゃなかったんだ。ある意味で、彼女は――彼って言うべきかもしれないけど――ずっと真実を名乗ってたんだ。パラケルスス。

　あの人は、君を守るために自分の命も、名前も、存在も、全部捨てた。師匠を裏切り、野心も、望みもみんな放ほうりだした。なのに、今さらどうしてこんなことを？」

　レギーネはしばらく返事をしなかった。長い銀髪が表情を隠す。やがて顔を上げたとき、透明な赤い瞳ひとみには、苦悩にも似た色がやどっていた。

「――いまは、わたしの口から申しあげるわけにはまいりません」

　なめらかな口調ではあったが、どこかに苦い響きがこもっていた。

「遼太郎様、あなたはかの魔術師が企くわだてている計画の要石。わたし、レギーネの裡うちに眠る〈Chiristiena〉の魂も、〈聖杯〉としてのお嬢さまの肉体にたたえられた〈聖なる血〉も、どちらも重要ではありますが、あなた、遼太郎様がおられなければ、かの魔術師の計画は、以前と同じく、水泡に帰すのです」

「それはわかったけれど、でも、どうして、ええと――もうクリスティーナでいいや、じゃあクリスティーナは、どうして今になってあんな男に荷担することにしたんだ？　あんなに嫌ってたし、憎んでたじゃないか。

　僕は二回、あいつとクリスティーナが対面するのを見たけれど、どっちの時も、とうてい話をするような雰囲気じゃなかった。クリスティーナはすぐさまあいつを殺してやりたそうだったし、できるなら本当にやりそうだった。そうだ」

　恐ろしいことを思い出して、遼太郎はごくりと喉のどを鳴らした。

「確か――確か、あの魔術師は、自分を殺せば、クリスティーナも死ぬって……」

「今の〈魔術師シモン〉の肉体は、お嬢さまの本来の肉体です」

　レギーネはそっと首を振った。

「魂を移動させられようと、もともとひとつだった精神と肉体には、強い絆きずなが残ります。

　むろん、適切な処置によってその紐ちゆう帯たいを切り離すことはできます、わたしのように。わたしの魂はアハスヴェール師の手によって完全に肉体から切り離され、もとの体とのすべてのつながりから解放されていますが、ただ魂を抽出されただけで、すぐに肉体をさらわれてしまったお嬢さま――フィリップは、その処置をする余裕が与えられませんでした。

　おそらく、かの魔術師は、自分を殺せばお嬢さま自身も死ぬことを脅しにできると考えて、紐ちゆう帯たいを切り離すどころか、より強烈にする術をほどこしているでしょう。

　あの男はほとんど呼吸をするように嘘うそをつきますが、今回のことに関しては、嘘を言いません。魔術とはとても繊細なもので、ちょっとした言葉の揺らぎでも、思わぬ結果を生むことがあるのです。いまあの男が進めている計画は、以前よりもさらに慎重を期すべき繊細きわまりない術式なのです。このことについて何か真実でないことをひとことでも口にすれば、それが術の網のどこかと共振を起こし、思わぬ結果を生む可能性があります」

「じゃあ、シモンを殺したら、クリスティーナも――」

　真紅の大きな瞳ひとみで、レギーネは遼りよう太た郎ろうをじっと見つめた。それが答えだった。遼太郎は絶望と苦悩をこめて、暗黒の天てん蓋がいを見あげて大きく息をついた。

「いったい、どうしたらいいんだい、レギーネ？　君は僕の味方なのか、それとも、シモンの味方なのか――いや、そうだった、君はクリスティーナの味方なんだよね。いつでも、どうあっても、彼女を守ることが君の意志であって、存在する意味なんだ。じゃあどうして今、僕のところへ来て、こんなことを話しているんだい」

　レギーネは、こんどもなにも言わなかった。ただ、スカートの襞ひだのあいだから、小さなキャンディ入れをそっと取りだした。銀製の、透かし細工の入った美しい小こ函ばこは、いつもクリスティーナが、魔のものや魔術の産物を始末したときに残る結晶をしまっておくように与えておいた品だった。

　遼太郎も何度か、彼女がここからきらきら光る赤い結晶を取りだし、口に運ぶのを見たことがある。それが一種、〈聖杯〉にたたえられたのと同じ生命力そのものの結晶であり、レギーネの肉でできたものではない身体からだをささえている品であることはすでにあの長い夢の中で知らされていた。

「これを」

　短く言って、レギーネはそこからひときわ大きく輝く真紅の結晶を取りだした。長さは小指の半分ほどもあり、指先で炎が燃えているようだった。

「これを差しあげます、遼太郎様。これ以上、わたしにできることはありません。

　お嬢さまはいま、迷っておられます。そのお心が決まるまで、あと少しの間があります。揺れ傾くお嬢さまのお心を正しい方向に向けられるのは、遼太郎様、あなただけだとわたしは信じております。あの方が、ただ一人お友だちと呼ばれた、あの東洋の姫ひめ巫み女このお孫さまの、あなたが」

　赤い結晶が指の間にすべり込んできた。結晶は最初刺すように冷たく、それから、灼やけるように熱く感じられた。ほんとうに燃える火の一片を手にしているようだった。遼太郎は一瞬手を引っこめかけたが、思いなおして、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

「クリスティーナが迷っている？　あの人が？　けど、僕は――」

「あなたのお祖ば母あさまは、お嬢さまがいつか必要となされるときに、きっと助けを送ります、と約束なさいました。そして、来られたのがあなたでした」

　機械の少女のやわらかいくちびるが、かすかにほころんだように思われた。

「そうです、お嬢さまは迷っておられます。〈魔術師シモン〉に心をからめ取られても、まだ完全にはご自分の意志と誇りをなくしてはおられません。

　これまでのお嬢さまなら、一片の迷いもなしにあなたを利用し、美み弥や子こさんや和かず音ねさん、シシィさんも、屋敷とともに焼き捨てて気にもしなかったでしょう。けれども、お嬢さまはちゃんと手を打って、あの方たちが無事に守られるように手配なさいました。これまでには決してなかったことです。

　あの方は変わられました、遼りよう太た郎ろう様、お嬢さま自身がお望みになろうとなるまいと。そして、その変化をもたらしたのが、あなたなのです」

「美弥子さんたちは、じゃあ無事なんだね」

　息をはずませて遼太郎は訊きき返した。この暗くら闇やみに閉じこめられてから、そればかりが気になっていたのだった。レギーネは頷うなずいて、

「四人のお嬢さま方は、あやういところを玄くろ塚つかさま――玄塚霧む月つきさまに助け出されて、いまはアレグザンダーさまと、お母上の伯爵夫人といっしょに、ロンドンから離れた森の中のコテージに隠れていらっしゃいます。〈夜の宮廷〉の魔女姫と、〈評議会〉の両方が監視についているようですから、ひとまず、あの方々は安全でしょう」



    

  
    
      



    

  
    
      「玄くろ塚つか霧む月つき。そうか、彼が――」

　思えば〈ラーオ博士のサーカス〉事件でも、自分たちを救ってくれたのは彼だった。クリスマス前、クリスティーナはよく夜の間出かけて夜明けに帰ってきていたが、それはもしかして、玄塚霧月に美み弥や子こたちのことを頼んでいたということなのだろうか。それに伯爵夫人の庇ひ護ごとジンジャーたちの守り、〈評議会〉の力まで加えるなら、とにかく、美弥子たちはなんの守りもなく、ロンドンの路肩に放ほうり出されたわけではないのだ。

　それだけでも、安心できる話だった。ほっと息をついた遼りよう太た郎ろうに、「そうして」とレギーネは言葉をついだ。

「あとは、あなた次第です、遼太郎様。あなたに関しては、先ほども申しあげたように、わたしにも、これ以上のご協力はできません。わたしはクリスティーナお嬢さまのしもべ。今こうしてここにいて、あなたに語っているのも、いまだにあの方のお心が揺れているあかしです。あなたを術式の材料として使用するとすでに心が決まっているなら、わたしも、けっしてここに来ることはなかったでしょう。

　あまり時間はありません、遼太郎様。星辰の刻ときは迫っています。〈魔術師シモン〉は狡こう猾かつで、かつ強力な相手です。たとえお嬢さまであっても、いつかは完全にからめ取られてしまいます。その前に、あの方のほんとうのご意志を、見いださせてあげてください。あなたはそれができるお方。変わらないことだけを望んでいらしたあの方に、変化の風を運んでこられた。お祖ば母あさまのお多た華かさまが、望まれたとおりに」

「僕は、僕はただ……僕のできることを、したいようにしていただけだよ。そうだ」

　手の中の、結晶が熱い。遼太郎はぎゅっと指に力をこめた。

「つまり、ここでも――僕のできることを、したいように、いっしょうけんめいにやればいい。そういうことなのかい？　レギーネ」

　レギーネはだまって一歩下がり、スカートを広げてお辞儀をした。長い銀髪がさらりと肩をすべり、少女の白い顔を隠す。動作と身体からだの線すべてが、言葉を超えた無限の肯定と、そう呼べるのならば、懇願をあらわしていた。

「そうです、遼太郎様」

　少女の声は、低かった。

「あなたは、ただ、あなたのままでいらっしゃればよいのです。あなたという存在が、お嬢さまを変えました。いま、あの方を迷わせて、いえ、引き止めているのは、あなたが変えられたその部分です。

　いつものように、面と向かって、叱しかりとばしてあげてください。生意気でどうしようもない、無礼で無能な従僕くんといわれても、鼻で笑ってあげてください。あの方には、いま、それがもっとも必要なのです。あの家で暮らした一年あまりのことを思い出すのが。あそこで、あなたや美み弥や子こさん、和かず音ねさん、シシィちゃんたちと暮らした日々のご自分を、取りもどすことが」

「わかったよ。なんだ、そうか。そうだったのか」

　かたく凍りついていた心が溶けていくようだった。遼りよう太た郎ろうは身じろぎし、早くも、自分を縛っていた目に見えないいましめが緩みかけているのに気づいた。

「結晶の力です」

　尋ねる前に、レギーネが教えた。

「その結晶は、〈聖なる血〉そのものよりはかなり力が落ちますが、強い生命力のかたまりに変わりはありません。この空間は、〈魔術師シモン〉の力によってできた空間。その結晶があれば、あの魔術師の負マイナスの力に対抗することができます。

　ただし、それも少しの間であることを忘れないでください。魔術師の力は、ほんとうに強力なのです。いずれこの空間に充満した力に食われて、その結晶も消滅するでしょう。そうなればあなたは、また動きがとれなくなってしまいます。その結晶が行動の自由を与えてくれる間に、なんとかして、いつものあなたとして、お嬢さまのもとへ行きついてください。そして、言ってあげてください――『家へ帰ろう』と」

「『家へ、帰ろう』」

　反射的に、遼太郎はつぶやいた。それと同時に、頭の中にかかっていた霧がすべて晴れていくのを感じた。そうだ、家へ帰ろう、僕たちの家へ。

　なにがあっても、クリスティーナも、レギーネも、美弥子さんも和音もシシィもシャルロットも、僕がここへ来てやっと見つけた、本当の大切な家族フアミリーだ。

　その家族のひとりが大変な事態に自ら足を踏みこもうとしているとあっては、どうあっても止めないわけにはいかない。ましてやそれが、どうしようもなく手がかかってわがままで人のことなど微み塵じんも考えたことがないくせに、この銀髪の少女の中に眠る魂にだけは永遠を誓っている、しょうもない主人のこととなれば。

　出来のよい従僕としては、なんとかいまのこんがらがった事態を正しくして、そうして、みんなで家に帰るのだ。それ以外、なにをやることがあるだろう。

「では、わたしは失礼いたします」

　レギーネは再びスカートを広げて一礼し、すっと滑るように闇やみの中に後退した。

「念を押して申しあげますが、その結晶が尽きないうちに、一刻も早くお嬢さまと、かの魔術師の居場所にたどり着いてくださいませ。遼太郎様なら、きっとおできになります。あなたは、あのお多た華かさまのお孫さまです。いえ、それでなくとも、あなたならば、きっと、やりとげてくださると、わたしは信じています」

「レギーネ」

　約束するよ、僕は――。そう言いかけたところで、遼りよう太た郎ろうはすっかり身体からだが自由になり、見えない寝台の上に半身を起こしている自分に気がついた。

　レギーネの姿はとうに消えている。ちょっと唖あ然ぜんとしたのち、ぶるっと頭を振って、両手で強く頭を叩たたいた。ぐずぐずしている暇はない。時間がないのだ。

　手ににぎった結晶を確かめてみる。長さはまだ小指ほどあるが、先ほどよりも少しやせて、太い部分がいくらか欠けているような気がする。あわてて身体をさぐり、ポケットの内張の布を少し裂き取って、結晶をくるんで胸ポケットにおさめた。ほんとうに、時間はあまりないらしい。

　どこからどう手をつけていいかわからないが、とにかく、日本男子の名にかけて、なんとしてもクリスティーナと〈魔術師〉を見つけだし、自分やクリスティーナを引っぱり込んだ、このいまいましい事態について吐き出させてやるのだ。

　遼太郎は拘束台からすべり降り、少しずつはっきりしてきた視界に目をこらして、この監禁室から這はい出る道をさがしはじめた。



　　　２



　街のあちこちに、奇妙なモニュメントが建ちはじめているのをロンドン市民は目にすることになった。あと数日で新年を迎えるというこのあわただしい時に、特別料金でやとわれた職人たちは妙な青黒い顔をして黙々と働き、磨きあげた黒御影石でできた小型の方尖柱オベリスクを、鎖や綱を駆使して地面に突きたてていた。

「ありゃあ、なんだね。なんかの記念品かい」

　職人たちが作業をしている街角が見えるパブの席で、常連の男が首をのばした。

「ちょっとエジプトだかの石碑に似ているね、文字みたいなのが彫ってあるところなんかさ。そら、大英博物館にあるだろう。なんとかいう女王のとかさ。こっちのほうがとんがっているし、小さくて、どうも見たことのない趣味だが」

「へっ、大英博物館ときたね」

　横から少しばかりきこしめしているらしい赤い鼻の男が嘴くちばしをはさんで、

「おまい、ちっとばかり学があるってんで、知ったかぶりしてるんじゃねえだろうな。えーじぷと、はくぶつかん、なんて、おまいの柄じゃねえくせによ――それにしても、なあ、変な細工じゃねえか。こう、見ていると、なんだか引っぱり込まれるみたいでくらくらっと目まいがしてくらあ」

「なにか新しい会社の広告塔らしい」

　隣の席で、生き真面目まじめそうにパンとエールの朝食を取っていた背広の男が言った。

「なんでも、新年からちょうど大規模に営業を始めるってんで、それに間に合うように、超特急であっちこっちに建てているそうだが」

「へーえ――そらまたご苦労なこった。あんだけ凝こった細工の広告塔なら、かかりもでかいだろうにねえ。で、そいつはいったい、なんて名前の会社なんだね」

「さあ。おりゃ知らねえが」

「俺おれも」

　訳知りの紳士もそこまでは、という顔で首を振り、残ったエールを飲み干した。

　額ひたいを寄せあって噂うわさする人々の声も耳に入らぬように、職人たちは仕事を続け、やがて、黒々とした針のような尖せん塔とうを空に突きたてるようにまっすぐ建てた。

　それはすみずみまで真っ黒な上質の御影石でできており、頂点はするどく尖とがって針のように灰色の冬のロンドンの空の土手っ腹を突いている。パブの男がいみじくも語ったように、漆黒の表面の磨きあげられた曲面は隅から隅まで、文字とも文様ともつかない奇妙な渦巻き模様と、文字めいたいくつかの印章がそこここに標しるされている。

　職人たちが立ち去ってしまうのを待っていたかのように、一人の小柄な少年がさっと尖塔に近づいた。赤毛を帽子に押しこみ、つばを低く下げた少年は、できたばかりの広告塔が珍しいだけだとでもいうように、低く口笛を吹きながら表面に手をあてようとした。

　バチッ、と火花が散った。少年は撃たれたように飛びすさり、火傷やけどをした指をおさえて小さく呪のろいの言葉を吐いた。傾いたつばの下から、ほとんど金色にかわった魔女の瞳ひとみがぎらついた。

「やっぱり駄目か。俺の力じゃ、抜くどころか、さわることもできない」

　悔しげに、ジンジャーは吐き捨てた。

〈夜の宮廷〉の魔女姫、〈女主人〉の娘として、認めるのはしゃくにさわることだったが、相手の老ろう獪かいさと年月によって練りあげられた魔術の力は、彼女の受け継ぐ太古の力をはるかに超えていた。

　むしろ、彼女が大地の力を継ぐ魔女だったからこそ、この柱には手出しができないのだった。広告塔を模したこれらの柱は、現在、ロンドンの各所につぎつぎと建てられている。どれも、大地の地脈の流れの急所、東洋風にいうならば、大地の〈つぼ〉の部分に突きたてられているのだ。

　それによって大地の力は流れを歪ゆがめられ、自然に反した方向へと枉まげられている。不自然に撓たわめられた力は、自然に寄りそうことによってその力を操るジンジャーたち古代の魔女にとって、逆に、もっとも扱いづらいものとなっているのだった。

　こぼれた香水のあとに脚をつっこんだ猫のように、ジンジャーは鼻筋にしわを寄せ、慎重に黒い石柱からあとずさった。

「早いところなんとかしないと」

　口早に夜のロンドンの魔女姫は呟つぶやいた。

「だが、どうやって？　――どうやって？　畜生、あのバカ野郎、どこにいっちまったんだ。あいつが、あいつさえ、ここにいてくれれば――」

　そして柄にもなく気弱なセリフを吐いてしまったことにいきなり気がつき、ぱっと頬ほおに朱を散らして、帽子を深く引き下げ、人ひと混ごみのなかに駆けこんでいった。目立たない、薄汚れた小柄な少年の後ろ姿は、すぐにあわただしい雑踏にまぎれて見えなくなった。





　焼け落ちた女魔術師の屋敷あとに、両手をコートのポケットに深く突っこんだ、大柄な男がじっと立ちつくしていた。背中を曲げ、いつもは傲ごう然ぜんと前に突き出されている分厚い胸も心なしかしぼんで、力なく見えた。

　一時はロンドンの耳目を集めた女魔術師の館やかたの火事と謎なぞの失しつ踪そうも、動きの速いこの大都市では、もはや食べ頃ごろをすぎた果実にすぎなかった。少し前まで集まっていた見物人や、フリート街のハゲタカたちもすっかり姿を消し、たださむざむとした黒こげの残ざん骸がいが山になっている。コートの襟に埋もれた顎あごをあげて、ウィリアム・リース警部は、突き刺すような視線で、煤すすまみれの梁はりと、崩れ落ちた煉れん瓦がを睨にらみつけた。

　だが鷲わしのような視線はうつろで、ブラシのような口ひげもどこか張りをなくしていたが、それはおもに今朝、長官からいささか早い新年休暇を言い渡されたためであった。

『君は実に優秀な刑事だ、ビル・リース』

　冷静を装いつつ長官は言った。

『私もそれはよくわかっている。毎日ほとんど休みも取らずに、わがロンドンの治安維持に駆けまわっていることもな。だが、人間、いかに勤勉たろうと少しは休みをとらないと、心身にかかわる問題を起こさんともかぎらん。一昨日の夜、君がウェストミンスターの橋のたもとで酔っぱらっていたという報告が、近くを巡回していた巡査から上がってきているのだが、それは本当かね？』

　リース警部は説明しようとしたが、言葉が出なかった。いったい、あの一件を知らぬものに、なんと説明したらいいのだ？

『かまわんから、今日の午後は早引けして、年が明けるまで家でゆっくりしていたまえ』

　長官は警部の顔を見ないようにして、報告書の束を放ほうり投げた。

『まあ、いわゆる特別休暇というやつだ。君はこれまで新年はもちろん、クリスマス休暇にもヤードに詰めていたことがほとんどだったようだが、ヤードにも規定の有給休暇というものがある。この機会に、少しは溜たまりに溜まった休暇を活用して、少し暖かい行楽地へでもゆっくり旅行してみてはどうだね』

　むろん、リース警部は抵抗した。しばし唖あ然ぜんと口を開いたまま立ちつくしたあと、とつぜんわれに返り、もう少しでスコットランド・ヤードごと長官室を倒壊させんばかりに猛然とわめき散らしたのだが、最後の最後に、『命令だ！』と声をふりしぼって怒鳴った長官の一言に口をふさがれた。

『いいかげんにしたまえ、これは命令だ。いいか、いま君は頭に血が昇りすぎている。二週間ばかり休みを取って、うまい酒と栄養のある食事をとり、ちゃんとしたベッドで寝て、くだらん妄想を頭から追い出してしまうんだ。君の担当事件はひとまず、ハリー・ビッグズが引き継ぐ。彼の腕前なら、君も信頼できるだろう』

　ハリーはリース警部の同僚であり、ヤードには同期で入って同じように巡査からたたき上げた仲間である。自分同様、刑で事かとしては一級の男であることを知っているリース警部は、そこまで言われてあえて反論することもできなかった。

　上司の命令は絶対である、というのは、ヤードに入ったものが最初に叩たたきこまれる大原則である。茫ぼう然ぜんと長官室から出てきたリース警部を、ハリー・ビッグズが気の毒そうな顔で迎えた。大柄な親友の肩をぽんと叩き、『心配するな』と囁ささやいた。

『お前さんの仕事はみんな俺おれが面倒見といてやるよ。年が明けたらきっちり返してやるから、言いたいこともあるだろうが、とにかく今は、うちへ帰って休め、な』

　返事もしないでリース警部は友人の側そばを通りすぎ、黙ってコート掛けから上着と帽子を取ってヤードを退出し、そのまま、この焼け跡にやってきて、石と化したように立ちつくしているのである。

　とつぜん、故郷が消滅してしまった異邦人のような気分だった。

　実際、彼にとってほんとうの家とはスコットランド・ヤードの乱雑な机と煙草たばこの臭においのこもった刑事部屋であり、自分の家と呼んでいる場所は、ちょっとした着替えを置き、事件と事件のあいまに、少しばかりの休憩を取るだけの、いわば寄港地のような存在にすぎなかった。そのような場所であるヤードから、いきなり、出ていけと言われたも同然のあつかいを受けたのだ。実際に馘く首びにされたわけではないにせよ、これまで、家であり家族だと信じてきたものたち――気のいいハリーや、報告を上げた巡査、長官にすら、悪意がないのはちゃんとわかっているのだが――に、裏切られたという思いはどうしても振り払うことができなかった。

　長年の刑事のカン、この屋敷を囲むように起こっている残虐な事件の数々、そして、あの奇妙な体験（我にもなく警部は身震いした）のすべてが、この焼け跡に住んでいたもの、そして、このロンドンに、なにか恐ろしいことを運んでこようとしている。それは、ほとんど確信に近かった。

　しかし、今はどうすることもできない。長官じきじきに休暇を言い渡され、いまは手足を縛られたも同然の身だ。

　警部は陰気な目で焼け跡を見やった。いつか必ず捕まえてやると誓った女悪党の巣の惨さん憺たんたるありさまは、まさに今のかれの心象風景だった。何もかもが崩れ、焼け焦げ、灰と塵ちりのなかに砕け散ったあれやこれやが見苦しくうずもれているばかり。

　だが――いや、あれはなんだ？

　短い冬の日は尽きかけていた。弱々しい陽光が、灰色の薄雲を通してあてにならない光を廃はい墟きよに投げかけている。その奥に、にぶい銀色の光が一瞬反射した。つるりとした人の頭部を思わせる丸いものが瓦が礫れきのかげをさっと動き、姿を隠した。

「おい！」

　警部はとつぜん生き返ったように大声を出し、ぐちゃぐちゃの焼け跡に踏みいった。

「おい、そこのやつ！　止まれ！　戻ってこい！」

　すり減った靴がまたたく間に煤すすと灰にまみれ、空いた穴からじくじくと水がしみいってくる。通行人がこいつ、頭がおかしいのかという目を向けてくるが、そんなことは警部の視界に入っていなかった。目の中にあるのは崩れた壁のむこうでちらっとまたたいた銀色の人影、かすかに聞こえた、歯車とばねがこすれるような金属音。

　がむしゃらに煉れん瓦が壁をくぐり、灰まみれの垂たる木きを乗りこえる。炭になったドアが手の下で音を立てて折れた。手のひらに痛みが走ったが、ほとんど目もやらずに、警部は焼け跡の真ん中を突っ切って突進した。敷地の向こうはしで何か動いている――小柄な、猿のように前まえ屈かがみになった、だが猿よりはるかに優美な曲線を持つ何か。

　ぐっと脚を曲げて、跳んだ。ひと跳びで隣家の屋根に飛びあがり、スレート葺ぶきの屋根の段差を、風のように滑っていく。

「待て！」

　ウィリアム・リースは、すっかり元の彼自身にもどっていた。意気消沈しているとはいえ、骨の髄からりっぱな猟犬。怪しいものを追いかけることにかけて、右に出るものなどいはしない。ロンドンのあらゆる裏道を知ち悉しつしていることも同様。ほとんど飛ぶようないきおいで屋根を渡っていく銀色の人影を追いかけ、角を折れ、小路をくぐり、驚いた客に怒鳴りつけられながらいくつかのパブや店を通りぬけた。壁に開いたとうてい入らないような穴をむりやりくぐり抜け、少なくとも六つの他人の庭のこしらえに被害を与えた。

　しかし、そこまでしても、追うべき相手の敏びん捷しようさは人間のものではなかった。幾度か見失い、そのつどなんとか発見できたのは、名高い鉄てつ拳けんビル・リースの刑事としての訓練と経験のたまものだったが、それはあくまで人間の範はん疇ちゆうに収まる相手に対してのものであり、現在追っている相手は、とうていそのような範囲に収まっていない。

　ロンドンの裏町を縫うように走りまわるうちに、いつの間にか、堤防街エンバンクメントのそばを通りすぎ、アッパー・テムズをすぎて大火記念塔のそばまで来ていた。高い埠ふ頭とうが左側に不吉にそびえ立ち、反対側には、港こう湾わん労働者や船員相手の安宿やけばけばしい淫いん売ばい屋やが、いかがわしい看板とせまい軒を並べている。彫り物をした腕をむき出しにした荒くれが、肩で息をしている大男に挑戦的な目を向けては、ぎらつく目でにらみ返されてぎょっとしたようにあとずさる。

「くそっ！」

　荒い息をつきながら、リース警部は膝ひざに手をついて身を支え、呪のろいの言葉を放った。

　間違いない。あの銀色の人型は、あの夜、あのウェストミンスター橋のたもとで現れた、奇妙な東洋人の男が連れていたものだ。

　あの「もの」は、自分に襲いかかってきたあの女魔術師――の姿をしたにせもの――を、まばたきのうちに寸断してのけた。黒衣に身をかためた若い男は、死体のように白く、無表情な顔で、このウィリアム・リース、ヤードにその名有りとうたわれた鬼警部に向かって、『家に帰れ』などと抜かした。まるで困ったところに踏みこんだ子供をさとすようにだ。

　ふざけるな。そんなことで、このウィリアム・リースが引っこまされてたまるものか。

　なんとしても見つけてやる。あの銀の人形は、かならずどこかこのあたりにいるはずだ。このごたついた裏町の、小汚い屋根のどこかに姿を消すのを確かに見た。

　だが、そこからどう道をたどってどの家に入ったかまでは、さすがに見当がつかなかった。なにしろここではあまりにも路地が入りくみすぎ、小屋とも呼べない間に合わせのテントや、漁師の納屋、船着き場の倉庫、繋けい留りゆうされた大小さまざまな船など、家や路地以外にも、隠れるべき場所が多すぎるのだ。

　どうせああいうたぐいのものは、まっとうな場所には隠れていまいとの確信はあった。

　だが、その「まっとうな場所」がまったくないと言うべき、このロンドンでも最底辺に近い下町に踏みこんでみて、リース警部は、捜索すべき場所がいかに多いかに思いあたり、立ちすくんでしまった。

　なんということだ。吾わが輩はいが、このウィリアム・リースが、こともあろうに、目星をつけた相手を、見失ったとでもいうのか？

　ふたたび無力感と絶望感にとらわれかけたとき、警部の目は、一軒の薄汚れた長屋の煤すすまみれの屋根に、ひらりと何かがひるがえるのをとらえた。

　蝙こう蝠もり？　額ひたいにしたたる、汗とも泥ともつかないものを拭ふき取って、目を凝こらす。キキッ、とかん高い鳥のような声がして、金色に光る目玉がふたつこちらを見おろした。白い、ふさふさした毛にふちどられた、小さな猿の顔。

　そいつはキキャッ、ともう一度警部に向かって鳴き声をあげると、さっと身をひるがえし、蝙蝠の羽と細い尻尾しつぽをなびかせて、長屋の奥へとすべり込んでいった。

　警部はほとんど考えることをしなかった。つねにそうなのだ。刑事のカンというものはいつも自動的に作動する。蝙蝠羽の猿が入っていった古長屋のドアに、警部は飛びついた。引きちぎるようにして開けると、真っ暗な洞ほら穴あなのような階段が、地の底にむかってまっすぐ降りている。踊り場で額を寄せあって、ぼそぼそ話していた二人の男が、ぎくっとした顔でこちらを振り向いた。

「お、おい、なんだてめえは？」

「ヤードの者だ」

　ただ一言そう言い捨てると、階段を踏み抜かんばかりに騒々しく駆け下りた。後ろで二人があわただしく表へ飛びだしていくのがわかったが、知ったことではない。今の獲物は、やつらではないのだ。追いかけるべき相手は、おそらく、この下にいる。

　下から用心棒らしい屈強な男が棍こん棒ぼうを手にしてどたどた上がってきたが、機関車のように突き進んでくるリース警部の勢いに負けたか、それとも、その面構えに見覚えのある賢い悪党だったのか、ぶつかる寸前に気を変えてさっと脇わきへよけた。せまい階段はほとんど人二人がすれ違う余地もなく、警部は男をはね飛ばして階下に降り立った。

　そこは人ひとり立つのがやっとの玄関口で、いがらっぽいような、甘臭いような、奇妙に異国的な臭においがただよっていた。薄茶色い煙が全体にたちこめ、ぼんやりと灯ともった石油ランプはねっとりしたヤニで黒くなっていた。薄い板戸も同じく、ヤニと煤すすで真っ黒になっている。

　こうした場所がいかなるものか、警部はいやというほど知っていた。しかも主人の見当までついた。ドアの取っ手に手を伸ばす前に、内側から戸が開かれた。表情の読み取りがたい、細い眼をした色つやの悪い顔の老人が、枯れ木で彫ったような顔を覗のぞかせた。

「おや、あんたさんかね、ヤードの旦だん那な」

　妙な外国訛なまりに、ロンドンの下町訛りと船員訛りをつきまぜた聞きとりにくいしゃべり方で、老人は言った。

「今日はまた、いったい何のご用ね？　うちの店は真面目まじめにやってるんで、客筋だって悪かないのはあんたさんもご承知ね。そりゃまあ時々たちの悪いのが混じるのは仕方ない、けど、こっちだって金落としてくれる客、いちいち身元確認する意味ない。どっちにしろここじゃ一歩入ってしまえば、みんな冬眠中の熊くま同然。こんな年の瀬に、この正直な年寄りに何の文句つけに来た？」

「正直が聞いてあきれる」

　居丈高に警部は言った。この通称チャン・イーと呼ばれている老人は、ロンドンじゅうに山とある阿あ片へん窟くつや、ちょっとした違法な薬物の取り引きを手広くやっている男で、これまで何度もあれこれの事件の裏で暗躍していたり、犯人をかくまっていたり、逆に自分の手の中に逃げこんできた悪党を、警察ヤードに密告したりしていた。

　もっとも、そのおかげで多少の悪事や不正には片目をつぶってもらう暗黙の約束を取りつけており、ヤードにとっても、気には入らないながら、それなりに役に立つ存在ではあり続けている。リース警部も、内心つばを吐きたい衝動にかられながら、この狡こう猾かつな老人と情報の取り引きをしたことが幾度かある。どれも快い思い出ではなかった。

「チャン・イー、いまこの店に、アジア系の若い男がいるな？　二十歳はたちそこらの若い男で、東洋人にしては背が高く、痩やせていて、死人みたいに蒼あお白じろい。服はほぼ黒ずくめで、妙な金属の人形みたいなものを持ち運んでいるかもしれん。どうだ？」

「さあ、どうだか」

　さめた仕草でチャン・イーは肩をすくめた。清の高官の服装を下手に真ま似ねた派手な刺し繍しゆう入りのガウンが、痩せた肩でもぞもぞする。

「あたし、いろいろやることある。客の人にん体ていまでいちいち確かめてないのはさっきも言ったとおり。けど、ホン・チャイなら何か知ってるかも。ホン・チャイ！　ホン・チャイ！」

　ホン・チャイというのはさっき棍こん棒ぼうを手にして警部を出迎えた屈強な中国人の男だった。呼び出しに応じた部下に、主人は早口の中国語で何か問いかけ、男は、むき出しの肌に彫った竜を生き物のようにうねらせながら、理解しかねるというように頭を掻かいて、二、三語ずつぼそぼそと答えた。そんなやり取りをしばらくくり返すと、チャン・イーはくるりと警部に向きなおって、

「そういう奴やつなら、確かに一週間ほど前からここに居着いてる、と言ってるよ」

「本当か！」

「別に隠す必要もないからね。そいつなら前金をたっぷり払って、一番奥の特別室をひとつ、占領してるそうだ。案内させるかね？」

「当然だ」

　チャン・イーはまた肩をすくめ、山や羊ぎ髭ひげを生やした顎あごをホン・チャイにしゃくった。

　ホン・チャイはのっそりと頭を下げ、警部の先に立って、ぼんやり茶色い煙におおわれた阿あ片へん窟くつの洞どう窟くつめいた暗がりに、警部を連れこんだ。

　いつ来ても、嫌悪を催させる場所だった。真ん中を通る通路の左右はぎっしりと寝台や寝ね椅い子すが並び、そこからあふれた人間は床にすべり落ちて、骨を抜かれた肉塊のようにぐんにゃりと横たわっている。あちらこちらで小さな火がまたたき、長い煙管きせるが、悪夢の中で蜘く蛛もが手足をうごめかすように、ゆっくりと上がり下がりしている。

　甘ったるい臭においが鼻の奥にまつわりつき、たちまち思考が鈍磨してくる。ケシの汁から生成されるこの茶色い物質が、人間の精神と肉体を崩壊させる過程ときたら驚くばかりだ。壁のところどころに薄暗いランプがともされているが、とうてい足下を確かめる役には立たない。通路を歩いていく途中、確かに三、四人は身体からだを踏むか手ひどく蹴け飛とばすかしてしまったはずなのだが、悲鳴ひとつ上がらず、避よけようとする動きさえなかった。警部はできるだけ息をしないようにしながら、前を進んでいくホン・チャイの、油でぬめ光った背中にしっかりと目を貼はりつけていた。

　やがて、洞窟のいちばん奥に達した。通路の突きあたりは横に広がる通路になっていて、灰色のモルタルでこねあげた、間に合わせの個室が並んでいた。五つ、いや、六つはあるようだ。正面にペンキの剥はげかけたドアがはまっている以外、窓ひとつない。

　ホン・チャイはその向かって右端の部屋をぐいと顎あごでさし、向きを変えて、客を踏みつけながらどすどすと持ち場に戻っていった。

　警部は目標を見定めた猟犬のように、すり減った石床を踏んで上がっていき、示されたドアに手をかけた。

　鍵かぎはかかっていなかった。そもそも、最初からついていなかったのだ。蝶ちよう番つがいがいやなきしみ方をして内側に開き、洞どう窟くつめいた空間の、さらに洞窟めいた最深部をさらけ出した。

　猫一匹振りまわす余裕もない、という形容がぴったりあてはまる場所だった。幅が二人分で、深さがやっと人の背丈くらいある棺かん桶おけ、といった具合か。部屋の片側に薄汚れたクッションと長なが椅い子す、場違いに派手なランプが置かれ、クッションのそばには、火のついていない東洋風の水キセルが立ててある。

　天井も壁もすっかりヤニと長年の汚れとで塗り固められ、空気抜きの穴さえ見えない。すりきれて中身の見えているクッションの上に、身じろぎもせず横たわっている人影がぼんやり見えた。戸がまちに肩がつかえそうになりながら身体からだを押しこむ。

「おい！」

　酔いしれて眠っているのか、クッションにもたれた人物はぴくりともしなかった。

　わずかに傾けた横顔に、ランプの黄色い光が当たっている。整ったなめらかな頬ほおと黒い髪は、確かに、あの夜ウェストミンスターに現れた青年のものに間違いなかった。

「おい、起きんか、こら！　貴様に訊ききたいことが――」

　肩に手をかけて揺さぶろうとして、警部はびくっと手を引っこめかけた。

　思いなおして、慎重に肩をつかんでみる。首筋に手をあて、口や鼻に触れて、手首の脈を取ってみた。

　最後に、頬にさわってみる。

　氷のように冷えていた。

「死んでいる！」あえぐように警部は言った。

「だが、まさか、そんな――」

　ちょうどそのころ、外では冬の一日の最後のひとかけらが燃えつきようとしていた。たちまちのうちに、街に暗くら闇やみが降りてくる。影におおわれた下町に、さらなる暗黒が大潮のように流れこんできて、昼間とはべつの生命を吹きこむ。

　よろめいて、あとずさろうとした警部の腕を、がっきと強い手がつかんだ。

　鋼鉄の男、屈強なスコットランド・ヤードの刑事が、思わず悲鳴をあげそうになった。

　死んでいたはずの青年が、目を開いていた。

　目を開いただけではなく、半身を起こし、片手でしっかりと警部の腕をとらえていた。

　反射的に振りはなそうとしたが、どんな犯人との格闘でも負けたことのない腕力は、太さではほんの三分の一のこの白くて細い指を、ゆるめることさえできなかった。

　黒い、闇やみのひとしずくのように黒く昏くらい瞳ひとみが、ウィリアム・リースを見ていた。リース警部は震えた。――震えたのだった。どんな危難の淵ふちにあっても怯おびえを知らない鉄の男が、このほっそりした東洋人の青年の一いち瞥べつに、まるで、蛇に睨にらまれた子ネズミのごとく、身体からだの奥が凍りつくのを感じたのだ。

「……あなたか」

　抑揚のない声も、やはり、あの夜と同じものだった。

「なぜ、あなたがここにいるんです。家に帰りなさいと言ったはずですが」

「だ――だ――黙れ」警部はあえいだ。「この手を放せ」

　青年は手をゆるめた。

　警部は力まかせに相手を払いのけ、部屋のいちばん離れた隅まであとずさった。それでもせいぜい、腕をのばせば届くほどの距離でしかなかったが。

　青年は肩をすくめると、流れるような動作で寝ね椅い子すを降り、立っていってドアを閉めた。阿あ片へん中毒者の無感覚さや鈍重さの微み塵じんも感じられない、優雅な動きだった。流れこんできていた阿片の煙に眉まゆをひそめ、払いのけるような仕草をする。

「あなたはどうして、ここを？　もしかして〈ドクトル・アヴァランシュ〉を追ってですか。彼を追跡できるような人間がいるとは思わなかったが」

「吾わが輩はいを舐なめるなよ、この若造が」

　かわいた唇を舐めて、警部は言い返した。部屋の中はむっとするような温気だったが、それだけのためではない汗が、額ひたいに浮かんでいた。

　いったい何者なのだ、この東洋人は？

　さっきは確かに死んでいたのだ、間違いない。おびただしい数のさまざまな死体を見てきたヤードの刑事が、死体と、ただ昏こん睡すい状態にあるだけの人間を間違えるはずがない。

「この四十年間というもの、貴様のような怪しいやからを英国じゅう追いかけ回してきとるんだ。吾輩が追いつめるといったん決めたやつが逃げ切れたためしなんぞ一度もない（蝙こう蝠もりの羽のついた猿のことは言わずにおいた）。貴様、何者だ？　あの夜、ウェストミンスターで何をしていた？　吾輩を襲ってきた、あの女の形をしたものは何だ？　こんな穴ぐらに、なんで一人でこもっとった？　阿片には縁もゆかりもなさそうな、なまっちろい面をしおって」

「質問の多いお人だ」ぼそりと青年は呟つぶやいた。

　警部はいきり立ってさらに問いつめようとしたが、その時、天井の近くでがたりと音がして、ついそちらに目をやり、動けなくなった。長年つもりにつもった埃ほこりとヤニと煤すすのうしろに、目立たない通気口があったのだった。

　とはいえ、ほんの手の幅ほどの大きさしかなく、その上口は錆さびついた鉄の格こう子し蓋ぶたで塞ふさがれていたのだが、その蓋が持ち上がって、水銀のしずくのようななめらかな頭が、ぬっと突き出されてきたのだ。

「〈ドクトル・アヴァランシュ〉」青年はそちらへ目も向けなかった。

「どうやら僕も、まだまだ勉強するべきことがあるらしいな。あの間抜けな玄くろ塚つかの男を笑えない。〈ドクトル〉、降りてきて、取ってきたものを見せるんだ」

〈ドクトル・アヴァランシュ〉と呼ばれた銀の人形は押し出される水滴のようにぬるりと狭い隙すき間まを這はい出し、蜘く蛛ものように壁を伝って主人のもとに這い寄った。複雑にきしむ関節の多い手に、どこからか一個の石が転がり出る。

　警部は汗をぬぐい、暗いランプの明かりに目をすがめた。もっと明るい場所でならよく観察できただろうが、この息のつまりそうな地の底では、それは、どこからか掻かき取とってこられたらしい単なる石のかけらとしか見えなかった。ゆがんだ菱ひし形がたをしていて、一方はなめらかに磨かれているが、もう一方のはしは割れてざらついている。

　磨かれた面に、妙にぐにゃぐにゃした線条が刻まれているように見えた。目をこすり、警部はもっと近くでよく見ようと、石に手を伸ばした。

「さわっちゃいけない」

　青年は言い、さりげなく石を警部の手の届かない場所にひっこめた。

「あなたは知らないだろうが、これは非常に危険なしろものなんだ。いや、これから危険になるべき品物というべきかな。これを仕掛けた人間に気づかれないように取ってくるのは、このひとかけらが限界だ。本来なら完全に砕いて、砂になるまで潰つぶしてからテムズに撒まいて海へ流してしまうべきなんだが、今はまだ、誰だれもそこまでの力を持っていない。夜のロンドンの〈女主人〉でさえも」

「仕掛けた人間？　クリスティーナ・モンフォーコンのことか」

　妙なことに警部は、このあやしげな仕掛けをしたと彼女が非難されることに理不尽な不快感を覚えた。

「いや」

　ほっとしたことに、青年はかぶりを振った。

「僕が言っているのは、別の人物だ。あなたを彼女の姿をした人形で殺そうとした。そいつが彼女の屋敷跡の地面にこれを仕込み、忌避されし聖遺物たる彼女が住んでいた場所を、この世で最も呪のろわれた聖所として使おうとしている」

「貴様の言うことはまったく意味がわからん」

　警部はぶつぶつ言った。勤勉かつ強こわ面もての刑事として、読書の習慣はほとんどなかったし、文学的なたしなみといえば、せいぜい密偵の手紙か、強盗犯や殺人犯の尋問の速記を読む程度にとどまっていたのだ。

「さっきの質問にまだ答えておらんぞ。貴様、名はなんという？　名前くらい、ないとは言わさんぞ」

「――霧月ムツキ」

　しばらく間を置いて、ぶっきらぼうに青年は答えた。

「玄塚霧月クロツカ・ムツキ。ムツキが名、クロツカが姓」

　東洋系の見かけにふさわしい奇妙な響きの名に、警部は顔をしかめた。

「ムトゥキ――クロトゥカ？　ああ、わかった。あの女魔術師のところにおった、リョウタロウとやらいう少年と同じ国の人間か。あの国では、名前より姓のほうが先に来るのだったな。それで、なぜこんな場所にこもりきりになって、その――なんだか知らんが、人形みたいなものを動かしとるのだ。見たところ、その、身体からだに異常はないようではないか。阿あ片へん中毒のようでもないし――」

　警部は口ごもった。ほんの十分ほど前まで、この青年が間違いなく死んでいた、それもヤードの死体置場に転がっていていいくらい完全に、と（「ドアの釘くぎ並みに」という形容を使うほどの文学的素養はなかったので）いう事実を思い出したのだ。

　それが今、どう見ても生きかえって、顔色はやはり蒼あお白じろくけだるげだが、普通に話をしている。異常というなら、これ以上に異常なことがどこにある。

「あいにく、太陽の出ている間は動きのとれない身でね。おかげで、〈ドクトル〉に一働きしてもらうしかなかった」

　足もとにうずくまっている人形の背に、犬を撫なでるように手を滑らせる。

「このどうしようもない腐った洞どう窟くつにいるのは、ここが僕にとってふさわしい場所だからだ。地下深くのここなら太陽の光に当たる危険性がないことは言うにおよばない、だがそれ以上に、生きながら死んでいるも同然の人間が山積みになっている汚い墓穴くらい、僕のような死にぞこないアンデツドにふさわしい場所もないだろう」

「死にぞこないundead？　だが、確かにさっき――」

「死んでいたというのだろう？」

　青年の薄い唇が自じ嘲ちようともとれる形にわずかにゆがんだ。

「その通り。僕はもうずっと前から死んでいて、今も、延々と死に続けている。比ひ喩ゆではなく、まったく文字通りの意味で」

　青年の手がすばやく動いた。とっさに引っこめようとした警部の手をつかみ、有無をいわさず胸と首筋、手首、鼻と口を触らせる。

「息をしていない――脈がない！」

　さすがの鋼鉄の男も心臓を一撃されたような衝撃だった。灼やけた鉄に触れたように、ビル・リースはさっと腕をひっこめた。青年は口をかすかにゆがめたまま、ヤードの鬼警部が驚きよう愕がくと混乱にあとずさりする様子を見ていた。

「吸血鬼Vampire、という言葉を聞いたことがあるかい」

「ヴァンパイア？」

　必死になって記憶を探る。そういえば、少し前に、若手の刑事が勤務中に、何やらそういう怪しげな話の書いてある三流小説を夢中になって読んでいて、怒鳴りとばしてやったような気がする。確か死人がよみがえって、血を吸う怪物になって出歩くとかいう話だった。怪物は夜しか起きあがることができず、昼間は死んだままでいるが、死体は腐らず、まるで生きたままのようなきれいな状態を保っているとか――

「僕がそれだ。ヴァンパイア」

「なんだとう!?」

「〈不死者ノスフエラトウ〉、〈夜歩く者ナイトウオーカー〉、夜魔レムレース――闇の獣ヴコドラクとでも、好きに呼んでくれていいが」

　目をむいた警部に、青年は疲れたようにクッションにもたれかかった。

「とにかくそんなようなものだ。生きているように見えるかもしれないが、僕は死人で、他人の血を飲むことでなんとか崩壊をまぬがれている、歩く死体にすぎない。この小部屋の外にいる連中との違いは、彼らの心臓は動いているが、僕の心臓は動いていない、その程度のものだ。ささいな違いだが、あなたは重大だと思うかもしれないな」

「そんな――そんな話が」

　警部は口を魚のようにあえがせた。

　この東洋人は頭がおかしいのか？　吸血鬼だと！

　そんな女子供のおとぎ話で、ヤードの刑事を騙だませると思うか、という罵ののしりがこみあげた。だが舌の根のところで乾いてひっかかり、大きなかたまりになって喉のどに詰まった。

　吸血鬼うんぬんの話は別としても、この男はさっき、確かに、完全に死んでいたのだ。そして、今もやはり死んでいる――脈もなく、呼吸もなく、肌は氷のように冷たい。こちらを見すえる黒い瞳ひとみにだけは異様な光が燃えているが、それ以外の兆候は、少なくとも青年の身体からだからは生命のしるしがまったく失われていることを示している。

「信じていないようだな」

　声も出ずに口を開け閉めするだけの警部を見て、無感動に青年は言った。

「まあいい。信じてもらおうともらうまいと、状況は変わらない。あなたはどうやら、もうどうにもならないほどこの事態に踏みこんでしまったようだ。銃は持っているか？」

　仮にもヤードの鬼警部にむかって、いきなりそんな問いを放つ者はいない。

「もちろん」警部は憤然として、上着の下から拳けん銃じゆうを取りだした。

「弾はこめてあるか？　……結構。十分気をつけたつもりだったが、どうやら相手に気づかれたらしい。薬で精神を失った肉体ほど操りやすいものはない。あなたの射撃の腕に期待する、ウィリアム・リース警部。僕もけっして弱くはないし、〈ドクトル・アヴァランシュ〉の刃やいばは人間を超えて迅はやいが、万が一の時には、あなたも自分で自分の身を守ってもらわなくてはならないのでね」

「なんだと？　それはいったいどういう――」

　最後まで言わずに、警部は口を閉ざして頭をあげた。今まで青年とのやり取りに気を取られていた猟犬の本能が、ふいに、あたりに充満する異様な雰囲気を感じとったのだ。

　あいかわらず阿あ片へんの甘ったるい臭気が室内には漂っていた。だが、なにか、それとは違う、目に見えない、しかしもっと邪悪な何かが、空中にガラスのように張りつめている。

「向かってくる相手は迷わず撃て」

　音もなく、なめらかな一動作で青年は立ちあがった。吸血鬼。ヴァンパイア、人外の者という名乗りを裏づけるような、ゆらめく影の動きだった。

「でなければ、こちらが死ぬ。彼らを救う手立てはない、生き残ってもじきに殺されるか、死よりももっと酷ひどい境遇に堕とされるかだ。警察官として、人間として、今のうちにきちんと死なせてやるんだな。それが、せめてもの慈悲というものだ」

「市民を撃てというのか!?　吾わが輩はいは警察官だぞ」

　警部は愕がく然ぜんとした。阿あ片へん窟くつに入り浸ることは、悪徳ではあっても犯罪ではない。少なくとも、法律の上ではそうなっている。

「言っただろう、迷わず撃てと。死にたくなければ」

　青年はわなわな震えている警部にちらりと目をくれて、冷ややかに正面を向いた。〈ドクトル・アヴァランシュ〉が微かすかなきしみとともに身体からだを持ちあげ、短距離走の選手のように下半身を持ちあげて構えた。

　扉の向こうから異常な圧迫感が押し寄せてくる。低く聞こえていた眠たげなざわめきもなく、洞どう窟くつのような店内には沈黙が煮詰まっていた。膨れあがる緊張が堰せきをこえ、四方から押し寄せてくる。薄い板戸が内側にしなり、めりめりと音を立てた。

「来る」

　ぽつりと青年が呟つぶやくと同時に、扉が破られた。獣のようなおめき声がいっせいにあがった。目を真紅の炎で充みたされた阿片中毒者の群れが、ホン・チャイ、チャン・イー老人を先頭に、犬のように牙きばをむいて、どっと押し寄せてきた。
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「気づくべきでしたわ」声に出して美み弥や子こが嘆じた。

「わたくしたち、ほとんど身ひとつで焼け出されてきたんでした。本なんか、持ちだしてる暇もなかった。覚えてることといっても、何が遼りよう太た郎ろうさんやクリス姉さまを助け出すことに関係するのか、まるで見当もつかないし」

「でも、なんとかやってみるしかありませんわ」

　と和かず音ねがはげます。

「アレックスさんやシャルロットさんがたくさん調べ物をしてくださいますし、何が役に立つかわからないのなら、覚えてるかぎりのなにもかもを取りだしてみて、一つ一つ調べてみるしかありません。ジンジャーさんも動いてくださっていますし」

「シシィもがんばるー」

　ソファに座ったシシィが元気にばんざいした。やっと火事と脱出劇の衝撃から立ち直ったものの、顔色はまだあまりよくない。しかしなんとか明るくふるまおうとしている様子は涙もので、一同はだれも、少女の努力を裏切るなど思いもよらなかった。

「お待たせしました」

　シャルロットが腕いっぱいの書物や古文書をかかえて入ってくる。

「その――資料室の方々は、全面的にわたしたちに協力してくれると言っています。今回のことはわたしたちだけではなく、英国そのものの存亡にかかわることだからでしょう。それでも、心の底からそう言っているとはとても思えませんけれど――全面的に協力、という点ですけれど」と用心深くつけ加える。

「それでも、国家を守るという目的で動いている以上、今のところわたしたちに協力するしか、あの人たちにも動くあてがないようですから。

〈魔術師シモン〉は、あの方々の監視の網目からもすっかり身を隠してしまっていて、正直に言えば、わたしたちの動向を追うことくらいしか彼らには手がないようなんです。わたしたちにとっては有利なことですけど」

「危険なことでもありますわね。まあ、わたくしたちを囮おとりにしたい、というのであれば、そうさせておきましょう」

　ずばりと美み弥や子こは言い、テーブルに積みあげられた革装の書物を一冊とった。

「とにかく、わたくしたちは、わたくしたちのできることをせいいっぱいやるまでです。あ、和かず音ねさん、ヘレンおばさまにお貸ししていたご本はどこへいったかしら」

「ここですわ」

　シャルロットが持ってきたのに比べて悲しいほど少ない書物を、和音は手箱から出してきて本の山の横に置いた。

「古事記と日本書紀、万葉集、古代歌謡に、謡曲がいくつか。まあ、これだけでは、とうてい何かの役に立ちそうもありませんわね」

　美弥子はため息をつき、

「それでも、なんであれ、ないよりましと思いましょう。――みなさん、手がかりは、あの男が遼りよう太た郎ろうさんを呼んでいた〈産霊者〉という言葉です。遼太郎さんをあの男がなにに使おうと考えているのか、クリス姉さまがどうしてあんなに憎んでいらしたあの魔術師についていってしまわれたのか、そこを考えてみなければ」

「とにかく、片端から目を通してみることですね」

　シャルロットも一冊手にとり、開いてみて、アルファベットではない奇妙な文字がずらりと並んだ頁ページに目を白黒させた。

「あ、それは日本語の本ですわ、シャルロットさん。外国の方には無理です、日本人でもそのままでは読みづらい文書ですし」

『古事記』と表題のついた書物を、あわてて和かず音ねは取り返した。

「シャルロットさんはこちらの、英語ではないらしい書面に目を通していただけますか。わたくしたち、英語はなんとか読めても、その他ほかの、フランス語やラテン語なんていう言葉になると、まるでわけがわかりませんの」

「承知しました」

　ぐっと両りよう拳こぶしをにぎって気合いを入れ、シャルロットは一山の書物を受け取った。

「フランス語とラテン語は、聖騎士団の一員として小さいころから叩たたきこまれていますから、ほとんど不自由なく読めます。まかせてください。そういえば、アレックスさんはどちらに？」

「こらっ、貴様ら！」

　まるで出を待っていたかのように、ドアを蹴け破やぶらんばかりにしてアレックスすなわちバ（略）が飛びこんできて、両りよう脇わきに抱えたあやしげな本と山ほどの書きつけを部屋いっぱいにまき散らした。



    

  
    
      



    

  
    
      「このバシレウス・サロモンの到着を待たずして、女子供だけで研究を始めようとは実にいい度胸だ。いいか、あの魔女めが見せた事態は、きわめてゆゆしいものだぞ。僕のような強力な大魔術師ならいざ知らず、貴様らごとき素人しろうとが何人より集まろうと、ろくな考えがでるものか。貴様らは黙ってこの僕、バシレウス・サロモンの叡えい智ちと力にまかせておけばいいのだ、おい、こら聞いているのか」

　テーブルに頭を寄せあって黙々と本をめくっている少女たちにじだんだを踏む。顔を上げようともしない美み弥や子こたちをはったと睨にらみつけていたが、つんつん、と上着の裾すそをひっぱられて、驚いたように下を見た。

「バのおにーちゃん、さわいじゃだめなの」

　シシィだった。頭の上にとまったリトルが、そうだそうだというように啼ないた。

「シシィがてつだうから、こっちきて、そのごほんしらべよ？　さきに、このたくさんちらかしたかみかたづけないと、エドワーズのおじちゃんにしかられちゃうよ？　ね、ほら」

　小さな手で集めたややこしい紙や殴り書きの書面を差しだされると、さすがのバ（略）も抵抗できなかった。シシィに手を引かれてテーブルからは少し離れた片隅に導かれていき、クッションに座りこんで、持参の書物をぶすっとした顔で確かめにかかる。シシィも大おお真面目まじめな顔で紙を眺め、裏返してみたり、折りたたんだりしているが、どちらも、内容をきちんと理解しているのかどうかについては、少々あやしい。



　ジンジャーによって古代の環状列石ストーン・サークルへ導かれ、英国の地脈に起きている異変を見せられてから、美弥子たちは伯爵夫人に申し出て安全な避難場所を離れ、ロンドンにある伯爵夫人の私邸に戻ってきていた。

　実直なエドワーズ氏はいささか反対したいような顔を見せたが、遼りよう太た郎ろうとクリスティーナの失しつ踪そうが心配でいてもたってもいられないこと、できれば自分たちも捜索に手を貸したいこと、もし二人が戻ってきたら、いちばんに迎えてやれる場所にいたいこと、を美弥子と和かず音ねがかわるがわる切々とうったえると、黙って聞いていた伯爵夫人はしばらく間を置いてから、「いいでしょう」と静かに答えた。

「しかし、奥様――」

「エドワーズや、わたくしだって、クリスティーナが戻ってきたときにはいちばんに迎えてあげたいのですよ」と伯爵夫人はさとすように言った。

「それに、お友だちが行方不明になっているというのに、自分だけ安穏としていられない、というのは、確かにこの子たちの言うとおりです。もう新聞記者も、クリスティーナの家の火事のことは忘れていますよ。たいがいのニュースは三日で古びてしまうのがロンドンという場所ですからね。ここに来たのは娘さんたちがゆっくり休めるようにと思ってのことでしたけど、今はどうやら、そんな気はみなさんにはないようですし」

「恩知らずなことを申しあげているのはわかっています」和音がおずおずと言った。

「それでも、あの――」

「いいのですよ、カズネさん、いいのです」

　微笑して、伯爵夫人はぽっちゃりした手を品良く振った。

「わたくしも、みなさんと同じに、クリスティーナが心配なのです。こんなふうに消えてしまうなんて、これまでの彼女には絶対になかったことですもの。きっとなにか、深い事情があるに違いありません。それに、リョウタロウさんのこともあります。お二人にとっては婚約者であり、お義に兄いさまでもおありの方ですもの、それは、心配なさるのがあたりまえです。みなさんがクリスティーナと、リョウタロウさんをお探しになるというなら、わたくしも、どうかお仲間にいれてくださいな。こんなお婆ばあちゃんで、身体からだや手足を使ったりする役にはとうてい立ちませんけれど、みなさんが安心して過ごせるちょっとした屋根や、お食事や、着るものなんかのお役には立ちますからね」

「おばさま」

　美み弥や子こが涙をためて、伯爵夫人の膝ひざにすがりついた。実の孫にするかのように、伯爵夫人は慈愛の表情で、少女の背を元気づけるように軽くたたいた。

「さあさあ、そんな顔をしないで。――今このときにも、クリスティーナたちはロンドンへ帰ってきて、いったいみなさんがどこへ行ってしまったのか不思議がっているかもしれませんよ。リョウタロウさんもいっしょにね。わたくしの屋敷でよければ、みなさん、そちらへ戻りましょう。ロンドンの最新の噂うわさも聞きたいし」

　そういうことになった。

　ラドル夫人は同行せず、念のため、コテージの方に残ることになった。夫人がひとり暮らしで、ひとりでロンドンの家に帰すのは心配だったが、伯爵夫人の屋敷へまで上がり込むことは本人が遠慮したということもある。

「あんまり高貴なお方のところは苦手でねえ。そりゃ、伯爵夫人ご自身はたいそういいお方だけれどさ」

　ちょっと首をすくめて、

「だからってお屋敷の人みんながそうだってわけじゃないだろうし、何より、ちゃんとしたコックさんがいる場所に、あたしがしゃしゃりでる幕はなさそうだからね。なんたって、あたしの城はお嬢さまんちの、あの焼けちまった台所だからさ。あそこがまたちゃんとなるまで、ここの奥さんと、おたがいにパイの作り方でも教えあってますよ。なんだか鹿しか肉にくのパイの新しい作り方を知ってるそうだし、あたしも、キドニー・パイの秘ひ訣けつを教えることなら負けてないし」

　これから起こる事態を考えると、夫人のためにもそのほうが安全そうだった。美弥子たちはてんでにラドル夫人の手を握り、事態が落ちついたらきっといちばんに連絡すると何度も約束して、馬車に乗った。

　走り去る馬車を、ラドル夫人は常になく、道にまで出てきて見送っていた。慣れた場所と騒がしいが愛いとしい子供たちを見送る顔は、いつになく疲れて、年老いて見えた。がっしりした姿が木々の向こうに見えなくなるまで、子供たちは窓から身を出してふり返り、何度も何度も手を振った。

　長い道筋をたどってまたロンドンの喧けん噪そうの中へもどる途中、誰だれもが言葉少なで、おそらくは、全員がほとんど同じことを考えていた。

　超然としているのは手綱を握るエドワーズ氏だけで、田舎いなかのでこぼこ道と溝に車輪をはまりこませないこと以外は考えていないように見えたが、そのエドワーズ氏でさえ、心から仕えている女主人の心配事を、自分自身のものとして感じとっているはずだった。

「あ、なんでしょう、あれ」

　ようやくロンドンの郊外に達し、テムズ川沿いのチェニー・ウォークを通りすぎるとき、和かず音ねが馬車の窓から妙なものに目をとめた。

　黒い石でできた、四し角かく錐すいがてっぺんについた背の高い四角い石柱で、周囲に数人の人が固まっている。手に手に紙切れが渡されていた。なにか配られているようだ。

　伯爵夫人は馬車を止めさせ、エドワーズ氏に何が行われているのか訊ききに行かせた。ややあって、氏は一枚の紙を手に、急ぎ足で戻ってきた。

「あの集団はこちらの広告を受け取ろうとする者の集まりでございました、奥様」

　と手にした紙を差しだす。一同はそろって紙をのぞき込んだ。透かし入りの上質な紙に、美しい印刷で刷られた上品な広告チラシで、〈グラフトン＆スミス合弁会社〉との飾り文字が大きく躍っている。

「新年を迎える瞬間に、こちらの紙を持ってこの広告塔のもとに集まると、豪華な景品が当たるとかで、たいそうな人気でございました。奪い合いになっていて、これ一枚を手に入れるのにもいささか苦労いたしましたほどで」

「〈グラフトン＆スミス〉」思案するように伯爵夫人は額ひたいをたたいた。

「聞いたことのない会社名ですね。それに、会社といっても何の会社なのかしら。ここには書いていないようだけれど」

「あいにく、手前も存じません、奥様。ロンドンのおもな企業や事業主に関しては、たいてい名前を知っておくように相務めておりますのですが」

　エドワーズ氏は面目なさげだった。

「凝こった透かしだな」アレックスが紙を取りあげ、光にすかして眼を細めた。

「その会社の商標マークか何かかな。それにしては複雑だが」

「それで、あの黒い石の塔がその広告塔ですの？」

「はい、ミヤコお嬢さま。土地の者の話すところによれば、同じ会社の、同じような広告塔が、この数日の間にあちこちに建てられているとのことでございました。おそらくかなりの資金がかけられていることと存じます。この紙一枚にしてもかなりの経費がかかっておりますでしょうし、あの塔が間違いなく無む垢くの黒御影石でできているとしたら、一本建てるのにかかる費用は、少なくとも五十ポンドはくだらないでしょう」

「五十ポンド！」

　シャルロットと和かず音ねが同時に声を合わせた。

「それが一本の値段？　でも、あそこにある一本だけではないのでしょう」

「さようで。どうやらここばかりではなく、ロンドンの街中のおびただしい場所にも、また、ここ以外のロンドンの外の各地にも、同じような塔が建てられているとか。〈グラフトン＆スミス〉がどれだけの規模の会社で、なにをするつもりなのかは見当もつきませんが、かなり大きな資産をもっているのは確実なようでございます」

　子供たちの間にすばやい目くばせがかわされた。地脈。赤いレース編みのところどころに広がる染み。ゆがめられた病巣。

「行きましょう、おばさま」美み弥や子こが言った。

「ロンドンの街の中にもあるなら、どれくらいの数か見てみたいわ。エドワーズさん、申しわけありませんけれど、もう少し、ロンドンの通りを走ってくださいませんかしら」

「よろしゅうございますが、ミヤコお嬢さま、皆様のお身体からだにさわりはいたしませんか」

「わたしたちなら大丈夫です」

　シシィを膝ひざにのせたシャルロットがはっきりと言った。

「見てみたいのです。理由は、どうぞ今はお聞きにならないでくださいまし。伯爵夫人、わがままばかり申しあげて、本当に申しわけありません」

「いいのですよ。エドワーズや、この子たちの言うとおりにしておやりなさい」

「かしこまりました、奥様」

　かくて馬車の轍わだちはロンドンの街路をカラカラと走りつづけた。

　尖せん塔とうを数える望みはすぐにかなえられた。かなえられなかった、と同じでもあるが。なにしろ、ありとあらゆるところにあったのだ。ひとつ角を曲がるごとに、必ず一基は黒い針のような尖塔と、その周囲に群がる人垣が見えた。ひとつ通りを抜けるごとに、最低三本は目にすることになるのは確実だった。

　美弥子はシャルロットと協力して馬車の窓から左右を見張り、尖塔が見えると声に出して教えた。和音はアレックスの土地勘と記憶の助けを借りて、ロンドンのどのあたりにそれが立てられているかをチラシの白いところに書きとめていた。シシィは指を折っていっしょに数を数えている。伯爵夫人は子供たちが何をそんなに気にしているのかけげんそうではあったが、あえて問うことはせず、好きにさせておいてくれた。

　ロンドンをぐるりと一周し、ようやく、グリーン・パークを真正面にした居心地のいい伯爵夫人の屋敷にたどりついた。荷物をそれぞれの部屋に置くがはやいか、みんなは居間に集合し、みごとな骨こつ董とうのブナ材のテーブルを占領して、ロンドンの地図を広げ、協力して例の黒い尖せん塔とうがどこにどう配置されているかを地図上に点でしるした。

「ああ……」

　誰だれからともなく、声があがった。なかば予期していたことではあったが、クリスティーナの屋敷のあった一点を中心に、それは、みごとな同心円を描いて広がっていた。美み弥や子こたちは知らなかったが、それは、リース警部が気づいて慄りつ然ぜんとした、クリスティーナの屋敷の周囲を囲んで起こる残虐な事件の同心円と、ほぼ一致していた。

　それからもうひとつ、地下に〈影のロンドン〉の宮廷のある、ロンドン塔の周囲にも、尖塔の大きな集団があった。

　クリスティーナの屋敷跡を『囲む』と表現するなら、まさにこちらの数と集まり具合は『包囲』というべきだった。落城寸前の城をとりかこむ、大軍勢の眺めを思い出させた。地図上のロンドン塔は、砂糖のかたまりにたかる赤あか蟻ありめいた点で覆いつくされ、今にも押しつぶされそうに見えた。

「どう見てもクリス姉さまのお屋敷を何かに使おうとしているにちがいありませんわ。もちろん、あの黒い石の塔があの魔術師のやったことだとしてですけれど」

「でも、あの男以外に考えられません、こんなことをするのは。しかも、この建て方」

「そうですね、何かの意図がなければ、こんな風に奇妙な配置はしないでしょう。本当に広告のためのものなら、あまり人の通らない裏通りや、下町には節約して、人の集まるピカディリーやストランド街にたくさん建てるはずです。でもこれを建てた人間は明らかに、人通りよりも、その『場所』に建てることを重要視しています」

「このチラシのこともあるぞ」

　アレックスが折ってポケットに突っこんでいたくだんのチラシを突き出した。

「このチラシを持ってあそこへ新年の真夜中に行けば、商品が配られる？　はっ。いかがわしいにもほどがある。どうせこれにもなにか仕掛けがしてあるにちがいない。そこらへんにルーペはないか？　貸してみろ」

　ルーペが持ちだされ、四人がかわるがわる、使用されている図版から飾り文字の渦巻きから、文字の並び具合、アルファベットの数までいちいち調べたが、なにも手ごたえのあるようなものは発見されなかった。あきらめかけたとき、いっしょうけんめい作業を見ていたシシィが「あっ！」と声をあげた。

「どうしたの？　シシィちゃん」

「あのね、あのね、『すかし』ってなあに？」

「え？」

　みんなは顔を見合わせた。シシィは勢いこんで、

「ほら、ばしゃのなかで、バのおにいちゃんが『このかみにはすかしがはいってる』っていったでしょ。『すかし』ってどこにあるの？　つつんであるの？　でもかみぺったんこだし、どうやって『すかし』はいってるのかなって、ずっとおもってたの」

「透かし。それだ！」アレックスが唸うなった。

「そいつに気づかなかったとは、このバシレウス・サロモン、一生の不覚！　おい、そっちの女使い魔、こいつに紙を重ねてそっちの窓ガラスにあててみろ。透かしの線をその紙の上へ写し取ってみるんだ。早く！」

　無地の薄い便びん箋せんとペンを受け取ったシャルロットが、チラシをつかんで窓へと走った。

　チラシと便箋を重ねて窓に押し当て、光に浮かびあがった透かしの輪郭を写し取る。透かしは思っていた以上に大きく込みいっており、チラシの全範囲にまでおよんでいた。

「できました」

　途中でシャルロットが疲れたので和かず音ねが交代した。和音はほっと息をついて、細かい模様と光を見つめつづけたせいで涙のにじんだ目をこすった。

「ものすごく手の込んだ文様ですわね。見たところ、蔓つる草くさ模様と小鳥と花を組み合わせたものを、うんと凝こって組み合わせたみたいですけれど」

「魔方陣とかじゃあないのか」アレックスが少々失望したような声を出した。

「だとしても、あの尖せん塔とうと結びつけられている以上、このチラシにはやっぱりなにか怪しいところがあると考えなければ」美み弥や子こがきびしく言う。

「もし魔術に関係する何かが仕込まれていたとしても、すぐに気づかれるようなものではないはずですわ。あれだけたくさん建てられているのですもの、〈評議会〉の方々も動いていらっしゃるでしょうし――」

「〈評議会カウンシル〉？」アレックスは眼をぱちくりさせた。

「なんだそれは？　なんの評議会だ？　いや、なんの評議会にせよ、こいつに関してどんな機関が関連してくるというのだ？」

「あ。いえ、それは」

　少女たち三人はあわてて目を見交わし、愛想笑いを浮かべた。

「なんでもありませんの。都市の美観委員会とか、そういうものですわ。古くてきれいな街並みが、広告塔や看板で汚されるといって反対しているような方たちのこと、です。そういう人たちにとっては、あんなに短い間にロンドンじゅうどさどさ建てられた広告塔なんて、きっといちばんの目の仇かたきでしょうからね」

「ふん。まあそうか。そうだろうな」

　ソファに座りこんで腕を組み、アレックスはいささか得意げに、足をテーブルに上げてそっくりかえった。

「僕のような達人の鷹たかの目には太陽のように明確なことでも、一般市民の愚劣な目には、ちかちかする俗悪なポスターや『胃腸にはマイクルズの万能錠を！』なんていうお笑いぐさなしろものと同列に見えるわけだ。まあいいさ。なんとか見つけてやるとも。あの黒い塔が魔術師の悪あく辣らつなたくらみに使用されているのは、このバシレウス・サロモンにはお見通しなのだからな」

　三人は声を合わせて同意し、袖そでの下から目顔で言葉をかわして首を振った。アレックスは自分の家庭教師が国家的秘密機関〈評議会〉に属する（本物の）魔術師であり、彼のもとに派遣されてきたのも、クリスティーナという謎なぞの存在に怪しまれることなく接近する仮の身分を手に入れるためだったことも知らない。

　もし知ったら、この傍若無人かつ奇き矯きような態度に反して、実に純で、繊細な神経を持った少年は、恋と誇りとさまざまな面においてひどく傷つくだろう。できればこの件についてはそうっとしておいたほうがいい、それが、美み弥や子こたちの達した結論であり、遼りよう太た郎ろう自身もそれに賛成していた。

「とにかく、これについては、しばらく置いておくほかありませんわね」

　美弥子が残念そうに透かしの図案を写し取った便びん箋せんをほかの紙に重ねた。

「とにかく、心当たりのあることはすべて調べることからはじめましょう。和かず音ねさん、おばさまにお貸ししていた日本の本を受け取ってきていただけるかしら。シャルロットさん、お願いしておいた参考資料はもう届いていて？」



　そんなこんなで、半日近くが書籍の頁ページのあいだですぎようとしていた。

　今日は十二月の二十八日。新年まではあと四日。正確にはあと三日と半分になる。

　新年の朝いちばん、一月一日の午前零時という、チラシに記されていた日時がどうにも気になる。この紙に隠された策謀が何であれ、あの黒い塔を建て、おそらくは、英国の地脈を、大地の魔女であるジンジャーたちでさえ手出しができないほどに歪ゆがめ、集めて、クリスティーナの屋敷跡に集中させて何をしようとしているのか。遼太郎を〈産霊者〉と呼び、連れ去ったその理由はなにか。

　探りあてるための時間はどんどん削られていく。日は傾き、翳かげって、ついに前庭の生け垣の向こうへ燃えつきていった。エドワーズ氏が女中頭とともに音もなく入ってきて、暖炉に火を入れ、保温カバーをかぶせた熱い茶とサンドイッチ、ケーキ、プティフール、元気のつきそうなチョコレート掛けアーモンドなどの皿を置いていった時も、少女たちは頁からほとんど顔を上げなかった。ひたすら文字に集中し、この奇妙な事件を解きほぐして大切な人々を助け出す糸口を見つけだそうと、額ひたいにしわを寄せて頑張っている。

　エドワーズ氏はほとんど身動きもせずに書物にかがみ込んでいる少女たちを見やり、心配そうに首をふると、女中頭に、お嬢さまがたの邪魔をしないようほかの使用人に申し伝えること、ときおり様子を見に来て、お茶がなくなったり、冷めたりしていたら替えること、もちろんその時も邪魔をしてはならないことなどを、声をひそめて命じた。

　女中頭は口を閉ざしたまま一礼して返事に替え、エドワーズ氏ともども、また影のように音もなく居間を去っていった。

　ドアが静かに閉まり、アレックスは、膝ひざの間に重い本をひろげたまま、ぼんやりとそのあとを見送っていた。

　彼の目がページを追わなくなってからかなり経たっていた。身体からだに巻きつけた黒いずるずるローブは肩からずり落ち、下に着ていた白いシャツが現れている。目がお茶とサンドイッチの間をさまよい、美み弥や子こたちに声をかけようとしたが、彼女らのあまりの真剣さに、呼びかける前に言葉を呑のんだ。元気づけるように頭を振って膝を引き寄せ、ふたたび自分も調べ物に没頭しようとしたが、じきに、視線はべつの場所をさまよいはじめた。本を閉じ、まがいの革で装丁された表紙に、おどろおどろしい文字でおどる表題を眺める。

『禁断の暗黒魔術・その実際と効果について。すぐに使える幸運の護符付き』

　いつの間にか、シシィとリトルはかたわらのクッションによりかかって、すやすやと寝息をたてている。

　アレックスはしばしじっと本の表題を眺めていたが、やがて、ゆっくりと本を閉じ、似たり寄ったりのタイトルのついたほかの本に重ねた。テーブルの上で作業に没頭している美弥子たちをちらりと見て、そっと立ち上がり、廊下へすべり出る。

　席を離れるとき、眠っているシシィに、重い黒ローブを毛布がわりにかけておいてやった。少年が部屋を出たときにも、少女たちは気づかなかった。完全に集中しており、とぼしい手持ちの知識の中から、義兄と、それから不思議なかたちで愛している女魔術師を、見つけだす手がかりを掬すくいだそうと夢中だった。誰だれも手を伸ばさなかったのでティーカップは使われずじまい、サンドイッチはお皿の上で乾きかけている。

　貴族のお坊ちゃんらしい格好に戻って、アレックスはとぼとぼと廊下を進んだ。エドワーズ氏の指示によって女中や下男たちはなりを潜め、屋敷全体がひっそりと静まりかえっている。ランプの薄明かりの下を進むうちに、明るい光がほんのりと差している扉を見つけた。吸いこまれるように、中に入っていく。

　フランス窓とテラスを介して庭に面した、優雅な遊戯室だった。壁の一面が書棚と中国の鼻び煙えん壷このコレクションに使われ、残りの部分は趣味のいい風景画や、小さな銅版画が飾られている。ビリヤード台兼用のブリッジテーブルが中央にあり、座り心地のいい長なが椅い子すが、フランス窓のそばに置かれていた。

　長椅子には伯爵夫人ヘレンが座して、毛糸の篭かごをそばに置き、悠揚迫らざる手つきで手の込んだ模様編みを仕上げていた。

　ささやかな読書灯が手元を照らしている。ときおり小さな声で編み目を数え、よそ目にはどうやったのかわからない動きで針を動かして、新しい模様へと移っていく。

　戸口に立ちつくしたまま、アレックスは、撃たれたようにその場面を見守っていた。緊迫感に満ちた居間とちがって、ここには完全な落ち着きと、静寂があった。

「アレグザンダー」

　休みなく手を動かしながら、伯爵夫人が言った。

「そんなところに立っていないで、こちらへおいでなさい。そんなところにそんな格好でいては、寒いでしょうに」

　糸に引かれるようにアレックスは母の言葉に従った。普段はまずないことだった。部屋に入ってドアを閉め、示されるままに、小こ椅い子すを取ってきて母の足もとに座る。

　一つ二つ三つ。一つ二つ三つ四つ、戻って一つ、二つ、三つ四つ。それこそ、魔法のように編み目を拾っていく伯爵夫人の優美な手を、魅せられたように見つめた。

「お嬢さんがたはどんなぐあい？」

　手を止めずに、伯爵夫人はやさしく尋ねた。編み目をひとつ上がるときに片手を伸ばして、篭かごの中から手編みのショールを取りあげ、ふわりと息子に着せかける。

「あまり根を詰めすぎないといいのだけれど。なにが起こっているのか、わたくしのようなもの知らずのお婆ばあさんには正直言ってわからないのだけれど、でも、あの子たちがとても真剣なことはよくわかりますからね。できるかぎりのことはしてあげたいわ。クリスティーナはわたくしの大好きなお友だちだし、そのクリスティーナを、心から信じて大事に思ってくれている子たちですもの」



    

  
    
      



    

  
    
      「母上――母さま」

　か細い声でアレックスは呟つぶやいた。ショールを引き寄せ、立てた膝ひざに顔を埋める。

「お母さま、僕は彼女が――クリスティーナが好きなんです」

「ええ、そうね」

　編み棒が触れあってささやくような音を立てる。「わかっていますよ」

「あんな女性は見たこともなかった」

　組み合わせた両手の中へ吹きこむようにして、爵子さまは言った。

「それまで知っていた相手はだれもかれも礼儀や作法ずくめで、がちがちの常識に身も心も凝こりかたまっていて、口にすることといえば他人の噂うわさと悪口と、くだらない誰だれかと誰かがくっついたの離れたの、そんな話ばかりで――僕は一生そいつらの仲間で、いつかはそんなののひとりと結婚して、それからずっと面白くもないクリケットの試合や、パブリック・スクールの授業や、ワインの飲み比べやパーティに頭の先まで浸つかって生きてかなきゃならないのかって――ああ、本当に、もう僕は心からうんざりしきっていたんです。そんなときに、彼女が僕の前に現れた」

　伯爵夫人はなにも言わずに、篭かごから新しい色の毛糸を引き出して、複雑な編み目の中へ迎え入れた。

「ほかの誰とも、彼女はちがってた」アレックス爵子は言った。

「あんなにきれいなのに、男装して、とんでもなく傍若無人で、誰にでも無礼で好き勝手にものを言って、誰になにを言われようと鼻で笑って、ものすごく慇いん懃ぎんに、いちばん失礼な切り返しをする方法を山のように知ってて。――彼女を見たとたん、僕は、自分が本当は、どんなふうになりたかったかがわかったんです。グリムズビー伯爵家の息子であること、アレグザンダー・トーマス・コンドリックなんて大層な名前をしょってなかったら、どんなふうに生きてみたかったか、はっきりと照らしだされた気がしたんです」

「ええ、そうね」

　おっとりと母君は応じた。

「あなたはいつでもとても冒険好きな男の子だったわ。ことに小さいころは。しょっちゅう育児室から抜け出して、とんでもない場所にもぐり込んでは、誰も考えつかないようないたずらをやらかして。乳う母ばや家政婦は、ひどく困っていたものですよ」

　アレックスはもっと頭を下げて、ますます深々と顔を膝に埋めた。

「彼女に認められたかった」

　膝の間から出てくる声は洞どう窟くつの奥から響くようだった。

「彼女が魔術師だろうがなんだろうが、どっちでもよかった。僕はただ、クリスティーナに認められたかった。彼女が女魔術師を名乗るなら、僕だってそうなってやる、と思いました。必死になってその手の本を読んで、それらしい衣装をかためて、バシレウス・サロモンなんて名前を考え出してみて、魔術や手品のやりかたをいっしょうけんめい練習して、ことあるごとに突っかかっていってみて――でも」

　小さく爵子は鼻をすすった。

「なんにもならなかった。彼女はただ笑ってすませるだけで、僕のことを見てくれもしなかった。あげく、『家に帰りなさい』と言われた。子供みたいに。遊びすぎて道に迷った七つの子供みたいに、頭を撫なでて、やさしい笑顔で、頭を――撫でて」

　伯爵夫人は落ちついた手つきで編み物を続けている。

「それでも僕は頑張った。頑張ればいつかは、彼女だって僕のことを見てくれると思ってた。そうすれば僕だって、彼女みたいに、自由に、思うがままに生きられるような気がしてた――それなのに」

　前に垂らされた手がぐっと握りしめられた。

「その、彼女が――クリスティーナがいなくなったのに、僕だけが、なにをどうしていいかわからないままでいる。あの女の子たちがいっしょうけんめい頑張っているというのに、僕と来たら、くだらない意地にからめとられたまま、手伝うよの一言だって言いだせない。彼女たちの方が、僕よりもずっと役に立っている。偉大なるバシレウス・サロモン――強大なる大魔術師――はっ」

　苦いものを吐き出すように、嘲あざけりの声がもれた。

「クリスティーナはわかってた。本当は、僕だってずっと知ってた。僕は魔術師なんかじゃない。こんな大変なことが起きても、ばかみたいに口を開けて、ぼうっと突っ立っているしか能がない。あの赤毛の魔女娘も、ミヤコも、カズネも、シャルロットも、シシィでさえ、自分のやることをちゃんと心得て懸命に働いているのに、僕ときたら、なんの役にも立たないラメ飾りのローブを引きずって、自分でもくだらないとわかってる本を、いかにも秘密めかしてめくるふりしかできない」

「自分になにができるか、できないかを、知っておくのもりっぱな知恵の一つですよ」

　伯爵夫人はおだやかに応じた。

「あなたは自分にできないことがあること、どうにもならないことがあることを、やっと認める気になった。これは大きな進歩ですよ。悲観する必要はちっともありません。たいていの人は、そんなことを認めるのはおろか、知ることも、気づきもしないままに、一生を無駄についやすんですからね」

「僕になにができるのかなんて、まるでわからない」

　アレグザンダー爵子はみじめに言った。

「ラテン語も、フランス語も、途中で勉強を放ほうりだしたままで、本を読むなんてとうてい及びもつかない。知ってることといったらつまらない手品の手管があれこれと、効力なんてないとわかってるいんちき魔術書のがらくたばっかりだ。日本語なんてもちろんのこと、見ただけで目まいがする。せめて、ラテン語の授業だけでももっとしっかり受けていたら、彼女たちが調べている本の手伝いでもできたのに」

「それこそ、もうどうにもならない話ですよ。あれこれ後悔しても仕方のないこと」

　伯爵夫人は注意深くべつの色糸の一本を選びだした。

「あなたは、その時自分がやるべきだと思ったことを、ずっとやってきたのでしょう。その判断が間違っていたということは、ありえます。人間はみんな、間違いをする生き物ですからね。でも、間違いから学ばなければ、間違いをする意味はどこにあるのかしら」

「僕のばかな魔術師ごっこにも、意味があったとおっしゃるんですか」

　爵子はかみついた。

「あんなことに時間を使ってる暇があったら――こんな風に、クリスティーナの身に危険が迫るとわかっていたら、もっと、役に立つような知識を身につけておくんだった。フェンシングや、レスリングの訓練にももっと身を入れて、そうすれば」

「おやめなさい」

　やさしいが、有無を言わせない口調で、伯爵夫人は息子の繰り言をさえぎった。

「あの時こうしていれば、ああしていれば、とぶつくさ言うのは、時間と精神を無駄にする行為の中でもいちばんたちの悪いことですよ。なにひとつ事態を好転させない上に、かえっていろんなものを悪化させてしまいます。大切なのは、いま自分に何ができるかを考えて、それをせいいっぱい、最後までやりとげることです」

「僕にできることなんて――」

「いいえ、ありますとも」

　母は愛情のこもった目で末の息子を見つめた。

「あなたが学校を飛びだして、いきなりあのとんでもない魔術師ごっこを始めたとき、お父さまやほかの親しん戚せきたちはずいぶん騒ぎたてましたけれど、わたくしは何一つ口を出しませんでしたね。覚えていますか」

「ああ」

　急に昔のことを持ちだされて、爵子は意表を突かれたようだった。

「そうだった――確か、そうでした。父上にはさんざっぱらお説教をくらったけど、そういえば、母上からは小言ひとつ戴いたことがありませんでした。僕はその時クリスティーナのことしか頭になくて、他ほかのことなんてちっとも頭になかったけど、なぜなんです？　彼女が、母上の友人だったからですか」

「いいえ。わたくしの大切な息子に、悪い影響を与えるような人物を、わたくしがお友だちに選ぶと思いますか？　わたくしはね、世間で言われているほどひどい変わり者ではないのですよ。世間の人たちのほうが考えが足りないだけで――もちろん、こんなこと、ほかの方の前では口にしませんけれど」

　指先を口にあてて、伯爵夫人はかわいらしく笑った。

「わたくしはね、アレグザンダーや、むしろあなたのために喜んでいたのですよ」

「僕のために――？」

「自分が心に決めたことなら、誰だれがなんと言おうと断固として実行する意志の力を、あなたが持っていたこと」伯爵夫人は告げた。

「それこそ、人間が人間としてまっすぐに人生を歩いていくために必要な要件です。貴族という身分や、こうるさい世間の外聞というものには、わたくしも若いころからずいぶん悩まされてきましたからね。わたくしは女でしたから、よけいに。

　そんなものはたいていの場合、進むべき道をねじ曲げ、とるべき手段を間違えさせるもとにしかなりません。間違えることは、それはあり得ます。けれども本当に大切なことを間違えずに見すえてさえいられれば、誰にも枉まげられない意志と断固とした実行力は、とても重要な長所となるはずなのです」

「でも僕は間違えた」アレックスの声は再び弱々しくなっていた。

「僕ができることなんて、今となっては何もない――」

「ありますよ、見つけようとさえすれば。あなたが〈魔術師〉バシレウス・サロモンであろうとした努力を思い出しなさい」

「努力？」爵子は陰気に笑った。「あんな努力なんて――」

「どんなものであろうと、努力は努力です。真剣に邁まい進しんしたことなら、どんなことだろうと、そこから拾い出せることはありますよ。あなたが頑張っていたのは、わたくしがよく知っています。それともあなたは本当に、あれだけ自分が食らいついてやりとげたことが、ぜんぶ無駄だと思いたいのかしら」

　アレックスはじっと母を見つめ、母は澄んだ水色の瞳ひとみで見返した。なんの否定の色もなく、いつわりの色もない。

　グリムズビー伯爵夫人は常に自分に正直であることを通し、そのことによって社交界では変わり者との評判、かつある意味での自由を手に入れている。息子が自分とおなじく、因習を人目もはばからず蹴けりとばして、多少の勘違いと暴走はあったとはいえ自ら望むものにむかって手を伸ばしたことを、誇りに思っているとその目は雄弁に語っていた。爵子は目を伏せ、それから急に立ちあがった。手編みのショールが床にすべり落ちる。

「みんなのところへ戻ります、母上」

　はっきりとした口調でアレックスは宣言した。

「ミヤコとカズネは日本人だし、シャルロットはフランス人だ。そこへイギリス人の僕が加われば、日本、フランス、イギリスの三つの国の人間からの視点で物事を分析できるわけです。視みかたが二つしかないより、三つあるほうがずっといいでしょう、母上？」

「そのとおりですよ、アレックスや」

　編み物の目をもう一つ上へ上げながら、伯爵夫人はほほえんだ。

「行って、みなさんと一緒に仕事を続けてきてくださいな。クリスティーナにも、リョウタロウさんにも、わたくし、早く戻ってきていただきたいの。だからあなたがそうしてくれるのは、とても嬉うれしいことですよ。でも、あまり無理をしてはいけません。ほかの方にももうお伝えしてね、わかりましたか」

「はい、母上」

　アレックスはくるっと回れ右し、駆け足で部屋を飛びだしていった。足音が廊下の向こうへ遠ざかり、消えてからも伯爵夫人は編み物を続けていた。手を止めずに、

「エドワーズ？」

「奥様」

　戸口のところにきちんとエドワーズ氏が控えている。

「居間に熱いスープか何かをお運びして、それから暖炉に火を足して、何か羽織るものをみなさんに。かなり冷えてきましたからね。風か邪ぜをひいてはいけません」

「承知いたしました。ほかには何か」

「いえ、今はそれだけ。お願いね、エドワーズ」

　エドワーズ氏は一礼し、溶けるように消え去る。編み棒の動きがしだいにゆるやかになり、やがてぴたりと止まる。伯爵夫人は頭を上げて、耳をすますように遠い目をした。手元の読書灯がちらつく。銀髪の老夫人はじっと動かず、灯明かりに揺れる影のむこうに、頭と知恵をよせあっている子供たちを壁を透かして見守るかのようだった。





「動かせないか？　やはりだめか？　……あーあー、もう」

　シヴィル・セント・クレアは疲れきったようにため息をついた。心底うんざりした、という顔で街角に建てられた黒い尖せん塔とうと、周囲に集まった人垣を眺める。

「あそこまで大っぴらにやられると、かえってこっちは手出しできないな。なにしろ〈評議会うち〉は、表むき存在しないことになってる部署だし……今さら手を出したら、あそこに集まってるような連中が騒ぎを起こすのは絶対だし。まあそのつもりで敵さんも集めてるんだろうが。なんせ大衆ってのは、無た料だとか、景品とかいう言葉にからきし弱いからなあ。会社としても書式をととのえて登録されてる以上、警察も無理に撤去を求められないし」

　ポケットからチラシを出してきて眺める。尖塔の周囲でさかんにばらまかれているのと同じ一枚である。上質の紙に指をすべらせて、ため息をつく。

「新年の真夜中か。今から何か手を打つには時間がなさすぎる。〈聖杯〉殿は何を考えておいでなんだ？　なんだってあのぼんやりした坊やともども、仇きゆう敵てきのところなんかに。ほんとにどこまでも迷惑をかけてくれるんだから。残業手当が出るだけましだけど」

　暗くら闇やみに光明を求めるものの口調で言い添える。

「……ま、しかしそれもお上かみっていうか、英国が無事に済んだらの話だからねえ。この地脈の歪ゆがみが進行して、もし英国とその国民――僕らとほかの紳士方も――ふくめてぶっ飛んじまったらもとも子もないわけだ。だとすれば、やっぱりなんとかこの事態を引き止めるしかないんだが」あきらめたように天を仰ぐ。

「ねえ、お願いしますよ、〈影の宮廷〉の魔女姫。御母君ともども、なんとか頑張って保もたせてくださいな。僕らみたいなしがない政府のイヌには、こいつはちょいとばかり荷が勝ちすぎますよ、まったくのところ」





　ロンドン塔のはるか地底、英国の大地と夜を支える〈影の宮廷〉は、音のないざわめきとこもった熱で煮えたぎっていた。

　がらくたと塵ちりの玉座に腰かけた〈女主人〉は凝ぎよう然ぜんとして前を見つめ、牛骨と壊れたがらがらや瓶の蓋ふたで飾りたてられた王おう錫しやくに指を食い込ませて、火かき棒を呑のんだようにぴんと背筋を伸ばしている。皺しわだらけの顔はぴんと皮膚が張りつめて灰色にこわばり、目だけが目まぐるしい色に燃えて、への字に食いしばった唇に黄色い歯が食いこんでいる。

　派手なぼろと頓とん狂きような衣装で身を飾りたてた廷臣たちはいつになく鳴りをひそめ、玉座のまわりにひれ伏して、こそりとの音も立てない。

　泥炭と乾いた牛ぎゆう糞ふんをくべた炎がかっかと燃え、黒い煙を吐き出している。玉座のいちばん近くに、すがるように頭を伏せていた赤毛の少女が頭を上げ、あえぐように息をした。

「母さま」

　ジンジャーは囁ささやいた。静まりかえった宮廷の中に、その音は異様に大きく響いた。

「母さま。母さま――頑張って。頑張ってよ。俺おれのも、みんなのも、使える力は全部使っていいから――頑張ってよ、母さま。死なないで。死なないで」

　愛娘の哀願の声が耳に届いているのかいないのか、〈女主人〉はぴくりともしなかった。瞳ひとみの色の変化がいっそう激しくなる。

　炎が火花を散らして大きく揺れる。





　そしてサー・マクスウェル、〈非在館ノーウエア・ハウス〉の主もまた、石の彫像のように長いあいだ椅い子すの上で身じろぎもしていなかった。時もなく、在ってなきこの場所で、「長いあいだ」という言葉がどれだけの意味をもつかは不明ではあるが。

　巌いわおのような巨体となめらかな禿とく頭とうに、赤い光が反射している。ひとつは天球儀の上に浮かびあがった、赤い光の編み目からの反射、そしてもっと明るくまばゆいばかりのもう一つは、壁の棚のひとつで小さな星のように燃えている、真紅の液体をおさめた小瓶の光。棚板からわずかに浮き上がり、見えない手に支えられるように、かすかに上下しながらゆっくりと脈打っている。それ自体が一つの生きた心臓であるかのように。

　頬ほおからごつい顎あごにかけて、深い皺しわが刻まれていた。全体として年齢を感じさせないこの大魔導師が、奇妙なまでにいまは年老いて見えた。人間の時間にしてほぼ二千年を閲けみしてきた古のヘブライの智者、十字架の主と親交を結びつつも、その同類の親友への為なしように深く絶望して、自らを封じて世界と人類に縁を切った〈さまよえるユダヤ人〉。その強固な意志を宿した顔に、深い疲れと、押しひそめられた逡しゆん巡じゆんがあった。

　天球儀の上で光が揺れた。すでにあちこちが黒く侵食された光の編み目に、また一つ、新しい染みがじわりと広がる。片眼鏡モノクルのむこうで、灰色の太い眉まゆ毛げがきびしくひそめられた。

「クリスティーナ、クリスティーナ」ほとんど唇を動かさずに彼は呟つぶやいた。

「クリスティーナ――わが友の娘にしてその血肉、そして彼女を愛するものの魂。わが身にかけた誓いが、今はこの身を縛る。クリスティーナ、呪のろわれし影のシモン、そしてあの東洋の少年。私はどうすればよいのだ？　どうすべきなのだ？　教えてくれ」

　苦渋に満ちた視線を壁の瓶に向ける。生き物のようにあたたかな脈動を続ける真紅の液体を収めた小瓶は、ぬくもりのある光を波のように周囲に広げている。

「教えてくれ、わが友よ。私は手を出すべきでないのか。すでに立てた誓いを守ってただ見ているのが、正しい道なのか。一度は見切った世界に、ふたたび心を寄せたこと自体が、間違っているのか。教えてくれ」

　じわりと闇やみの侵食が広がる。

「教えてくれ、わが友――イエスよ」

　外で石の怪物ガーゴイルが哀かなしげな叫び声をあげた。〈非在の地ノーウエア・ランド〉の木々は恐ろしげにざわめき、主の心の揺れに同調するかのように、渦を巻く風に身震いして波立った。

　サー・マクスウェル、〈さまよえるユダヤ人〉、十字架の友アハスヴェールは、存在せぬ時と場所の中に黙して座りつづけ、その間にも、英国をおおう地脈には、病巣のような黒い影が、じわじわと領土を広げつつあった。



    

  
    
      
第三幕　血と灰の王冠



　　　　あなたは、そうさね――やっぱりあなたですな。

　　　　何百万の縮れ毛を植えたかつらを被っても、

　　　　何尺の高さある履物を履いても、

　　　　あなたは、依然としてあなたですよ。

　　　　

――メフィストフェレス



　　　１



「うわわっ!?」

　走っていた足が勝手に前へすべり出て、遼りよう太た郎ろうは素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげた。

　背中が硬い岩をこすり、足が空中に突き出る。身体からだが投げ出されるまぎわにあやうく身をひねり、岩をつかんだ。

　間一髪で断だん崖がいからぶらりと垂れさがった。一気に体重のかかった肩が抜けそうに痛む。顔をしかめながら、じりじりと身体を引きずり上げた。

　手はざらざらとした岩を確かにつかんでいるのだが、目にはほとんど見えない。暗黒の中にかすかな輪郭が反転した影のようにちらつくばかりで、そもそも足をつっこむまでそこにこんなものは断じて存在しなかったはずだ。

　砕けた石が半透明に透きとおりつつ、足もとの暗黒へ落ちていく。

　ぞっとして見送ったあと、頭を振って、汗に濡ぬれた髪をはらいのけた。胸もとに入れた真紅の結晶を確かめる。――大丈夫、落としていない。もっとも、なくした時点でたちまち身動きがとれなくなって、あの監禁部屋へ逆戻りなのだろうから、なくせばすぐわかるというものだろうが。

　呼吸を整え、「よしっ」と自分に気合いを入れて、立ちあがった。

「クリスティーナを捜す。――〈魔術師シモン〉を捜す。会って話をする。どうしてこんなことをしたのか、こんなことをするのか、話をする。それから、連れて帰る」

　力を入れてくり返した。

「――僕らの家にもう一度、みんなで帰る」

　どれくらい暗くら闇やみの中を走りつづけているのか、遼太郎にはもうわからなくなっていた。

　ここに時間の流れがあるのかどうかは知らないし、たぶん、ないも同然なのだろうが、少なくとも遼太郎にとっては、身につけたこの紅あかい結晶が尽きるまで、という制限が課せられている。取りだしてみるたびに、少しずつではあるが、結晶は確実に痩やせていた。最初は小指ほどあった長さが、今は三分の二ほどに減っている。全体的にもひと回り小さくなって、心なしか輝きも弱まったようだ。

　レギーネはこの結晶が尽きるまでにクリスティーナを見つけてくれと言っていた。よろしい、見つけようではないか。あのいまいましい、横暴で自分勝手で、人の話を聞かないむかっぱらの立つ主人には、ちゃんと道理を説教してやるのが従僕の務めというものだ。それでなくとも、言ってやりたいことは山ほどある。

　深呼吸して、慎重に一歩前へ踏み出した。こんどはちゃんとした地面が――本当に地面かどうかは保証がないが――足の裏に触れてほっとした。ここでは何もかもが流動的で、一時も同じでいるものがない。さっきのように、平らな地面を走っていたと思ったら、いきなり崖がけっぷちを踏み越えていたりする。周囲の景色もしょっちゅう変わる。今は夜明け前のように暗く、かすかな岩間の輪郭が銀色に光っているだけだが、ついさっきまでは、じりじり焦げつくような太陽の下を、砂を蹴け立たてて走っていた。

　熱くて乾いた空気に喉のどを灼やかれながら、遠くに見える蜃しん気き楼ろうの影をめざして進んでいたところ、とつぜん、このひんやりした夜に飛びこんで、そして転落しかける憂き目にあったのだ。ここが通常の空間ではないことくらい、しっかり意識しておくべきだとはわかっているが、あまりにも真に迫った幻影に、ついここが真実の世界ではないことを忘れてしまうのだ。

　最初は一歩一歩、注意深く歩を進めていたが、自然に足が速くなり、また走り出す。なんといっても時間は限られている――ほとんどない、と考えなければ。砂時計の砂の役割を果たす結晶は、一秒ごとにどんどん細っていっている。それまでに、この魔術的迷宮の中心にいるクリスティーナと、〈魔術師シモン〉をつかまえなければ。

　ふいに視界が明るくなり、青い月光がまわりに満ちた。二つの人影が岩の上に立ち、遠い下方を見わたしている。銀色の髪の若者と、茶色い衣を纏まとった、背を丸めた老人。どさりと木の枝から雪の塊が落ち、幻が消え去る。

　ふたたびべつの情景。飾りたてられた室内で、炎の青色の瞳ひとみをした娘と銀髪の若者が向かいあっている。非人間的とさえ言える無表情を保った娘に対し、青年は死人のように青ざめて、怯おびえているようにすら見える。

　血の臭においと煙が鼻をつく。金髪の娘を抱いた青年が、必死の形相で追跡してくる火か焔えんの指先を打ち払っている。いくつもの叉またに分かれた火は多頭の蛇のように動いて、何度切り払われて散ってもふたたび集まり、執しつ拗ようにふたりを追いかける。

　そしていつか見たような光景。禿とく頭とうの大魔導師の前に、金髪の娘が跪ひざまずいている。その腕の中には真紅の目をした銀髪の少女。娘の目はもはや炎の青ではなく、猫の瞳の緑。かみしめた唇から声がほとばしる。『そう、レギーネ。そうだ。そうだとも』



『そして私がクリスティーナだ――そうだろう？』



　畳み込まれた幾千もの記憶を走りぬける。銀髪の侍女を連れた男装の美女は、あちこちで噂うわさと逸いつ話わとスキャンダルをまき散らしながら、傲ごう然ぜんと世紀と世界を通りぬけていく。ウイーン、パリ、新大陸をへてインド、アフリカ、北京ベイジン、そして日本。

　緋ひ色いろの袴はかまをひるがえして舞う少女を見た。それが自分の祖母の若き日の姿であることがはっきりとわかった。白黒の古い写真の中に凍りついていた少女が、今、燃える屋根の上で魔と対たい峙じする。矢じりの先には黒衣の青年。ムツキ。今は霧む月つきと名乗る彼。

『おまえは、わたしの滅すべき、魔だ』

　矢がまっすぐに空中を裂き、黒衣の青年の胸をつらぬく。炎の中で鋼鉄の鎧よろい武者が傾き、崩れ落ちるのと同時に、目の前の舞台もくるりと回る。

　ロンドンの雑踏――一年前の自分自身。一族から見放され、異国へ追いやられて、自暴自棄になっていた。鞄かばんを奪われ、道にも迷って、行く先も、この先どうしてよいかもわからずに、ただ異国のちりにまみれて右往左往していたあの日。

『遅いぞ、少年！』

　蝙こう蝠もり羽の猿――バイロン卿――に引かれていった先で出会った、長身の、男装の美女、エメラルド色の、猫の瞳ひとみ。

『安心しな。おまえはもう地獄へ戻らなくていいんだから』

『だっておまえは、今日、ここで、消滅するんだからね』

　爆散する異界のものと暴風、渦巻く衝撃波と勝ちほこったほがらかな笑い声。白銀の翼つばさを生やして宙に舞い上がる銀髪の少女。その全身からは凶悪な刃やいばが伸び、繊細な容よう貌ぼうは天使の彫刻のように美しくも残酷だ。

『クリスティーナ・モンフォーコン！　この詐さ欺ぎ師しめが！』

『アレックスじゃない、バシレウス・サロモンだ！』

『助けて！　助けて……！』

『ほんとに？　これ、シシィにみんなくれるの？　りょーたろーだいすきっ』

『あの……、こちら、ミス・クリスティーナ・モンフォーコンのお宅でいらっしゃいますか……？』

『ご機嫌よろしゅう、遼りよう太た郎ろうさん――迎えに来てもいただけないなんて、ひどいんじゃありません？』

『み、見んな！　みみみみ、見んなって言ってんだろバカアスパラ！』

『シャルロット・ド・モンセギュールだ、異教徒』

『あなたには謝ります、リョウタロウ。ごめんなさい、そして、ありがとう』

『〈魔術師シモンシモン・マグス〉……！』

　回転する記憶の回り舞台。クリスティーナの記憶から自分自身の記憶へ、一瞬ごとに組み立てられてはまた組み替えられる舞台装置。わき目もふらずに遼りよう太た郎ろうは走りつづけた。

　過去をふり返っている暇は、今はない。見つけなければならない者、見つけなければならない未来は、別にある。それはこの国で経へてきた出会い、事件、くぐり抜けてきたひとつひとつの出来事と、にぎやかな日々の中から出てきた、たった一つの宝物だ。

　Home, my sweet home.　愛いとしきわが家はここにあった。かけがえのない家族をひとりずつ見いだし、築きあげてきた日々のさきにここがある。開くべき未来はまだ見えないが、それでも、自分がどうありたいか、どうすべきかだけは知っている。足は止まらず、定まらない空間の流れ動きつづける地面を、遼太郎はまっしぐらに駆けた。

　ふいに、終わりが来た。足が止まる。まったく突然の、暗くら闇やみと、終しゆう焉えん。

　先ほど転落しかけた断だん崖がいですらなく、ただ、ぷっつりと道が途絶え、空間そのものがそこからは消えている。いくら進もうとしてもその先に踏み出すべき場所はなく、ふり返ると、過去ばかりが目まぐるしく流れる通りぬけてきた迷宮があるばかりだ。

　焦って、遼太郎は道筋の光であり遺のこされた時間である結晶を取りだした。もはや針のように細り、少し力を入れただけで砕けてしまいそうだ。わずかな光と炎のなごりがほそぼそと輝いていはするが、あと体感でも数分もしないうちに、砂時計の砂は落ちきってしまうように思われた。

　遼太郎は心臓が沈みこむような絶望をおぼえ、すぐに頭をふるって、その思いをはね飛ばした。絶望している時間はない。まだ猶ゆう予よは残されている。結晶の最後のひとかけらが解けきってしまうまで、まだ時間はあるのだ。取りもどしたいものがあり、伝えたいことがあるなら、絶望などしている暇はない。クリスティーナ、美み弥や子こ、和かず音ね、シシィ、シャルロット、アレックス、かけがえのない人々のいる日々が……

　ふと気づいた。結晶は手の上で一秒ごとに痩やせていきつつあるが、蒸発するかすかな虹にじ色いろの蒸気のなかに、なにか、うごめく影がある。

　ぱっと振り向く。目前には、通りぬけてきたこれまでの日々がある。暴風のような、驚異と衝撃の事件に満ちた、けれども不思議に充実した一年。それらの出来事のぼんやりとした反映が、蒸気の中に揺れているのだった。ゆらりゆらりと立ちのぼる結晶の霧は、ほのかに発光しながら、ひとつひとつの事件の絵を描いている。にせ霊れい媒ばい事件、ロンドンの女吸血鬼、シオン聖騎士団の襲来、クリスタルパレスの大冒険、ラーオ博士の怪異のサーカス。

　雷光に撃たれたように、答えが遼太郎の頭を殴りつけた。

「そうか。――わかった」

　すでに髪の毛ほどの細さになっている結晶を手に、遼太郎は先もなく、道もない暗闇をきっと見すえた。

「僕は、先へ、進む」

　ひとことひとことを区切るように、遼りよう太た郎ろうははっきりと前方に向かって言った――不確定な未来へ、これまで歩いてきた道の、まだ見ぬその先へ。

「この先、どんなことが待っているのか、僕は知らない。でも、僕は先へ進む。でなければ何も始まらないし、何も、終わらない。僕はこの事件を終わらせて、クリスティーナといっしょに家へ帰る。美み弥や子こや和かず音ねたちの待ってる、僕たちの家ホームへ。これが僕の意志、積みかさねてきた僕の道を造りあげる、石の最後のひとかけらだ。

　さあ、――道よ、開け。僕は、いく」

　光があふれた。

　暗黒に閉ざされていた前方から明るい光がさしてきて、まっすぐな細い道が、銀色の橋のようにそこへ向かっているのが見えた。遼太郎は怖れもせず一歩踏み出した。細い道は広々としたロンドンの街路同様、しっかりと足下を支えた。急ぐこともせず、大おお股またに、自信を持って遼太郎は進んだ。

「おや！」

　手の上で真紅の結晶が完全に蒸発すると同時に、ぼんやりとした橙だいだい色いろの灯あかりに照らされた空間に遼太郎は踏みこんでいた。正面に巨大なガラスのフラスコがあり、中身は泡立っていて見えない。フラスコの前には二人の長身の人影があり、そのうち一人が、おどろいたようにこちらをふり返った。銀髪がなびいてフラスコの発する光を反射する。

「驚いたね、君、どうやってここに？　あの拘束をどうやって抜け出したんだね？　まさかまた、気が変わったというんじゃあるまいね、わが友よ。君は最後の最後に気まぐれを起こすのがひどく好きなようだが」

「私は知らない」

　平坦にクリスティーナは応じた。

「私がずっとここにいたのはあなたも知っての通りだろう、〈魔術師〉。――それに、私がこの空間内で何かやったりすれば、たちまちあなたに伝わらないことはないはずだ」

　そう言いながらも、クリスティーナはわずかに頭を動かしてかたわらを見た。レギーネが、つつましく頭を下げ、よき侍女らしく両手を前に組み合わせて控えている。

「まあいい、原因を究明しても仕方がない。いずれにせよ、どうしたところで君に逃げ場はないのだ、〈産霊者〉くん」

　フラスコに背を向けて、〈魔術師シモン〉は両手を広げてこちらに向かいあった。

「むしろ、連れてくる手間が省けて助かったかね。――それとも、最後の抵抗でも試みようというのかい？　虚むなしいことだと思うがね」

　遼太郎はぐっと顎あごを引き、腰を落として身がまえた。自然に全身の毛が逆立ち、神経が怒った猫のようにいっせいに攻撃態勢をとる。

　膝ひざが震えかけるのを無理に抑えて、迫り来る相手を見た。狂気の笑みを浮かべる美び貌ぼうの青年の双そう眸ぼうは、地獄の釜かまのように、煮えたぎり目くるめく、呪のろわれた血の真紅だった。





　がくんと頭が手からすべり落ち、ウィリアム・リース警部はぎょっとして目を開けた。

　目に入ったものがすべてまるで見慣れないもののように見えた。がたの来た衣装箪だん笥す、汚れた皿が積みあげ放題の洗い場とささやかな調理台、捜査資料がぎっしりの棚、綿のとびでたソファ、テーブルの上のパイプと、出しっぱなしのブランデーの瓶。

　椅い子すの背に乱暴に投げかけた上着――泥まみれで、あちこち破れ、ほとんど原形をとどめていない。ようやく残った端切れには、返り血が点々と飛びちっている。よくもまあ、他人に見とがめられずに帰れたものだ。

　ブランデーが覚えている量の半分以下になっている。なんとなく喉のどの奥にぴりぴりした強いアルコールが残っているような気がしたが、それより舌が糊のりづけしたようになっていて、口を開けるのも一苦労だった。冬眠からさめる熊くまめいたうなり声をあげつつ、深みにはまりこんでいた肘ひじ掛かけ椅子から身体からだを持ちあげる。

　暖炉の火はとうの昔に消えていて、室内はひどく冷えていた。寒さに歯をがちがち鳴らしながら、新聞紙を丸めて炉に放ほうりこみ、石炭入れの中身をぶちまけて、火をつける。ぷすぷすと紙がいぶりだし、やがて、安あん堵どするような暖かい橙だいだい色いろの炎が立ちあがるまで、膝をかかえて暖炉の前敷きの上にうずくまっていた。隣の寝室に横たわっているもののことはなるべく考えないようにして。

　見慣れたキャノン・ストリートの、二間続きのぼろフラット――警察ヤードに奉職するようになって以来、ほぼずっと住み続けている場所だ。いつもは古手袋のようにぴったりなじむその空気が、今日は異様な緊張に満ちていた。

　原因はわかっている。

　寝室にいまは『死体として』横たわっている、あの男だ。

　どうやってここまで戻ってきたのか、記憶はあまり定かでなかった。骨の髄まで疲れきっていた。断片的な記憶をつなぎ合わせようとしたが、どうしてもきちんとした形では再構築できなかった――あの下町の阿あ片へん窟くつで、自分を吸血鬼と称する青年に会い、話をしたところまでは確かだ。だが、そこから先となると――？

　警部は頭をかかえて呻うめいた。あれは実際にあったことなのか？　泥ど鰌じよう髭ひげをなびかせたチャン・イーが、地獄の炎のような目をした悪鬼と化して腕にかじりついてきたことは？　津波のように押し寄せてきた、獣の顔に変わった阿片中毒者の群れは？　無我夢中でピストルの引き金を引き、老人の血と肉が飛び散るのを目にしたことは？

　そして頭部のなかばを吹き飛ばされたはずの死体がなおもしがみついてきて、首を締めあげようとしたことは？

　それから、あの東洋人の青年が――。

　隣室でかすかに床のきしむ音がした。

　警部はびくっと跳ね上がり、頭をかかえていた両手を反射的に上へあげた。それからその格好がどんなに間抜けに見えるかに気づき、歯を食いしばって、むりやり身体からだの脇わきにひきつけた。

　なにをやっているのだ、と自らを叱しつ咤たする。

　吾わが輩はいはウィリアム・リース、スコットランド・ヤードにその男有りと言われた、鋼鉄リースだ。その鋼鉄リースが、女のかせいだ金をちょろまかそうとしているところを見つかったぽん引きみたいにびくびくして、ちょっとした物音にも飛びあがっている。われながら、なんという醜態だ。なっとらん、全まつたく、なっとらん。普段若いやつらに言ってきかせている、警察魂はどこへ行ったというのだ。

　再び、なにかの軋きしむ音がした。がさごそと小さなものが動きまわる気配、何かをかじるような音。窓の外に目を走らせる。もうすぐ日が暮れるところだ。夕刻？　ついさっきまで夜だったような気がしたのに。ほぼまる一日、このソファの上で阿あ呆ほうのように眠りこけていたというのか。この鋼鉄リースが。

　なっとらん。どうしようもなく、なっとらん、全く、何もかも――

　ようやく身体が温まってきた。慎重に立ちあがり、関節がばきばき音を立てるのにうなり声をかみ殺す。冷えきった骨と筋肉は、そう簡単にゆるんではくれない。

　しかし、いつまでもこうしてはいられない。隣室で横たわっている――彼――が、そろそろ目を覚ますはずだ。昨日あったことが、もし本当であったならだが。四方から襲いかかる人鬼どもの爪つめと歯をくぐり、必死になって殴り、蹴けり、拳けん銃じゆうをぶっ放し、その間じゅう、自分の隣を吹き荒れる黒い嵐と、銀色の稲いな妻ずまを見ていた。黒衣をひるがえし、こともなげに人間の手足をへし折り、首を引きちぎっていた黒髪の東洋人と、異様ななめらかな身体からハリネズミのように突き出た刃やいばで、縦横無尽に飛びまわっていた銀色のヒトガタ。〈ドクトル・アヴァランシュ〉。

　黒い嵐と銀色の稲妻の通過したところ、どこでも次の瞬間には血の雨が吹き上がり、寸断された人体の部品が宙に舞った。もしあの嵐と稲妻の援護がなかったら、いかに鬼警部ビル・リースであっても、あの場を抜け出すことはむずかしかったろう。よしんば抜け出しえたとしても、その後、どう言いつくろえばいいのだ？　大虐殺があったのだ。警察官として、市民に銃口を向けた事実は言い訳できない。いかに柄のわるい地区とはいえ、また、集団で襲われたという事実があるとはいえ――

　三度、隣室で何かの軋む音がした。

　警部は心を決めて立ちあがり、嫌がる足を無理に進めて、寝室のドアの前に立った。

「おい」

　囁ささやくような声になった。

「その――起きているのか？」

「起きている」冷静な声が中から返ってきた。

「ベッドを感謝する。入ってくれ。あまり気持ちのいい客でなくてすまない」

　ドアを開ける前に深呼吸すると、覚悟して、ノブをつかんで中へ踏みこんだ。

　彼はいた。黒いインヴァネスはきちんと壁の釘くぎにかけてある。白いシャツは警部のとはちがって汚れ一つ、破れ目ひとつなく、たった今プレスされたようにきちんと整っている。それまで寝ていた――死んでいた――とは、とうてい信じられない。昏くらい目をあげて警部を見た。

「面倒をかけて申し訳ない。手をかけさせたついでに、そこの篭かごのを一羽とってくれないか。さすがに少し餓うえている」

「あ、あ、――ああ」

　ふらふらと壁際に置かれた篭に歩み寄った。中でごそごそと生き物が動いている。篭を引っかき、トントンと脚を鳴らす音が響いてくる。

　蓋ふたを開け、中から生きたウサギを一羽つかみ出した。部屋へ戻ってくる途中、どこかの食料品店で、篭ごと買ってきた覚えがぼんやりよみがえってきた。新年がせまっていて、生きた血の温かい動物となると、鶏にわとりかウサギくらいしか売れ残っていなかったのだ。

　鼻をひくつかせるやわらかい生き物を青年に手渡す。「すまない」と青年は答えて受け取り、口へ持っていこうとしたが、途中で手をとめて、ちらりと警部を見た。

「忠告するが、たぶん、あなたは見ないほうがいい。いくらあなたが鋼鉄の精神の持ち主でも、あまり気持ちのいい光景とはいえない」

「う、うむ」

　多少ばつの悪い思いで警部は背を向けた。青年は部屋を出ていくのを待っていたようだったが、警部が動かないのを見てとると、肩をすくめて食しよく餌じにとりかかった。大きく口を開け、あわれな生き物の小さな喉のどにかぶりつく。か細い悲鳴があがり、ふわふわの手足が宙を掻かいて、やがてぐったりと垂れさがる。ほとんど音を立てることもなく、ごく静かな、品のいいと言ってよい吸い方だったが、音と気配を背中で感じている警部にとっては、肌の粟あわ立だつような体験だった。

「そこにまだいるつもりなら、もう一羽とってくれ」

　言われるままにとって渡した。ふたたび悲鳴ともがく気配、しばらくして、軽いものが床に落とされるぽとりという音。

「もう一羽」

　しばらくすると篭かごのウサギはほとんどいなくなり、青年は黙って唇をぬぐっていた。かすかな血の匂においがしている。

「気分のいいものじゃないと言っただろう」警部のこわばった肩の線から抑えきれない嫌悪と恐怖感を読み取って、青年は静かに質ただした。

「それでも出ていかなかったのはあなたの意志だ。しかし、正直言って感謝している。昼間の間に心臓に杭くいを打ち込まれても、こちらは文句を言えない。なのにあなたはあの穴蔵よりはるかにいい隠れ家と、おまけに食しよく餌じまで用意してくれた」

「借りは返さんと気がすまん主義でな」

　そろそろと向きなおる。青年は半身を起こし、ベッドのヘッドボードに背をあずけて、こちらを見ていた。シャツの襟に、針で突いたように血が飛んでいる。食餌をすませたせいか、血の気のない肌に心なしか色が戻っていた。闇やみ色いろをした瞳ひとみの奥に、わずかに紅あかいひらめきを見た気がして、かすかに寒けを感じる。

「それに、いろいろと訊ききたいこともある。あんたは――」

「霧月ムツキだ」

「ムツキ、あんたはあの女詐さ欺ぎ師しとなんの関係がある。吾わが輩はいにあの女の姿をした暗殺者を、あんたは知っているのか。そいつとはどんな関係がある。あんたは――」

「頼まれた。ただそれだけのことだよ」

　疲れたように目を伏せて、霧む月つきは答えた。男にしては長い睫まつ毛げが瞳を隠す。

「頼まれた？　誰だれに」

「彼女に。クリスティーナ・モンフォーコン。彼女には、あなたの言い方を借りるなら、いささかの『借り』があってね。それで今回の騒ぎだ。もっとも、彼女に会って話したときには、こんな大騒ぎになるとは思っていなかったが」

「大騒ぎ？　どれのことだ。モンフォーコンの家が焼けたことか、あの家の周囲で起こっている酷ひどい事件か、それとも昨晩のあれか」

「どれもこれもだ。根はひとつの、ある人物の手によって引きおこされている。〈魔術師シモンシモン・マグス〉」

「魔術師マグス？」

　警部はあんぐり口を開けかけて、ぴしゃりと閉じた。

「貴様、吾輩をからかっとるのか？　この世に本物の魔術師などおらん、サーカスのテントの中ならまだしも、魔術師など――」

　言葉は口の中ではっきりしなくなり、最後はもぐもぐと不ふ明めい瞭りように消えた。

　魔術師など、存在しない。するはずがない。そんなことをはっきり言い切れる自信を、警部はすでに持てなくなっていた。

　なにしろ、クリスティーナの顔をした暗殺者が死体も残さずに消え去るのを目の当たりにし、双そう眸ぼうを燃え立たせた人鬼の群衆に引き裂かれかけ、正真正銘、生き物の血を吸う生ける死者リビング・デツドと、たった今こうして言葉を交わしているのだ。

　魔術。魔術師。そんなものなどいない、魔術や魔法などすべて詐さ欺ぎ師しのまやかしだと思ってきたが、それを超える異常事態につぎつぎと遭遇しておいて、いつまでも頑固に自説にしがみつけるほどの頭の固さは、さすがの鋼鉄リースも持ちあわせていなかった。

　吸血鬼の青年は底知れぬ瞳ひとみでじっと警部を見つめていた。

「……まあいい。で、その、〈魔術師シモン〉とやらいう輩やからは、いったい何をしようとしとるのだ。どうせよからんことだろうが」

「だろうね。まだ僕にもわからない。僕はただ、異常事態に備えて待機している遊軍、といったところだから」

　腹の上に手を組んで、霧む月つきは膝ひざを組みかえた。

「ただ、その『よからぬこと』が間近に迫っていること、ロンドンどころか英国全域、悪くすればヨーロッパから世界ぜんぶを呑のみこみかねない、悪夢のような事態になりかねないのは確かだ。ロンドンのあちこちに建っている、黒い石の塔を見たか」

「あ？　ああ。見ずには五十フィートと歩けん数で建てられとるからな」

　その石の塔はなんとかいう新しい会社の広告で、新年とともになにか催し物がその周囲で行われるらしい。二、三日前からさかんにチラシが配られ、警部も目にしていたが、なんとなく気味の悪いものを感じて捨てていた。

「あれも彼の仕業だ。〈魔術師シモン〉。彼はあの仕掛けを使ってロンドンの、それから英国の大地の力と、おそらくは人間の生命力を集中して、何事かを為なそうとしている」

「なんと！」

　警部はあわてて立ち上がり、低くなっている天井にあやうく頭をぶつけかけた。

「そのことと、クリスティーナ・モンフォーコンはなにか関係しとるのか？　あの女詐欺師――魔術師が？　しかしいったい、何が目的で」

「わからない。彼女にとって、〈魔術師シモン〉は仇きゆう敵てきのはずだった。少なくとも、これまではずっとそうだった。なのにあの火事の夜から、彼女はあの男に協力している。跡あと部べ遼りよう太た郎ろうも、彼女によって連れ去られた。シモンのもとに」

　警部は口を開けかけて、また閉じた。言うべき言葉が見つからなかったのだ。頭の中では数百、数千の疑問と謎なぞが渦巻いていたが、口に出せるような形にはどうしてもまとめることができなかった。何もかも奇妙で、変ちきで、頭がおかしい。自分の知らないうちに、世界中がそっくり三流の怪奇小説に呑みこまれてしまったような気がする。昨夜のあの脱出劇など、いかにもそういう本に書いてありそうな出来事だ――自分自身がその中に巻きこまれていなければ、鼻で笑ってくずかごに投げ込んだだろうに。

「新年の真夜中。一月一日の、午前零時」

　静かに霧む月つきは言った。

「おそらく、何かが起こるとすればその時だ。チラシに書かれた無料の景品や催しに牽かれて、大量の人間があの尖せん塔とうの周囲に集まる。あの石の塔は、ロンドンの大地に流れる力をゆがめ、別の目的に使用するための道具だ。推測だが、たぶん、いざ人間が集まったときに、その生命を吸いとる道具でもあると僕は思う。今のところは〈影の宮廷〉が地脈の乱れを抑えて、致命的な事態になるのはまぬがれている、だが、ここに欲望に染まった人間の生命が大量に流れこんだら、〈女主人〉でさえどうにもできないだろう」

　ふたたびわからない単語が出てきたが、警部は聞きたださなかった。聞いてもおそらく理解できないだろうし、話がややこしくなるだけだと感じたのだ。それよりも大事なのは、なんとか――そう、その〈魔術師シモン〉とかいう悪党が、ロンドンと英国民を巻きこんで、どえらい悪事をやってのけようとしている、という事実。

　刑事として理解できるのは唯一、犯罪と、その影にいる悪党を追いかけ、捕まえることだ。そちらにしがみつこうと、警部はあがいた。

「ああ――その、なんだ、シモンとかいう不ふ埒らちな悪党の居場所はわかっとるのか。つまり犯人がその男なら、そいつをとっ捕まえればそれでいいのだろうが」

「わかっていたら苦労はしない」

　平坦な声にかすかに苛いら立だちが混じる。

「〈影の宮廷〉も、〈評議会〉も、血眼になって捜してはいるのだろうが、相手ははるかに格上だ。なにしろ二千年の歳月を経へた化け物だからな。おまけにそこに、今は〈聖杯〉が――クリスティーナ・モンフォーコンが加わっている」

　話がどんどん荒こう唐とう無む稽けいになっていく。警部は自分にわかる世界の言葉に意地でもしがみつこうと、歯を食いしばった。

「打つ手はないというのか？」

「相手が動くまで。今は」

　霧月はちらりと窓に目をやった。きっちりと閉じた木戸のむこうには、新年をあと二日後に控えた、ロンドンの夜の喧けん噪そうがある。

「あなたにクリスティーナの顔をした人形を差し向けたことや、あの阿あ片へん窟くつの件は、あの男にしてみれば単なる牽けん制せい、ほんの遊びにすぎない。問題は一月一日、午前零時のその瞬間に、何が起こるかだ。

　僕の考えでは、その瞬間に全精力を傾けるために、今、あの男はほかのすべてを排除している。僕やあなたにかまっている暇はもうないはずだ。こちらは問題の瞬間にそなえて、準備しておくことしかできない。もっとも、何が起こるかわかっていない以上、どんな準備をしておけばいいのかもわかりはしないが」

「吾わが輩はいはわかるぞ。ネズミ穴からネズミが頭を出した一瞬を押さえればいい、そういうわけだな」

　無理に重々しい声を出して、警部は胸を叩たたいた。

「犯行の時間と場所がわかっとるんだ。こっちはその時間にその場に張り込んで、姿を表した奴やつを逮捕すりゃあいい、そういうことだろうが。難しく考えるのは好かん。痩やせても枯れても、吾わが輩はいはスコットランド・ヤードの刑で事かだ。この英国に対して犯罪を犯そうとする奴がいると聞いては、黙って見過ごすことなぞできん」

　霧む月つきはしばらく、目を見開いて警部のいかつい顔を見つめた。

　それから顔を伏せて、肩を震わせはじめた。顔を覆った手の下から笑い声がもれてきて、やがて、押さえきれないくすくす笑いに変わった。警部はむっとした。

「何がおかしい。若造めが」

「失礼」

　まだくっくと喉のどを鳴らしながら、霧月は謝罪した。冷たい仮面めいた顔に笑みが浮かぶと、食しよく餌じのあとで肌が生気を帯びているのもあいまって、端正な顔立ちの、生きた普通の青年のように見えた。

「あなたのような人は好きだ、警部。確かに、とても簡単だな。犯人を見つけて、捕まえる。実に明白だ。さすがはヤード魂、といったところか」

「当然だ」



    

  
    
      



    

  
    
      　いくぶんか自信を取りもどして、警部は胸をそらした。

「ロンドンと英国を犯罪者から守るのが、われわれ警察の人間の使命であり誇りだ。そ奴やつがなんと名乗っていようが、どんな人間だろうが、吾わが輩はいの手から逃れることはできんとも。必ずひっとらまえて、両手に輪縄をかけてやる。このウィリアム・リースに向かって舐なめた真ま似ねをしたことを、十二分に後悔させてやるとも」

「その意気だ」

　霧む月つきはヘッドボードから背を離し、片手を上げた。物陰から〈ドクトル・アヴァランシュ〉がするすると進み出てきた。

「あなたのことは巻きこまないつもりでいた。……だが、どうやらそういうわけにもいかなくなったようだ。ここに、僕が持っていても仕方のないものがある。あなたにあげよう。好きに使ってくれ」

「なんだ？」

「銀の弾丸だ」さらりと霧月は言った。

「〈影の宮廷〉じきじきの、生命の魔法がこめられている。阿あ片へん窟くつで襲われたような相手や、その他ほか、真の生命に反する存在に対しては、きわめて強力な武器だ。鉛の弾丸では効かないような相手も、その弾なら倒せる。もちろん、すべてが、というわけではないが」

　唖あ然ぜんとした思いで、警部は変哲もないボール紙の箱を受け取った。

　何箱かあって、ずしりと重い。〈ドクトル〉はつぎつぎとテーブルに箱を積んでいく。一つ、蓋ふたを開けてみた。見慣れた銃弾とは微妙に輝きの違う、鈍い銀色の弾が、武装をととのえた兵士のように、頭をそろえて、きっちりと並んでいた。
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「で、ここへ来て、何をしようというのだね、〈産霊者〉くん」

　魔術師の口調は背筋をビロードの手袋でそっと撫なで上げるようだった。きわめてなめらかで、肌触りがよく、かつ、その下には鋭くとがった爪つめがある。親しん戚せきの子供を迎えるように、魔術師は端正な顔にこぼれるほどの笑みを浮かべている――地獄の真紅の瞳ひとみだけがその顔を裏切っている。

「さっきも言ったように、抵抗は無駄だよ。君に自力でここから出る算段はできないし、どんな相手であろうと、この空間に入ってくることはできない。私以外の人間はね。それは君のご主人でさえ同じだ。彼女は私に協力すると言い、臣従を誓った。私の言葉に反することはできない、そうだね、わが友よ」

「その通りだ」

　クリスティーナは淡々と応じた。

「結構。で、重ねて訊きくが、君は何をしに来たのかな、〈産霊者〉くん？　抵抗はあきらめて、命いのち乞ごいでもしにきたとか。もっとも、そういう面構えでもなさそうだが」

「話をしに来た」

　じりじりと動きながら遼りよう太た郎ろうは言った。頭の後ろがひきつるように痛む。ここに満ちている力の量は膨大だ。それがすべて、白く泡立つ中央の巨大なフラスコに集中している。目を凝こらしたが、泡と白い光の散乱にさえぎられて、何が入っているのかはっきりとは見えない。ぼんやりとした輪郭が、ときおり中に揺れるだけだ。

「話？　それはまた。いったい、なんの話をだね」

「うちの困ったわがままで勝手でどうしようもないご主人が、また、なんの面倒に僕を巻きこんでくれたのか、問いただしに来ました」

　切り口上で遼太郎は言った。銀髪の魔術師の顔が微妙に変化した。貼はりついたような笑顔から作り物めいた感じが消え、あっけにとられたという顔になった。

「問いただしに？　ご主人を？　つまり、クリスティーナにかね？」

「そうですよ。ちょっと、ねえ、クリスティーナ」

　とっておきの不穏な口調を使って、遼太郎は背を向けたままのクリスティーナをじろりと睨にらんだ。

「あなたが僕に何の相談もせずに面倒なことばっかり持ってくるのにはもう慣れました。だいたい初めて会ったときから、僕の意向にはなんの関係もなく化け物退治に巻きこんでくれたし、言うことは聞かないし、徹底的に身勝手なのは重々わかってたし。けど、ちょっと今回は度が過ぎてますよ。僕はお給金だってもらってないのに、いくらなんでも、このあつかいはないでしょう。人のこと従僕扱いにするんなら、ちゃんとそれなりの扱いをしてください。でなきゃ僕だってやってられません。確か、雇い人をやめる時には、一か月前に辞意通告ってのをしなきゃならないんでしたっけ」

　いきなり、シモンが弾はじけるように笑い出した。両手を打ち合わせ、道化のように跳びはねて、宙返りせんばかりのいきおいで馬ば鹿か笑いを続ける。クリスティーナはうんざりした顔で、師であり同盟者である男を見やった。

「ああ、もう好きなだけ笑えばいいだろうよ。こういう子なんだ、この従僕くんは。いやになるほど頑固で田舎いなか者もので物わかりが悪くて、頭にくるほど察しが悪い。今この状況でこのお説教が吐けるくらいなんだ。私がどんなに苦労していたかわかるだろう」

「ま、確かに」

　いななくような笑い声を上げおえてから、まだ苦しそうに身体からだを折り曲げて魔術師はぜいぜいと息をついている。

「どうやって拘束を抜け出してここへ来たのか知らないが、いろいろと目にしたものも、怖い目にもあっただろうに、さて君の顔を見て、言った台詞せりふがこれとはね」

「訊きいたところでどうにもならないくせに」

　投げやりにクリスティーナは呟つぶやき、ゆっくりとこちらを向いた。いつものきびきびとした動きからはほど遠い、どこか夢遊病めいた動きに、遼りよう太た郎ろうはふるえた。

「つまり君はこういうわけだ、従僕くん、――なんだって私がここにいる旧知の友とまた手と手をたずさえる気になったのか、そのためになんだって君までここへ連れてきたのか、君と私、そしてこのご友人とで、何をするつもりなのか――まあ、そういうところなんだろう」

「わかってるなら、僕が言う必要はないですね」

　傲ごう然ぜんと遼太郎は頭をそらした。

「言っときますけど、いいかげんな話じゃ僕は満足しませんよ。あなたときたら、人の質問にちゃんと答えてくれたことなんて一度もないんだから。いつだってはぐらかしてばっかりで、ほんとのことなんて言ってくれたためしがない。で、どうなんです？　僕、辞意通告とかいうのをした方がいいんですか、それとも、まあなんとか我慢できないこともない程度に、納得できる話をしてくれるんですか、どうなんですか？」

「まあまあ、友よ。ご両人、ちょっと待ちたまえ」

　クリスティーナは口を開きかけたが、そこへ、魔術師が割りこんできた。まだ抑えきれない笑いに肩を揺らしながら、〈魔術師シモン〉は、なれなれしくクリスティーナの肩に手をかけ、厭いやそうな顔をするのもかまわず、シャツの襟元をもてあそんだ。

「どうやら、ここは私が仲裁に入ったほうがよさそうだね。なんといっても、わが友よ、君にもともと話を持ちかけたのは私だし、その条件によって君は私に協力することを承諾して、この結果になったんだから。あまりご主人を責めてはいかんよ、君、従僕くん。責めるなら私か、〈産霊者〉に生まれた自分の運命にしておきたまえ。私ならいくら責められようが恨まれようが気にもしないし、君が自身の運命を恨んだところで、こちらは痛くも痒かゆくもない」

「あんたの無駄口は聞きたくない」

　きっぱりと遼太郎は撥はねつけた。

「ちゃんと僕の問いに答えてくれるんならいい。けど、誰だれを恨むとかなんとかいう話ならお断りだ。クリスティーナが話さないっていうんなら、あんたでもいい、ただし、本当のことを言うと約束してほしいな。あんたはこれまで思わせぶりなことばかり言って、ひどいことばかりしてきた。そんな相手の話を、鵜う呑のみにできると思うか？」

「これはまた、ひどく嫌われたものだ。だが今回は、ちゃんと真実を告げると誓うよ。ねえ、わが友よ？」

　親しげにシモンはクリスティーナの脇わき腹ばらをつついた。

「ちょうどいい機会だ、この壮図の要である〈産霊者〉、君に、どれだけ自分が重要な役割を果たすか、取るに足りない人間の身が、新しい世界の扉を開く鍵かぎになるか、教えて感動させてあげるのもいい。異存はないね、わが友よ？」

「あなたがそう思うなら」

　抑揚なくクリスティーナは吐き捨てた。「好きにすればいい」

「よしきた」

　魔術師はしなやかな手をこすりあわせた。白い指がなめらかに動き、蛇が舌を鳴らすような音を立てる。

「まずは、こいつを見てもらおうか」

　芝居がかって手をあげる。フラスコに満ちていた泡が鎮まり、透明になった。

　ほのかな光を帯びた液体の中に、何かが浮かんでいる。靄もやのような淡く長い髪を周囲に漂わせ、膝ひざをかかえて身を丸めた、それは一個の人体だった。

　眠るように目を閉じ、膝のあいだに顎あごを埋めた顔は直視もはばかられるほどに美しい。しかし、そのどこかに、遼りよう太た郎ろうは見慣れた相手の顔との相似を見てとった。

「クリスティーナ……？　いや、違う、これは――」

「まさに」

　魔術師はフラスコに近寄り、愛いとおしげにガラスの表面を撫なでた。

「これはかつて何度か挑戦し、そのたびに失敗してきた、〈聖杯〉の血を使ったホムンクルス、人造の器だよ。ここまで安定して成長した例はこれまで一度もない。むろん、以前は私の技術も劣っていたし、知識も十分ではなかった。だが今は違う。私は知識も、力も増し、以前にはるかに勝る叡えい智ちを手に入れた。

　この空の〈器〉は、今の〈器〉――〈聖杯〉、クリスティーナ――を象かたちどった上で、さらに強力な生命力をたたえることができるように改良を施してある。今はまだこのフラスコから出すことはできない。現在のままでもあまりにも強力な力の源なので、外に出したが早いか、たちまち拡散してしまう。塩のかたまりを水に落としたようにね。

　安定させるためにはさらに強固な核となるものを作成して、独自の存在として確立できるようにしなければならない。塩のかたまりを水さえ通さないほど固く押しかため、殻でおおうようなものと考えてくれればいい。その作成のために君と、クリスティーナ、そしてそこの、かわいいお嬢さんの中にいる魂なる〈Chiristiena〉の協力が必要になったと、そういうわけなのさ」

「ちっとも説明になっていない。クリスティーナとレギーネは別としても、僕が必要なのはどういうわけだ？　僕はほぼなんの力もないただの一般人だぞ、おかげで一族からも見放されて、故郷を追い出されたくらいの」

「それは君、それから、言っちゃなんだが君のご一族がもの知らずだったおかげさ。私にとってはたいへんありがたかったがね」

　にやにやとシモンは指を振った。

「君は〈産霊者〉だ、少年。――どういう意味かわかるかね？」

　遼りよう太た郎ろうは黙っていた。わかるくらいなら、こんなところでこんな相手と話していない。

「まあ知らないのも無理はない」

　得々としてシモンは続けた。

「〈産霊者〉とは非常にまれな存在だ。正直、君が目の前に現れるまで、私自身、実在するとは夢にも思っていなかった。あのイエス・キリスト――はっ！　救世主キリストが聞いてあきれる！　――でさえ、他人の傷や病を癒いやし、昏こん睡すい者しやに生命を呼びもどすまでの力を持っていても、君にはとうてい及ばないだろう。

〈産霊者〉とはね、少年、その名のとおり、『霊を産む』のだよ。自身は単なる中継点であり、ほかの人間と区別はつかないが、適切な術の要として使用されれば、大量の霊的なパワーを集中させてまとめあげ、まったく新しい霊的存在を産みだすことができる。しかも、パワーの量によっては、これまで誰だれも、そう、キリスト教が〈神〉として奉ってきた、あの実体のない空虚な神など、台風の前の塵ちりのように吹き飛ぶものを」

「僕にそれをやらせようというのか？」

　ゆっくりと腰を落としていきながら遼太郎は言った。少しでも相手に隙すきがあれば飛びかかるつもりでいたが、気楽そうに身ぶり手ぶりをつけてしゃべっているシモンには、恐ろしいほど隙がなかった。ちょっとした目配りや手の動き、歩き回る脚の一歩にさえ、まったくつけいる隙がない。しゃべらせておいて、油断を狙ねらって一撃なりと加えようと考えていたが、どうやら甘かったようだ。額ひたいに汗がにじんできた。

「僕には信じられない。そんな大層な力が僕にあるわけがない。そんな力があるなら、お祖ば母あさまは、僕を英国へ送ったりはしなかったはずだ」

「逆に、こう言うこともできるのではないかね。そういう貴重な力を持っているのに気づいたからこそ、争いを避けるために、国外へ逃がしたのかもしれないと」

　シモンの唇が愉快そうにゆがむ。

「単に一族の争いの種になるような子供を置いておきたくなかったのか、かわいい孫を醜い争いに巻きこむのを防ぐためだったのかはわからないがね。しかし、君が自分の力を自覚していなかったとは言わせない。シモン騎士団の一件をどう考えるね？　君は天なるキリストの慈愛の象徴、〈聖心臓セイクリツド・ハート〉を、一時的にとはいえ地上に顕現させ、その語る言葉を代弁した」

「あれは――」

「自覚してのものではないといいたいのだろう？　わかっているとも。〈産霊者〉とは単なる中継器、力を集中し顕現させるための存在だ。あの時、君にはほとんど個人としての意識はなかったはずだ。騎士団の前で、自分の語った言葉を覚えているか？　だれか他人が、自分の口を借りてしゃべっているようではなかったかね？」

　遼りよう太た郎ろうは下唇をかんでうつむいた。くやしいが、シモンの言うとおりだった。

　あの時、遼太郎は力を求めた。戦うための力ではなく、争いを収め、怒りをなだめて、平和を取りもどさせるための、融和の力。唯一覚えていた呪じゆ文もんを唱えた気がする。〈逆さロンドン塔〉の底で、地脈に開いた穴を塞ふさぐために必要な力を集めるため、皆で力をあわせて唱えた呪文。

　それを口にするうちに、しだいに自分という意識は後退し、ただ、世界中から流れ来る河の流れを受けいれる海のように茫ぼう漠ばくとして、渦巻く力がある一点に収しゆう斂れんするのを眺めていた。手の中にあった赤い結晶、〈聖杯〉の、血の一滴。それが変化し、成長し、蛹さなぎから羽化する蝶ちようのように、翼つばさを広げて飛びたっていくのを歓喜とともに感じていた……

「器なき力は拡散して、やがて消え去る」

　シモンは言った。

「君の求めた力は、〈産霊者〉としての君の力に従って、〈聖心臓〉という一個の霊的存在として形をとり、存在し、消滅した。つまりあの時、君はほんの一時とはいえ、〈神〉を産みだしたのだ。キリストの血によって媒介されたためにああいった形をとったが、あれはまぎれもなく、君が産みだした新たなる高位の霊的存在――〈神〉だ」

「そんなこと、僕はしていない」

　遼太郎は言ったが、語尾が震えた。心の奥底で、この銀髪の魔術師が、真実を語っていることを感じていたのだ。喉のどにからむ呼吸を無理に押し出す。

「言ったろう、〈産霊者〉としての君自身の意志は介在しないのだと。君は力の導管であり、それをまとめ上げるための交点であり、きわめて貴重な存在だ。自分が何をしたか、しているのか、自覚がないのも無理はない。自分では知るよしもなかったろうし、私以外に、君のようなまれな存在が実在すると知るものもなかったろうからな。

　たいていの愚かな人間は、天に『神』なる万能の存在が坐いまし、自分たちを見つめていると信じている。実にばかばかしい。そんなものはいっさい存在しないのだと知る私としては、滑こつ稽けいなことこの上ない。――ああ、そう言えばあの時も、君が一時的に産みだしたあのかりそめの存在にすぎない〈神〉を、自分の信じる主、キリストの顕現と信じた馬ば鹿かな騎士がいたな。おかげで余計な手間をかけさせられたが、君という貴重な存在を見いだすことができたのについては、感謝しなければ」

「騎士モーリスを侮辱するな！」

　思わず遼太郎は怒鳴った。敵同士として出会ったとはいえ、彼はりっぱな人間であり、高潔な精神を持った騎士だった。もし別の立場、別の時に出会っていられれば、どんなによかったろう。シャルロットが愛し、今も遼太郎の心に大きく残っている神に仕えた聖騎士を、あざ笑うようなことは絶対に許せない。

「おや、怒らせたかね、それはすまない。しかし、この世に〈神〉などというものが存在するという誤ご謬びゆうは正されるべきだと私は思うんだよ、君、実を言うと、ここにいるわが友と、かつて目指していた夢もそいつが究極の目的でね。

　この世には〈神〉などいない。七日間で天地を創造し、天国と地獄を造り、人間たちを最後の審判に追いこむ、父なる神なんて嘘うその皮だ。もちろん〈神の子〉、イエス・キリストなんてのも、たわごとだ。あれはただの大工の息子で、母親が浮気をしてこしらえた、表に出せない私生児にすぎない。産まれるときに、普通の人間よりも大きな生命力と、それを他人に分け与える力を、自然がうっかり持たせてしまった、ただの失敗作だ――本当なら、もっと知恵のある、別のだれかに与えられるはずのものを」

　シモンの言葉に熱が入ってきた。

「なのにもっと愚かな人間どもは、そんな愚か者をよってたかって祭りあげ、あげく、ありもしない〈神と精霊と御子〉なんてお題目を考え出して、すっかり世界じゅうにのさばりかえってしまった。なにも見えない羊どもが！　ありもしない救いや、神の慈愛や、死後の審判、地獄の脅しで尻しりを叩たたかれて右往左往、まったくもってお笑いぐさだ。はっ！

　この世には神も天国もない、最後の審判も救世主の再臨も決して来ないと教えてやったら、やつらはどんな顔をするか？　いや、何もしない、何もしないさ、ただむきになって地団駄を踏み、意地っぱりの子供みたいに理屈にもならない理屈を怒鳴り立てるだけだ、なんの役にも立たないのに。

　やつらは導いてくれる者がほしいだけなんだ、それこそめえめえ鳴く羊の群れみたいに。絶対的な力のもとに支配され、支配されることで安心していたい、それが我らが愛すべき大衆の正体さ。つまり、奴隷でいるほど楽なことはないからね。何も考えず、主人たる〈神〉の言葉に従っていればそれですむ、自分で何か決めたり、考えたりするような面倒なことはしたくないというわけだ。

　よろしい、だったらそうさせてやろうじゃないか」

　両手を前へ突き出し、餓うえたように空をつかむ。

「この世に〈神〉はいない。それなら、私が〈神〉を造ってやろう。お望み通り、絶対的な力を持ち、この世を圧倒して、生も死もすべてを超越する、唯一無二の存在を。

　慈愛溢あふれる主人かどうかまでは保証しないよ、なにしろ巷こう間かん言われるところの〈神〉だって、しょっちゅう怒っては人間をひどい目にあわせているんだから。ちょっと気に入らないからって洪水を起こしたり、街を焼いたり、自分に従うかどうか見るためだけにひどい不幸に突き落としてみたり――とにかく、聖書じゃそういう話じゃないかね？

　だから今さらどんな〈神〉の支配を受けても文句はないだろうよ、なんせ自分たちが、そういう酷ひどい神様の下で呑のん気きにめえめえ鳴いているんだ。欲しがったのはやつらで、こっちじゃない。欲しがってるものを与えてやるだけだ。絶対的な支配、力と恐怖、導きと安定、無秩序なこの世界に完全な秩序をうち立てる、偉大なるもの」

「で」

　無感動に遼りよう太た郎ろうは言った。

「それを造るのがあんたっていうわけだ。それを、操るのも」

「操る？　誰だれがそんなことを言ったかね」

　心外そうにシモンは腕を広げ、肩をすくめた。

「私はただ民が求めているものを与えてやるだけだよ。支配などという、面倒くさい行為にはなんの興味もない。神なき世界に〈神〉を与えてやるという、純粋に利他的な目的なんだ、これは。ま、多少の実験的興味は否定しないがね。

　この世界はこれまで、いつわりの神に目隠しされてきた。ありもしない〈父なる神〉だの、〈精霊〉だの、〈主の再臨〉だの。私はそういう、かわいそうなやつらの目を覚ましてやりたいんだよ。間違った教えを信じこまされて、脇わき道みちに入りこんでしまった羊どものために、真の〈神〉とはどういうものか教えてやる。救世主キリスト？　救い主イエス？　は、は、私生児の、お人ひと好よしなだけの、愚か者の私生児をお大事に奉ってきた、かぼちゃ頭ども！　やつらにはいい気味だ。本当の〈神〉、本当の〈力〉ある存在というものを思い知れば、どいつもこいつももう少しかしこくなれるだろうさ。この無秩序なとんでもない世の中の混こん沌とんに、少しはましな指針を与えてやろうというんだ。連中が求めてるとおりの絶対を。少しは感謝されてもいいんじゃないかね、だろう？」

　シモンは口を閉じた。わずかに呼吸を荒げ、肩で息をしている。にたにた笑いは耳まで裂けんばかりに広がり、白い歯は牙きばのように鋭い。赤い瞳ひとみは狂ったようにきらめき、真紅の輝きが渦を巻いて地獄の底を写している。

「それで」

　遼太郎は声をひそめて問いかけた。考えはほとんど頭の中で固まりつつあったが、確かめておくべきことがあとひとつある。

「僕のはまあいいとして、じゃあクリスティーナとレギーネにとって、あんたの話に乗る意味はどこにあるんだ。〈聖杯〉と〈器〉。そこにあるフラスコの中身を造るのに、彼女たちの協力が必要なのはわかった。けど、必要だからっていうだけで力を貸してくれるほど甘い人じゃないのは僕がいちばんよく知ってる、たとえ鼻先にニンジンをぶらさげてやっても、鼻息で吹き飛ばして騎手ごと泥池に放ほうり出すへそ曲がりなんだ、この人は。いったいどんな交換条件を出して、この人を納得させたんだ？」

「さっきの説明でもまだ察しがつかないかね。かわいそうに」

　シモンは冷笑した。

「彼女は〈聖杯〉だ。至上の生命の霊液をたたえた器として、世界中から追い求められ、何代にもわたって監禁され、言うに言えない虐待を受けてきた。ありがたい『信仰』の名のもとに、ありえない屈従と死を受けいれさせられてきた。

　だが新たな、そして真の〈神〉が降臨すれば、イエス・キリストの名などなんの意味もなくなる。むろん、その血も、その血を受け継ぐ〈聖杯〉も、もはや無意味だ。

　まったき自由が手に入るのだよ、少年、それが私が彼女に提示した代償だ。私のもとから逃亡して四百年、彼女は常にさまざまな相手の追撃の手を逃れ、戦い、身をひそめて生きてきたのだ。〈聖杯〉である運命を背負い、代々の血の記憶に苦しめられつつ。

　だがもう、その苦難の連鎖もおしまいだ。〈Chiristiena〉は、自由なのだ。新たな、そして真なる〈神〉のもとでは、イエスの名を唱えるものなど誰だれもいなくなる。その血を求めるものも、その娘たちの監獄を維持してきたものたちも、みな〈神〉の力にひれ伏さざるを得なくなる。イエスの名と血に意味がなくなれば、〈聖杯〉を求めるものも、縛るものも、いっさいが消え失うせる。自由だ、少年、自由だよ。〈聖杯〉は、生まれて二千年間の苦難と逃亡を経へて、ようやく完全な自由を手に入れることができる、それが、私がクリスティーナに差しだす代償だ。そうだろう、クリスティーナ、〈聖杯〉よ？」

　最後のひとことには鋭いあざけりが満ちていた。クリスティーナは顔をそむけただけだった。舌を鳴らしてシモンはふくみ笑った。

「さあ、少年、私はすべての問いに答えたかな？　まだ何か、言いたいことはあるか？　あるなら言ってみたまえ、少年、聞いてあげるから」

　遼りよう太た郎ろうはまっすぐに視線を返した。言うべき言葉は、すでにはっきりとしていた。

　遼太郎は言った。

「あんたは、馬ば鹿かだ」





「……なんだって？」

　たっぷり十秒間ほどの間があった。

　シモンの笑みはまだ消えていなかったが、大きく広がった唇のはしに、それとわからないほどの醜い引きつれが走った。彼は一歩前に出た。

「私の耳がおかしくなったかな？　今、君が、私を馬鹿だといったような気がしたが」

「ああ、言ったとも。何度でも言うよ。あんたは馬鹿だ。大馬鹿だ」

　前よりも明確にそう言い捨てると、そのままクリスティーナのほうを向いて、立て板に水を流すように遼太郎はまくし立てた。

「ほんとにあなたって人は、なんだってまたこんな馬鹿な相手の馬鹿話に乗ったりしたんですか？　コヴェント・ガーデンでいんちき薬を売ってる商売人でも笑いますよ、これは。なんだってこんなの、いつもみたいにとっとと戸口から蹴けり出して、おととい来いって言ってやらなかったんです。いっつも人のこと、さんざん阿あ呆ほうだの田舎いなか者ものだの間抜けだの好き勝手にくさしておいて、なんですか、とことん間抜けなのはあなたのほうじゃないですか。馬ば鹿かとつきあうと馬鹿になるって、言ったのはどなたでしたっけね。いちばんおかしい時のアレックスだって、ここまで変じゃないですよ。少なくともアレックスは自分のやってること――まあ、半分くらいだけど――わかってるし、ほんとのところはとってもいいやつだけど、そこの馬鹿は、アレックスがわかってるほどにも自分のやってることの意味がわかってない。そんな馬鹿につきあう必要がどこにあるんです。馬鹿はほっといて、帰りますよ、クリスティーナ。うちへ帰ったら、まずみんなに謝って、それから、いっぺんでいいから僕の言うことをきいて、自分で部屋を片づけて、帽子だの靴だのぽいぽいそこらへ放ほうり出すのやめてくださいね。あと泥のついたブーツで、ホールの絨じゆう毯たんどかどか歩くのとか。自分で片方ずつ靴を拾ってそろえて磨いて、泥だらけの絨毯にしがみついてブラシ使ってみれば、僕がどれだけ苦労してるか身にしみてわかりますよ。神だのなんだのいう馬鹿の馬鹿話に、つきあってる暇はないんです。ああ、そうだ、きっとクリスマスの準備だって、途中で放りだしてきたんでしょう。シシィや伯爵夫人にも、謝るのはあなたの役目ですからね、僕は知りませんよ。ラドルさんだってきっと腕によりをかけて料理を準備してたってのに、食べそこねたら、あなたの責任ですからね」

　ここまで一息にしゃべり立てて、遼りよう太た郎ろうはぴしゃっと口を閉じた。腕を組み、返事を待つように口をとがらせて片脚に体重をかける。

　クリスティーナは文字通り唖あ然ぜんとしていた。シモンも同様に。

　大声で馬鹿の連呼もさることながら、霊液をたたえたフラスコの神秘的な光と、内部の最高の秘術の産物の、夢見るような美しさに充みたされた魔術空間の中で、いきなり泥だらけのブーツだの帽子だの、ホールの絨毯だの、クリスマスの料理だのという実に世俗的な語が飛び出すのは、場違いを通り越して、ほとんど冒ぼう涜とく的てきとさえ言えた。

「あなたほどの人が、なんだってわからないんですか」

　不当な扱いを受けた従僕にふさわしいふくれっつらで、遼太郎は下唇を突き出した。

「いいですか、そこの馬鹿はね、ただ単にむかしある人間に負けて、それが気に入らなくて、二千年間もうじうじうじうじずーっと根に持ってたんですよ。しかも、相手はそんなこと、気にしてもいなかったのに」

　シモンの片かた眉まゆがぴくりと跳ねた。遼太郎はかまわずに続けた。

「まあそのおかげでよけい腹が立ったのかもしれませんけどね。それで、その相手が死んだあとになっても、なんとかして相手に勝とうとして、自分のほうが相手よりほんとは勝ってたんだってことを世間に見せつけてやりたくて、うだうだいろいろ企たくらんじゃよからぬことに手を出して、馬鹿は馬鹿らしく馬鹿ばっかりやって、他人に迷惑かけまくって、そのあげくが、僕とあなたってわけです。いいかげんにしてほしいですよ、まったく。そこの馬鹿も、キリストも、〈聖杯〉も、新たなる〈神〉とかいうのも、僕にとっちゃ全部、おんなじくらいに馬ば鹿からしいんです。そんなものなくったって僕らはちゃんとやってきたし、これまでだって、ちゃんとやっていけます。二千年間ずっとそうだったのに、今さらその馬鹿が、横から馬鹿な手を出してくるなんて、それこそ馬鹿そのもので、余計なおせっかいこの上ない。〈神〉がいない？　だからどうだっていうんです。羊だろうがなんだろうが、僕らのそこそこ平和な暮らしに、馬鹿な他人が横合いから馬鹿な嘴くちばしをはさむ筋合いはどこにもありゃしません。そりゃあなたがもうちょっとまともなご主人になってくれるんなら僕としても変化に賛成しますけど、こんな馬鹿にそそのかされて、馬鹿な方向に曲がられるんじゃ、とうてい黙ってられませんからね！」

　不気味な沈黙が降りた。

　フラスコがごぼりと音を立て、夢のような人工の器はふたたび泡の中に姿を消した。低い作動音がかすかに聞こえている。遼りよう太た郎ろうは軽く息を乱していた。はじめの畏怖や恐れは怒りの勢いでどこかへ吹き飛び、全身がかっかと熱い。

　シモンはあいかわらず貼はりついたような笑みを浮かべている。だが、もはやその目はかけらも笑っていなかった。地獄の釜かまの底のような瞳ひとみはいよいよどす黒く燃えくすぶり、毒の煙をあげんばかりに煮えたぎっている。むき出された白い歯の列が、ずらりと並んで動かない。きっちりと合わさった歯の間から、きしるような音がもれた。

「どうやら君は従僕の教育を間違ったようだね、わが友よ」

　きわめて優しくシモンは言った。猫を撫なでれば尻尾しつぽから頭まで真っ二つになるのではないかというくらいの、比類ない猫撫で声で。

「よくもまあ、こうも主人とその友人を面と向かって罵ば倒とうできたものだ。こういうのは気にくわないね、わが友よ。君は主人として、この少年に礼儀というものをもう一度叩たたきこんでやるべきだと思うんだが、違うかね、わが友よ？」

「――ああ」

　クリスティーナはそう応じて、ゆっくりと進み出た。インヴァネスがひるがえり、大きな動作で剣が引き抜かれる。柄に飾られた赤い宝石がまばゆいきらめきを放つ。

　遼太郎は油断なく一歩下がり、片手をあげ、利き足をひいて身がまえた。

「……そうだな。少々、甘やかしすぎたかもしれない。レギーネ」

「はい、お嬢さま」

「おまえは手を出さなくていい。見ているだけだ。止めるんじゃないよ」

「承知しております、お嬢さま。どうぞ、ご存分に」

　少女はうやうやしく一礼する。

　ほんの二、三秒、クリスティーナは従順に下げられた銀髪の頭を見つめていたが、何かをふりきるように、勢いよく遼太郎に向きなおった。黄金の巻き毛が宙に舞う。

「痛めつけるのはいいが、殺さないでくれよ」

　からかうような口調で、シモンが注意した。

「手足の一、二本はかまわないが、首を飛ばすとか心臓を一撃とか、そういうのはなしだ。彼にはとりあえず、生きててもらわないと困るんでね。仕事が終わったあとどう始末するかは君の勝手だが、まあとにかく、死なない程度に注意してくれたまえ」

　クリスティーナは返事をせず、ただまっすぐに剣先を遼りよう太た郎ろうに向けて、構えた。

　遼太郎もあらためて、防御の構えから一歩進んで、攻撃へ移行する構えを見せた。

　シモンは観察者の姿勢をとって背後の影に身を溶け込ませた。彼とレギーネが片隅に控えている以外、研究室はからっぽだった。泡の奥から見え隠れする虹にじ色いろの光と影だけが、対たい峙じするふたつの輪郭を、黒々と浮き上がらせている。



　　　３



　先に動いたのはクリスティーナの方だった。ほとんどなんの気配も見せず、いきなり足下から鎌かま鼬いたちのような一撃を送りこんでくる。

　飛びすさった遼太郎は、幼いころからさんざん身体からだに叩たたきこまれてきた体術と戦闘術の記憶が、津波のように流れ戻ってくるのを感じた。ほとんど意識することもなく、屈かがんだ姿勢から脚を出して、相手のブーツめがけて蹴けりを放つ。



    

  
    
      



    

  
    
      　クリスティーナの身体からだが重さを持たないもののように浮く。遼りよう太た郎ろうの蹴けりをかわしたそのまま、一気に距離をつめてきて、烈れつ駁ぱくの気合いとともに剣を振りおろしてきた。のけぞるように背を反らし、続けざまに後ろへ宙返りすることでふたたび距離をとる。クリスティーナは剣を下げ、ふたたび間合いをつめる体勢になった。ふたつの視線が空中に見えない火花を散らす。

「いつか、君に言ったことがあるな、少年。『力なき者の言葉になど、世界は一顧だにしない』と」

　剣の向こうからクリスティーナが囁ささやいた。猫の緑の瞳ひとみがまっすぐにこちらを貫く。

「覚えてますよ。確か、シシィの事件の時でしたよね」

　少しずつ移動しながら遼太郎は応じた。頭の奥のほうでは、解き放たれた戦闘の勘と本能が、全力で回転している。

　物心ついたときから押しつけられてきた鍛錬と忍耐を、すべて無駄だと信じたこともあった。だが無駄ではなかった。そのために、今、ここにいる。遼太郎は焦げるようなクリスティーナの凝視を、しっかりと受けとめた。

「僕はシシィを殺そうとしたあなたを止めた。――いや、止めようとした。あの時の僕は国から出てきたばかりの腰抜けで、本当にあなたが剣を振りおろしたなら、止める力なんてどこにもなかった。もし、レギーネが傷ついたおかげであなたが引かなかったなら。本気を出したあなたを、僕には止めることなんてできない。たぶん、今でもそうだ。僕はあいかわらずなんの力もないただの子供で、頑固で、もの知らずな田舎いなか者ものだ」

「それだけわかっているなら、なぜ私の邪魔をする。私が何を求めているかは、さっき聞いただろう。自由。もはや何にも追われず、監視もされず、逃げることもない自由。

　それこそ私とレギーネが、四百年間、求め続けて得られなかったものだ。それがようやく手に入るというのに、君のような馬ば鹿かな子供に邪魔されてたまるか」

「僕が馬鹿なら、あなただってそうです」

　剣がひらめく。輝線を紙一重で避よけ、刃やいばの下をくぐり抜けて懐にせまる。ひねりを入れた一撃を脇わき腹ばらに叩たたきこもうとして、するりとかわされた。同時に、突きだした腕のつけ根に正確無比な斬ざん撃げきが来る。

　チッと音がして、布きれと血のひとしずくが飛んだ。身を低くした遼太郎はコマのように回り、その姿勢のまましりぞいた。肩に熱いものを感じる。押さえてみると、べったりと血がついた。シャツの一部といっしょに、皮一枚あたり持っていかれたらしい。

「あなたとレギーネ――〈Chiristiena〉が、どれだけの苦難を積みかさねてきたかは知っています。〈魔術師シモン〉が、あなたに何をしたかも。なんで知ってるかなんて訊きかないでください、ただ、知ってるんです。だから言うんです、あなたは、馬鹿だ」

「馬鹿が馬鹿同士で、馬鹿なことを言いあってる」

　うるさそうにクリスティーナは剣を振った。刃先の血が床に滴したたる。

「自分が馬ば鹿かだという自覚があるんなら、さっきの長広舌はいったいなんだ？　偉そうに、何もわかっていない田舎いなか者ものだと自覚があるなら、他人を馬鹿呼ばわりするのはつつしむことだ。君に何がわかる？　どうやって知ったかなんて訊きく気もないが、何があったかわかったからといって、私の気持ちがわかるなんて陳腐な台詞せりふは吐かないことだ。正直に言って、私は非常に気分を害してる。怒り狂っている、と言ってもいいくらいに」

「だったら僕の首を落としてみたらどうなんです」

　挑発的に遼りよう太た郎ろうは身を前へ乗り出した。

「あるいは心臓をひと突き。できるでしょう、あなたなら。本気のあなたには勝てないって、僕はさっき言いましたよね。あれは本心です。これでも、相手の実力を読むくらいのことはできます。あなたくらいの剣士が、僕程度の中途半端な修行しかしてない子供一匹、仕留められないはずがない。そうじゃないですか？」

　かすかな歯ぎしりの音が聞こえた。

　あたった、と頭の後ろの獣がほくそえむ。

　シモンに言われたとおり、求める『自由』を手にするために遼太郎が必要ならば、何があっても、術の焦点たる遼太郎に、致命傷を負わせるわけにはいかない。

　クリスティーナの剣に、いつもの冴さえがないのはそのせいだ。遼太郎に捨てるものは命以外に何もないが、今のクリスティーナは、あまりにも多くのものに縛られていすぎる。そこが、つけめだ。

「『自由』を手に入れるためだと、あなたは言う」

　遼太郎は言った。

「けど、それはほんとうに『自由』なんですか？　他人の言うことをきいて、そのご褒美で与えられる『自由』が？

　そんなもの、与えた人間の気が変われば、いつだって取りあげられるかもしれないんですよ。そんなまがいもののために、あなたは、あんな年季の入った馬鹿に膝ひざを折るんですか。いつだってへそ曲がりで意地っぱりで、誰だれかに頭を下げるのが大嫌いなあなたが、よりにもよって、あなたの敵だった男に這はいつくばってみせるんですか」

「黙れ！」

　剣風が頬ほおをかすめた。一瞬の冷たい感触とともに、なまあたたかいものが頬を伝い落ちる。口の中に流れこんできた血の滴を、遼太郎は吐きだした。

「いいえ、黙りませんね。あいにく、従僕教育に失敗されたんで。直すつもりがあるんなら、ちゃんと家へ帰ってからにしてください」

「貴様……」

「脅かしたってききません。僕はやっぱり無力かもしれないし、たぶんいまだにその通りなんだろうけど、でも、黙ってられないことも、譲れないこともあるんです。この英国で、ロンドンで、僕はそれを見つけました。そしてその中には、あなたも入ってるんです、クリスティーナ」

「黙れと言っている……！」

「守れるなんて思わないし、できるとも思わないけど」

　斬きられた前髪が視界の端を落ちていく。顎あごまでつたった血を、ぐいと遼りよう太た郎ろうは拭ぬぐった。

「僕がこの英国に来て、ほぼ一年です。その間に、たくさんのことを見て、たくさんのことを経験しました。いいことも、悪いこともいろいろあったけど、その日々のつながりがなかったら、今僕はここで、こんな風にしてません。ここへ来たばかりの日の僕だったら、とうてい、あなたに向かってこんな口をきくことなんてできなかった、でも、今は違う。一年間で見てきたものが、僕に譲れないものをくれた。あなたは」

　血のついた指を、遼太郎はクリスティーナにつきつけた。

「あなたはいったい何を見てきたんです、この四百年間？　いや、それ以前に、そこの馬ば鹿かについて歩いてた間も、いったい何を見て、何を考えてきたんですか？

〈聖杯〉の娘と出会ったことはあなたを変えた。なら、また変わることの、何が怖いんですか？　四百年間世界を旅をしてきたあなたが、今さら二千年前のちまちました恨みにえんえん凝こりかたまってる、しょうもない馬鹿につきあう必要がどこにあるんですか」

　剣が打ちこまれる。かわす。緑の瞳ひとみは火を噴くように迫ってくる。

「家に帰りましょう、クリスティーナ。僕たちの家に」

　遼太郎は繰り返した。さとすように。祈るように。

「あなたがほんとに自由なら、誰だれに許可をもらわなくても、今すぐだってできるはずです。誰かにご褒美で下げ渡されたお情けの『自由』が、ほんとうの自由だなんて、あなた真面目まじめに信じてるんですか、クリスティーナ？　クリスティーナ！」

　言葉にならない叫び声をあげて、クリスティーナは突進してきた。

　遼太郎は避よけなかった。剣先はまっすぐ、首筋を目指して振りおろされた。

　焦げつくような緑の瞳と、落ちつきはらった少年の黒い瞳が、くくりつけられたようにしっかりと絡みあった。

　高い音がした。

　クリスティーナは小さな声をあげて、手を押さえた。剣が落ちて、床に転がる。遼太郎は立ったまま動かず、唇を引き結んで、膝ひざをついたクリスティーナを見つめていた。

　首筋がひりひりする。頸けい動どう脈みやくの真上に、剣圧でできた赤い痣あざがひと筋、剃かみ刀そりで擦こすったようにくっきりと走っていた。クリスティーナのブーツの踵かかとのそばに、手術に使うような小さなナイフが落ちて、光を反射している。

「そこまでだ」

　影から溶け出すようにシモンが姿を表した。別のナイフをもう一本、物憂げに片手でもてあそんでいる。

「殺さないようにと言ったはずだよ、わが友よ。われわれの計画に、その少年が不可欠だということを忘れてもらっては困る。よくもこれだけ無礼な口のきける子供を雇っていたものだな、君は。同情に値するよ。さぞかし腹の立つことも多かっただろうね？」

　荒い息をつきながら、クリスティーナは顔をそむけた。

　ナイフに打たれた手の甲は青黒い痣あざができていたが、皮膚は裂けていない――血は流れていない。貴重な〈聖杯〉の血が流れ出ないよう、手加減したことはあきらかだった。クリスティーナを傷つけまいという、ごく人間的な気づかいとはまったく無関係に。

「まあ、賢明な君がそんな子供のたわごとに耳を貸すとも思えないが」

　なめらかにシモンは言い、遼りよう太た郎ろうに視線を移した。道化たとさえ聞こえる口調に反して、その視線は、猛烈な憤怒と憎悪に煮えくりかえっていた。

「それでもこの子にはもう黙ってもらうほうがよさそうだ。そろそろ儀式の準備も始めなければならないし。あまり時間がない。忘れないでおくれ、わが友よ。自由は目の前にある、自由だよ、君と君の恋人が、四百年かけてついに得られなかった自由が、目の前にある。いいかね、忘れてはならないよ、愛するわが友よ。私の計画が完遂されなければ、それもまた皆、泡のように消えてしまうことを」

「黙ったほうがいいのはあんただ、この、二千年ものの大おお馬ば鹿か野や郎ろう」

　血が出たせいか頭がくらくらする。肩の傷を押さえながら、遼太郎は悪態をついた。

「あんたも、あんたの〈神〉も、みんなそろってクソクラエ、だ。そんなくだらない話に他人を巻きこむゴキブリ並みの頭しか持ってないなら、どっかの隅っこで、自分同様カビの生えた残飯でもかじってろ、二千年前の恨みをぐちぐちあいかわらずぼやきながら。なにが〈魔術師シモン〉だ。どんなに大層に名乗ったって、あんたなんか、ラドルさんの剥むいたじゃがいもの皮一巻きの値打ちもあるもんか！」

　ぐらっと視界が回った。

　血を失ったせいで気絶したのか、それとも魔術師が何かしたのか、どちらともわからないうちに、遼太郎の意識は、ふたたび闇やみにおおわれていた。



    

  
    
      
終幕Epilogue、そして



　　　　ああ、おれは生まれてこねばよかった。

　　　　

――ファウスト



　十二月二十九日。三十日。三十一日。

　大おお晦日みそか。

　クリスマスにくらべれば、新年はさほどキリスト教徒にとって重大な祭りではない。それよりはあとに控えた復活祭やそのための準備に忙しいのが常だが、それでも、古い年が逝いき、新しい年が生まれ来るのは、だれでも心が浮きたつものだ。

　なかでも今年は街を歩けば角ごとにぶつかる黒い広告塔がある。新年がその足を英国に踏みいれると同時に、きわめて気前のよい催しがその周囲で行われるとあって、まだ午後も早いうちから、すでにあたりには人だかりができていた。手に手に、透かしの入った上質の紙をひらつかせて。

　宣伝文句に催しの詳細や賞品の名前などはなにも書かれていなかったが、早く来れば来るほど、熱心に求めれば求めるほど、それに見合ったものが与えられることが巧妙にほのめかされていた。

　貧しくて貰もらえるものはなんでももらおうという人々はもちろん、こうしたお祭り騒ぎの大好きな中産階級の人々は、朝早くから駆けつけてきて、友人や家族とかわるがわるに席を取り、ポケットのサンドイッチをかじっては、手に入るはずの珍しい賞品がなんであるかを話し合って、結果に金をかけた。子供たちは走りまわり、黒い塔のまわりで手をつないで、五月祭の柱メイポルで歌うようにはね回った。

　ふだん、広告などに目を止めるのは下品であると断じる気位の高い金持ちや貴族、体裁屋、信心深く清貧を誓った牧師までもが、口では言いあらわしようのない力で、この場に引き寄せられていた。塔に近い広場や小路には何台もの馬車が留まり、群衆に交じることをよしとしなかった御前や姫君や貴婦人が、カーテンの陰に顔を隠して、ふところに入れたチラシなどという庶民的なものが他人の目に触れぬよう、息を殺してじっとしている。また広場を見おろすパブや喫茶店の通りに面した窓はみな人が鈴なりで、こちらも、配られた紙切れが発するあらがいがたい力に引き寄せられた人々が、期待にみちた顔を紅潮させて押し合いへし合いしていた。

　その中にはときおり、同じくチラシを手にしてはいたが、あまり口をきかず、鋭い視線をときおり四方にくばる男たちもいた。服装こそよくいる荷運び人や職人、勤め人、屋台の売り子や物乞いのものにしていたが、その下に、それぞれの持てるかぎりの魔術的防御と、思い思いの霊的武器を隠し持っていた。

　ひとりの青年がぶらぶらとパブから歩み出てきて、天気を確かめるような顔で帽子をかたむけ、空を仰いだ。灰色の箱の蓋ふたのような雲がべったりと空いちめん広がっているようすを見て頭を振り、人であふれた街路を見わたす。待つのにうんざりした、という顔をよそおいながら、すばやくあちこちに目を配った。視線の先ではさまざまな格好に身をやつした〈評議会〉の同僚たちが、おたがいにだけわかるサインを返してきた。

「やれやれ」

　とシヴィル・セント・クレアは呟つぶやいた。

「とうとうその日がやってきた、か。何が起こるか予想もつかないが、こっちも指をくわえてぼーっとしてるわけにもいかないよね。給料分の働きはしないといい公務員とはいえないし、しっかり残業手当をむしり取るには、お上がちゃんと新年のそのむこうでも生き残っててもらわないといけないし。どっちかというと後者が重要かな。ねえかわいいメリュジーヌ、そうじゃないかい」

『おっしゃる通りですわ、愛いとしいお方』

　マントの影から濡ぬれた声がした。ポケットの中の手に、冷たい唇が押しつけられる。

『ご心配なく。メリュジーヌはいつでもともにおります、愛しいお方』

「ありがとう。僕も愛してるよ、かわいい女ひと」

　唇を鳴らして空中にキスを返し、青年はふたたび宙を仰いだ。

「さて、どこにいるのやら、なにが起こるやら、――待つのは正直性に合わないが、二千年前の魔術師と〈聖杯〉とがもしも手を組んだとすると、こいつは実に厄介だ。あの坊や――〈産霊者〉、か――〈聖杯〉――〈魔術師シモン〉――キリストの娘たち――イギリスじゅうのこの塔。ええいもう！　悪い予感しかしない」





「おい、ちょっと」

　アレックスが一冊の本にかがみ込んで声をあげた。

「この本はなんだ？　まだあまり見ていないようだが。なんだ――日本語の本？　この横に書いてあるアルファベットは発音か」

「『古事記Koji-Ki』ですわ」

　目にかかった前髪を払いのけて、美み弥や子こが答えた。大きな目の下に隈くまができ、疲れはてた様子だったが、引き結んだ唇はまだまだ意い気き軒けん昂こうだった。

「ヘレンおばさまに日本のお話をしましたとき、日本の神話についてお尋ねがあったので、手持ちの本に、アルファベットで読みがなをふってお持ちしましたの」

　と和かず音ねが捕捉する。

　遼りよう太た郎ろうとクリスティーナを取りもどすべく始められた探求は、二日にわたって続いていた。が、ほとんど成果は上がっていなかった。調べても調べても、〈産霊者〉なる言葉はかけらも見つからず、それにつながりそうな話すら出てこない。

　シャルロットが〈評議会〉から借りだしてきた、普段ならけっして一般の目に触れることはない書物でさえ、同じことだった。むしろ、西洋魔術の素養のない美み弥や子こや和音にとっては、難解な専門用語や晦渋な理論を読み解くことにかかりきりになってしまって、その内容を分析することなど、とうてい及びもつかない。

　むしろこちらの方面では、アレックスの方がまだしも役に立った。ばかげた扮ふん装そうを脱ぎ捨て、本気になって調査に取りかかったアレックスは、それまでみんなが考えていた以上の頭の回転と理解力で、つぎつぎと情報をより分けていった。

　たとえいんちき魔術書やいいかげんな解説書が読書体験のほとんどを占めていても、数を読んでいれば、多少の知識は身につくものだ。少なくとも、魔術用語に慣れ親しんでいるだけでも、門外漢の美弥子や和音にとっては助けになる。限界になるとかわるがわる部屋の長なが椅い子すで仮眠をとり、運ばれてくる軽食や飲み物を上の空で口に詰めこみながら、あてのない探求はいつ果てるともなく続いている。

「日本の神代のお話に関しては、基本中の基本という書物ですわ。こちらでしたら、そうですね、旧約聖書と似たようなもの、と申しあげましょうかしら。神々の手による天地開かい闢びやくと、それから人と、地上にあるものが造られて、それから、代々の天皇Ten-Nouの年代記が順に逸いつ話わをまじえて書いてあります」

「読んでもあまり、役に立つことはないと思います」

　気の毒そうに和音が言った。

「わたしたち、とりあえず持ってきてはみましたけど、こんな誰だれでも手に入るようなご本に、むずかしい西洋の本にさえのっていないようなことが書いてあるとは思えませんわ」

「それはどうかな。おまえたちは日本人だから、こんなもの、と思うかもしれないが、イギリス人の僕や母上にとって、ここに書いてあることは全部初耳だ」

　ぱらぱらと頁ページをめくる。

「〈産霊者〉……〈産霊者〉……あいつはなんと言っていた？　あの銀髪の魔術師は。シモン・マグス。〈霊を産む者Spirit-Bearer〉？　〈結ぶ者Linker〉？」

　何かを思い出そうとこめかみをつつく。

「日本語という言語は、たしか同じ音でも違う意味を持つ場合があると聞いたことがある。つまり、ええと、バタつきパン蝶Butter-Flyというか、その、鞄かばんみたいに、ひとつの言葉にいくつもの意味を詰めこめるということだ。カンジ、とかいうこの文字は、これひとつでいろんな意味を持つんだろう？」

「でも、そんな本に――」

「いえ。もしかしたら、アレックスさんのおっしゃる通りかもしれません」

　シャルロットが席を立って、アレックスの隣へ行った。本をかかげてページを透かすようにしているアレックスに従い、眼を細めて文字を見あげる。

「『遠くの敵に気をとられて、足もとの小石を見失ってはならない』と、幼いころわたしは騎士モーリスに教わりました。わたしたちは、遠くのもの、難しいものに気をとられて、足もとを見ることを怠っているのかもしれません。なにより、〈産霊者〉と呼ばれている当人のリョウタロウは、日本人です。それなら、日本の本をもう一度調べ直してみる価値は十分あります。日本人の美み弥や子こさんや和かず音ねさんにとってはあたりまえでも、わたしたち外国人にとって、日本という国の文化はとても神秘的です」

　もっともだと思われた。何より、美弥子と和音の疲労も限界に達していて、見慣れない単語やどう発音するのかもわからない専門用語の渦で、頭の中は洗濯物絞り器にかけられたようになっている。

　ここで少しばかり脳を休める意味で、なつかしい日本の文字に立ちもどるのもいいかもしれない。それぞれ手に持っていたかびくさい洋書を置き、アレックスとシャルロットがかがみ込んでいる本の上に額ひたいを集める。

「〈霊産者Spirit-Bearer〉という意味から追っていくなら、創世記や天地創造のあたりから追っていくべきだろう」

　発音の記された漢字の列を指でたどりながらアレックスが言う。

「この、古事記Koji-Kiというのは、聖書バイブルと同じく天地創造から始まっていると思っていいか？　東洋の神々はたしか、唯一絶対ではなくて山ほどいるんだったな。それこそ星の数ほど」

「八や百お万よろずの神、と言われていますわ」

　と和音が応じて、

「でもそれも、慣用句的な意味でしかなくて、実際のところどれだけの神様がいるのか正確にはだれも知りません。日本人はとくに、大きな石や木、山、河、長いあいだ生きた動物や、非業の死をとげた人間でも、神としてお祀まつりしますから」

「どうぶつも？」

　小さな手にあごを乗せて首をつっこんできたシシィが興味津々でくらいつく。

「じゃあ、リトルもおおきくなったら、かみさまになれるのかな？　ねえリトル」

　チチチ、とリトルが返事をする。

「厄介だな。……だが、とにかくここに資料のある分に限定しよう、なにしろ時間がない。じゃあとにかく、天地創造に当たる部分から始めよう。インドには天地とすべての神を産んだ創造神ブラフマーがいる。日本でそういう神はいるのか」

「梵ぼん天てん、という神様が仏教のほうにいますけれど」

　少しとまどい気味に美み弥や子こが答えた。

「でもそれは印度の神様が仏教に帰依したという形でとりこまれたので、ここでは違いますわね……待ってくださいな。ここですわ」

　ページをくって、ずらりと並んだ漢字と、横に書かれた読み下し文をさす。こんどはアレックスが頭をかかえる番だった。

「うわっ、なんだこの真っ黒な文字は。この字一つ一つに、ぜんぶ違う意味と発音があるのか？　まったく、なんてややこしい言語だ」

「……そう言われましても」



　　　天地初発時、於高天原成神名、天之御中主神、次高御産巣日神、次神産巣日神。

　　　此三柱神者並独神成坐而、隠身。



「あめつちはじめてひらけしとき、たかまのはらになれるかみのなは、あめのみなかぬしのかみ、つぎにたかみむすびのかみ、つぎにかむむすびのかみ」

　和かず音ねが謳うたうように読み下す。

「このみはしらのかみはみなひとりがみとなりまして、みをかくしたまひき」

　聞いてもアレックスとシャルロットはぽかんとしている。無理もない。

「……なんだそれは。呪じゆ文もんか」

「日本語としてこの部分を読んだだけですわ。古語ですけれど。まあ、正確には日本式の漢文を読み下しているんですけど」

「意味を説明しますと」

　いそいで和音が先を続けた。

「混こん沌とんの中から天地が初めて分かれたとき、高たか天まが原はら――神々の住むとされた天上の聖なる世界です――に生まれ出た神はそれぞれ、天あめ之の御み中なか主ぬしの神かみ、次に高たか御み産む巣す日びの神かみ、次に神かむ産む巣す日びの神かみと申しあげる神でした。この三柱の神々は、連れ添うものを持たないお独りの神で、すぐに身を隠されてしまいました。だいたいは、こういう意味です」

「ふむ。で、その神々の名前にも何か意味はあるのか？」

「『天之御中主神』は、天地を主宰する――つまり、できたばかりの天地をまとめる力を持った神様ですわ。お名前の意味は、『天地宇宙の真ん中にいらっしゃる神』というところですかしら」

　美弥子が指を折る。

「それから、『高御産巣日神』と『神産巣日神』は、両方とも万物を産みだす霊力を持った神様で、お名前の意味は両方とも、『産む神』という意味です」

「『むすひ』とか『むすび』とかいう言葉は、日本の古代では、何かを産みだすことを意味していますの。特に『神かむ産む巣す日びの神かみ』は、『神を産む神』という意味の名前で……あっ」

　和かず音ねが小さな叫び声をあげて声をとぎらせる。「〈産霊者〉！」とアレックスが口走り、シャルロットが飛びつくように本にしがみついた。

「アレックスさん、確か、あの男はリョウタロウのことをなんと言っていましたか。〈産霊者〉――〈Spirit-Bearer〉――〈Linker〉――」

「〈Linker〉！」

　美み弥や子こが飛びたつようにして身を乗り出し、あやうく四人は額ひたいをぶつけかけた。四人の指がもつれあうように古い本のページをさぐる。

「そう――そうです、日本語はひとつの言葉が、いくつも意味をもつ場合がありますわ。〈Spirit-Bearer〉――〈Linker〉――〈神かむ産む巣す日び〉――むすぶ」

「〈神を産むむすぶ神〉、つまり――」

「〈産霊者〉！」

　その一言のあとは、奇妙な沈黙がおりた。

　四人は黙って目と目を見交わし、あまりにもすぐ近くにあった回答に、間違いであってほしいと祈るような色をたがいの顔に見いだしていた。しかし、ここまで来て、ほかに答えがあるとは思えなかった。これ以上、現在の状況に即した言葉も。〈結ぶ者Linker〉――〈産神ぶ者Spirit-Bearer〉――『むすぶもの』。〈産霊者〉！

「……いつだったか、美弥子さんをさらってロンドンの地下に逃げた悪党がいた、とお聞きしました。ジンジャーさんとはじめて会ったときですわ」

　重苦しい沈黙を破って、和音が言った。この研究が始まったとき、すべての情報を共有していたほうがいいだろうということになって、和音には秘密にされていた〈逆さロンドン塔〉での冒険のことも、美弥子とアレックスから語られていたのだった。

「あの時、美弥子さんたちと遼りよう兄さまは、ジンジャーさんの先導で、ロンドンの地脈に開いた穴をふさいだ、というお話でしたね」

「そうだったな」

　アレックスが頷うなずいた。

「あの時、いきなり遼りよう太た郎ろうが朗々と呪じゆ文もんを唱えだした。正直言って驚いたな。とうていそんなことができるようには見えなかったんだが。僕の知らない呪文だったし」

「わたくしも驚きました」

　美弥子も言葉をついだ。

「まさか英国に来てそれほどたっていない方が、あんな呪文をはきはきと唱えられるなんて。――あの時は、クリスお姉さまに習ったものだと思ってあまり気にしませんでしたけれど、でも」

「きっと、呪文の問題ではなかったと思うんです」

　シャルロットが考えるように言った。

「わたしはそこにいなかったからわかりませんけれど、皆さん、よく思いだしてみてください。その時、ロンドンの魔女姫に先導されて、とおっしゃいましたけど、具体的には何をされたんですの」

「『四人で手をつないで、輪になって』」

　アレックスは額ひたいに手をあてて、なんとか思い出そうとしている。

「そうだ、思い出してきた。『俺おれに力を集めろ』と言ったんだ、あの赤毛の魔女は。『手をつないで、力を俺に集めてくれ』と」

「『つなぐ』――『むすぶ』。どちらも〈Link〉です！」

　興奮して和かず音ねが机を叩たたいた。

「もしかしたらその時、先導していたのは確かにジンジャーさんでも、遼りよう兄さまも、知らず知らずに――」

「〈産霊者〉としての力で、集めた力をむすんでLink、空いた穴を埋める新しい霊的存在Spiritを、産みだしてBearいたのかも」

「リョウタロウが呪じゆ文もんを自動的に唱えはじめたようなら、おそらくそうでしょう」

　シャルロットは口早に言った。

「霊的な力の流れの導管になる人間は、そういう状態になることがあります。キリスト教では『異言を発する』といって、とつぜん自分でも知らないはずのヘブライ語の祈りを唱えはじめたりした聖者の例がいくつもありますし、霊れい媒ばい状態におかれた人間が、トランス状態に入ることがあるのは皆さんご存じでしょう」

「うん、シシィしってるよ」

　シシィが無邪気にうなずく。

「とらんす？　っていうのはしらないけど、からだのなかをね、ちからがすーっととおっていくと、おくちからかってにことばがもれちゃうの。それはじぶんじゃどうにもならなくて、ただかってにおくちがうごくだけなの。シシィ、おぼえてる」

「ああ、そうね――そうだったわね、シシィちゃんは」

　美み弥や子こはシシィをかき抱いてゆすった。シシィがもともと、悪党に霊媒師として利用されていた少女であることはみな知っている。その当時の記憶は十年分の年齢ごとシシィの頭から消えてしまっているが、霊能力や、それを使う感覚的なものは、いまだに頭のどこかに残っているのだ。

「あの時の悪党どもは何をしようとした？」

　自問するようにアレックスは額に手をあてて呻うめいた。

「そうだ、ロンドンの地脈の結点に穴をあけて吸い上げた力で、なにやら不細工な怪物をこねあげていた。やつらはそいつを〈神〉と呼んでいた。結局、クリスティーナの手であっけなく潰つぶされはしたが――」

「また、同じことが起ころうとしているのかもしれません。こんどはもっと大規模に、しかも、周到に。自分が何のために、何を持っているか知っている者の手で」

　シャルロットが音をたてて立ちあがる。

「間違いありません。〈魔術師シモン〉の目的、それは、キリストとその父なる神を超える新たなる存在を、リョウタロウの〈産霊者〉としての力を要にして、創り出すことです。このロンドン、そして、英国じゅうの大地の力と、おそらくは、人々の生命力を結びあわせることによって、神を、――自分を影に追いやったキリスト教の奉じるものではない、人工の〈神God〉を、この世に産み出すことなのです！」





　今年最後の一日が尽きていく。午後六時。七時。八時。九時。十時。あと二時間で古い年は死ぬ。死んだ年を送り出せ、新たな年を迎え入れろ！　街路にぎゅう詰めになった群衆はたがいに手を取りあって踊り出し、相手の足を踏み、口論になってつかみ合った。転げまわる人間のかたまりを中心にした輪があちこちにできた。ガス灯の灯がぎらつき、欲望に燃える人々の目に蒼あお白じろい輪を投げる。十時半。十一時。

　あと一時間！

「くそっ――押すな――こいつら、正気か。どうなっとるんだ」

　ウィリアム・リース警部ははじき飛ばされそうになった帽子を押さえて、なんとか踏みとどまった。嬌きよう声せいとも咆ほう哮こうともつかない声をあげるロンドン市民の集団が、周囲を渦巻いて流れていく。勢いに逆らうのは容易なことではなかった。誰だれもが何かにとりつかれた目をし、懐に入れた紙切れをぎゅっと握りしめ、誰より先に黒々とした尖せん塔とうのまわりに出ようと押し合いへし合いしている。

「なんてこった、これが理性ある大英帝国民の姿か？　おい、そこの！　おい！」

　角にぼんやり突っ立っている制服姿の警官に呼びかける。

「なにをぼやっとしてる、この騒ぎを収めて、全員家に帰らせろ、おい！　聞こえとらんのか、そこの！　おい！　おいと言っとるだろうが！」

　警官は聞こえた風もなく、帽子の下から退屈そうな目を曇り空に向けて、片脚に重心を移した。ポケットを探り、いかにも何かのメモを読むような顔で、紙を一枚広げる。それもまた、熱狂する群衆が手にしているのと同じ、透かしの入った欲望のチケットだ。表面ではあくびをかみ殺しながら、ちらちらと時計に投げる視線は、まわりの人々と同じ、どろどろした欲望と焦燥にみなぎっている。

「無駄だ」

　あたりの熱狂の中で、氷のように冷たく響く声が言った。

「もう誰だれも、何も耳に入らない。みんな術の網に取りこまれてしまっている。武器の準備をしておくがいい、警部。新年と同時に何が起こるか、僕にもわからない」

　隣で黒衣の青年が幻のように、押し寄せる群衆にもまったく触れられないで立っている。吸血鬼、生ける死者、夜を歩く者。その彼でさえ予測がつかないとは、いったいどんなことが起ころうとしているのだ、この、愛するロンドンの街に？

　リース警部は歯がみをしながら拳けん銃じゆうをとりだし、ずしりとした銀の弾丸を、一発ずつ、しっかりと弾倉にこめていく。



　十一時十分。十五分。二十分。二十五分。三十分。

　十五分ごとのビッグ・ベンの鐘が鳴り渡るたびに、怒ど濤とうのような歓声がロンドンを揺るがす。あおりたてられた熱狂が熟し、いまにも弾はじけそうになっている。高められたエネルギーは、真冬の冷たい空気さえ炙あぶるような熱気で充みたしていた。

　四十五分の鐘が鳴ると同時に、ひときわ高い歓声がどっとあがった。あと十五分！　沸きたつ人々の中に立ちまじった黒衣の男たちが、それぞれの呪じゆ的てき武器や魔物召喚の呪じゆ物ぶつをにぎりしめ、金髪に眼鏡めがねをかけたのんきそうな若者が、帽子を傾け、声を殺して「準備はいいか、紳士方ジエントルメン！」と囁ささやく。

　一台の馬車が、道を埋めた大群衆の間をくぐり抜けるようにしてじりじりと走ってくる。モーセのあとから海を渡ろうとしたエジプト兵の集団も同然で、せっかく進もうとした隙すき間まもたちまち人でふさがれ、しかももともと大海に道が開けているどころか、「うるせえ！」「割りこむんじゃねえよ！」「間抜けめ、あっちいけ！」と罵ば声せいをあびる始末。

　しかし手綱を取る上品な白髪の紳士は緊張に頬ほおをひきしめながらも、きっぱりと進路を見定め、予測のつかない人ひと混ごみのなかに慎重に車を割り入れていく。中には三人の少女とひとりの少年が、たがいに手をしっかりとつなぎあっている。あたかも崩れかかる身を支え合っているかのように。

「もし」と美み弥や子こがいった。

「もし、本当に、新年とともに何かが起こるなら――遼りよう太た郎ろうさんは――クリス姉さまは」

　和かず音ねがなにも言わずにぎゅっと手を握りしめ、美弥子はすがりつくようにそれに応じる。武装をととのえた少女騎士は剣を手にし、きびしい顔つきで外の群衆と、じりじりと近づいてくる黒い尖せん塔とうを見つめている。アレックスは座席の端に広げて置かれた透かし入りの紙を、寝たふりをしている猛獣を見張るかのような、厳しい視線で射抜いている。

　五十分――五十五分――五十六――五十七――五十八！

　長針がカチリと進んで、五十九分をさす。馬車は人波に揉もまれながら、ようやくのろのろと広場の入り口に達する。リース警部は唇を舐なめ、人ならぬ同盟者のそばで、銀の弾をこめた武器を握りしめる。シヴィル・セント・クレアは唇に呪じゆ文もんを呼び、意識の下に使い魔メリュジーヌの銀色の鱗うろこが水をはね飛ばすのを感じる。

　五十九――午前零時！

　ロンドンじゅうの鐘がいっせいに新年を告げて鳴りだした。ビッグ・ベンの鐘が荘重に十二の音を打ちはじめる。

　ごうっという轟ごう音おんがとどろいたが、それは、手に手に富と欲望の証をつかんだ人々の喉のどから吹き上がった咆ほう哮こうだった。それまである程度は残っていた理性と節度は完全に失われた。大量の人々が、いまやあらゆる世界の中心と化した、黒い尖せん塔とうにむかって突進する。





　はるか遠く、またはすぐ近くの場所で、ひとりの男が、嗤わらった。





「うがっ!?」

　最初に尖塔に到達しかけた労務者ふうの男が、声をあげてのけぞった。

　わしづかみにしたチラシの紙から、血のような炎が噴き上がっていた。それは指の間から漏れ出し、みるみるうちに表面的な覆いである紙を灼やきつくして、隠されていた本体であるものを浮かびあがらせた。生き物のように蠢うごめきゆれる、一つの奇怪な印章。空中に浮かびあがったそれは吸いよせられるように男の額ひたいに貼はりつき、大きく広がった。

「エドワーズさん、中に入ってください――みなさん、伏せて！」

　シャルロットは叫び、燃える翅はねを持つ蝶ちようのように飛びあがった紙を両断した。美み弥や子こと和かず音ねが悲鳴をあげ、アレックスは二人の上にかばうように腕をかざした。魔術印がトカゲの尾のようにびくつきながら落ち、はじけ飛ぶ。赤い光が消えると、おそるおそる三人は顔を上げた。シャルロットは息を切らしている。

「吸引の魔術印」

　かなりの気力を奪われたらしく、シャルロットの白い額には脂汗が浮いていた。御者席から降りたエドワーズ氏がすばやく入りこみ、馬車の戸を閉めて、掛け金をかける。

「この紙の近くにいる人にとりついて、生命力を吸いとる印章です。こんなものをいままで擬装していたなんて。でも、やはり――」

「見てください！」窓から外を見た和音が悲鳴をあげた。

「駄目です――もう、止まらない！」

　最初の男と同様のことが、いたるところで起こっていた。一瞬にして、ロンドンのあらゆる場所、あらゆる広場、あらゆる街路が毒々しい真紅の光に満たされた。

　チラシを握りしめて集まっていた人々はもちろん、引き出しにしまったまま忘れていた者、ポケットにつっこんだまま用を足していた者、もらったはいいが興味がわかずに捨ててしまった者にさえ、いったん解き放たれた魔術は貪どん欲よくな吸血蝙こう蝠もりのように飛びつき、真紅の烙らく印いんとなってしがみついた。

「ご……」

「ひい……」

「うわあああああ……」

　悲鳴は一瞬で、しかもすぐに途絶えた。巨大な歯車が回るような地鳴りと遠雷が、それにとってかわった。額ひたいに烙印を捺おされた人々はその場にうずくまり、あるいは倒れ、喉のどをつかんで悶もん絶ぜつしている。

　立っているのはほんの数名――黒いスーツに身を固めた紳士たち、飄ひよう々ひようと立つ黒衣の東洋人、がっしりした背を丸めて目をむいている刑事、そして、普段とは別人のように鋭い目をした、金髪に眼鏡めがねをかけた青年。

「シヴィル!?」ぎょっとして、アレックスが窓に飛びつく。

「どういうことだ？　なんであいつが、ここに」

「紳士方ジエントルメン！」

　仮の主人が見ていることを知ってか知らずか、シヴィル・セント・クレアは倒れ伏す人々の中に立ち、凛りんと声を張った。

「あの塔だ――あの尖せん塔とう！　あれが中心だ――起動を止めろ――今、すぐに！」

　あっという間に、空中は渦巻く魔術の産物と異界の魔物でいっぱいになった。シヴィル青年のマントからすべり出た水の女じよ妖ようが、黒髪をなびかせながら飛んでいって、主人に貼はりつこうとした呪じゆ印いんを針のような歯で噛かみ砕くだく。青黒い竜ドラゴンと、異様な姿のカエルめいた化け物がもつれあいながら宙を転がっていく。

　呪印は姿を変え、うねる血色の炎の渦となって、対抗する国家魔術師たちに襲いかかる。中世の地獄図もかくやという光景――人間と魔物が混じりあい、炎が大地にゆらめき、閃せん光こうが虚こ空くうを割る。

　羽ばたく音がして、一頭の巨大な獣が地響きを立てて降り立った。巨大な頭をかかげて吠ほえ、蝙蝠の羽を大きくあおって、近づきかけた魔の印をはじき返す。

　ふり返り、広場の入り口に留まった馬車に殺到する赤い波を、尻尾しつぽの一振りでなぎ払った。さらに寄ってきたものも、両手でつかんで握り砕いた。胸を叩たたき、吠え猛る。魔猿の巨大な脚の下で、潰つぶれた呪印がぼろぼろと崩れて地面に染みこんでいく。

「〈ドクトル・アヴァランシュ〉！」

　銀色の人形が跳ね上がり、全身から刃やいばを生やして尖塔に突進する。塔はすでに黒くはなかった。全体に刻まれた魔術的刻印はあかあかと輝き、まるで熾おき火びのように人々の中心で燃えている。噴き上がった光は天に伸び、渦を巻く黒雲の中へと運ばれていく。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉のなめらかな身体ボデイにもつぎつぎと呪印が貼りついたが、もとから生命のない〈ドクトル〉には効かない。身をひと振るいしただけでばらばらと印は弾はじけて落ち、地面に砕ける。

　そのまま尖せん塔とうに飛びつき、切り刻もうとする――が、近づけない。眼前に迫ったところで見えない障壁にはじかれ、くるりと身をひるがえして地に降りた。

「これくらいの妨害は予期している、ということか」

　人形の主はうっそりと呟つぶやく。彼もまた生命を持たぬ身であり、呪じゆ印いんは彼のことなど存在しないかのように、近くをゆきすぎるばかりだ。

「まったく、用意のいいことだ――だが、どこにいる、〈魔術師シモン〉？」

「何をごちゃごちゃ言っとる、若造が！」

　警部はしっちゃかめっちゃかに撃ちまくっていた。油断すると押し寄せてくる呪印にすぐに貼はりつかれそうになるのを、必死になって撃ち落としている。銀の弾丸は正確に呪印を撃ち抜き、こなごなの火花にしてのけていたが、なにしろ数が多すぎる。

「この騒ぎはどういうことだ。あの怪物どもはなんだ、あの化け物は！　いったい何が起こっとるのだ、ええい、答えろ、答えんか！」

　霧む月つきはわずかに眉まゆをひそめ、腕を振る。さっと身をひるがえした〈ドクトル〉が空中をさかさまに飛び、警部の背後に迫っていた吸精の印をひと薙なぎで切り払う。

「ここを止めても、ほかの場所がある、――か」

　周囲を吹き荒れる魔界の戦いなどないかのように受け流して、霧月は空を見あげた。

「数が多すぎる。〈女主人〉がいつまで保もつか――〈影の宮廷〉は」



〈女主人〉の灰色じみた顔が赤黒く染まった。

「母さま！」

〈影の宮廷〉の王女が顔をおおって悲鳴をあげる。一拍遅れて、わっと宮廷が悲鳴に充みたされた。走りまわる影の廷臣たちの間から、赤毛の王女が走り出る。帽子は飛び、金色に揺れ動く瞳ひとみは涙でいっぱいだ。がらくたの玉座から、空気のぬけた人形のように転げ落ちた女王に飛びつき、必死になってゆさぶる。しわだらけの指から離れた牛骨と空き缶の王おう錫しやくが、がらがらと音をたてて転がる。

「母さま、母さま、――しっかりして母さま！　俺おれだよ、母さまの小っちゃなメガエラだよ、母さま、ねえ、しっかりして！　顔を、顔を上げてよ！　ねえってば！」

　泣き叫ぶ王女の腕の中で、だらりと〈女主人〉の首が垂れさがる。

　かっと見開かれたままの目からも、鼻からも耳からも、油のようにねっとりとした赤黒い血がにじみだしている。王女が身体からだをゆさぶるたびに力を失った手足がふらふらと揺れ、何世紀をも経へたぼろ布とがらくたで何重にもくるまれた影の女王の身体は、一秒ごとに、小さく縮んで溶けていくかに見えた。

『ああ、〈女主人〉！　〈女主人〉！』

　ロンドンの地下に哀かなしげな叫びがこだまする。

　はるか太古の時代から受け継がれ、積みあげられてきたがらくたの玉座が、いきなり爆発するような勢いで崩れ落ちた。





「は。は。はははははは、は」

　銀髪の魔術師は嗤わらっていた。嗤っていた――すでに人間であるようなふりをするのはやめていた。端整な肉体の殻の下に宿った醜怪な精神が、ゆがんだ嗤いを発している。いまや巨大な一つの心臓のように鼓動し、発光している巨大なフラスコの前に立って、二千年間の宿願がかなう瞬間を、今やおそしと待ち構えている。

「そうとも。もう遅い。すべてが遅すぎる――私の勝ちだ、今度こそ！　愚か者の神は打ち毀こわされ、正しくも正当なる絶対の〈神〉がその座を占めるのだ！　見るがいい、シモン・ペテロ、イエス、私をあざけったすべての者どもよ、見るがいい、そして歯がみするがいい、小児こどものように地団駄踏むがいい！　正しき秩序が世に出現するのだ――貴様らが願った聖なる千年王国が、この、私の手で！　は！　は、ははは！」

　フラスコの裡うちには〈聖杯〉の血と魂の炎によって産み出された新たなる〈神〉の器が、目覚めの時を迎えようとしている。流れこんでくるエネルギーは、空中高くに縫いとめられた、ひとりの少年に集中している。

　両手を広げ、足をとめられてがっくりと頭を垂らしたその姿は、キリストの磔たつ刑けい像の悪趣味な模倣物イミテイシヨンだ。ロンドン全市、そして、英国全土に張りめぐらされた魔術の網から流れこむ、大地の力と人々の生命力が、少年の身体からだにため込まれ、縒よりあわされていく。新たなる〈神〉にやどらせるべき新たなる霊、〈産霊者〉による、新たなる神霊の誕生のために。

　遼りよう太た郎ろうはぼんやりと目を開いた。手足はすでに動かず、わずかな知覚と意志すら、ともすると流入する大量の力の激流に奪い去られてしまう。

　それでも必死に頭を上げ、哄こう笑しようする魔術師と、その後ろに黙して立つ男装の女魔術師の姿を目で追う。豪ごう奢しやな金髪を肩に流し、銀髪の侍女を侍らせて、彼女は身じろぎもせず視線を落としている。

「ク……リス……ティーナ」

　凍りついたような唇から、ようやく声をしぼり出す。

「クリスティーナ……クリスティーナ……クリス――ティーナ」

「ほ。まだ喋しやべる余力があるか。思ったより性根のきつい」

　嗤いをおさめて、二千年を閲けみした魔術師は鼻を鳴らした。



    

  
    
      



    

  
    
      「だが、もう抵抗しても無駄だ。術の起動は始まった。もう誰だれにも止められない、ましてや君の意志などでは、とてもとても。新たな〈神〉の誕生と降臨を地上にもたらせるその身に感謝することだ、少年、くだらぬ人間と産まれた君が、私に見いだされたおかげで新たなる〈神〉の誕生という、最高の役目を担うのだ。感謝したまえ、〈産霊者〉の少年――そう、わが友、〈聖杯〉よ」

　肩越しに高慢な一いち瞥べつを投げる。〈器〉に使用する血液と魂のかけらを提供した時点で、彼女の役割は終わっているのだ。真紅にくるめく瞳ひとみには、もはや路ろ傍ぼうの塵ちりを見るのと同じ、侮ぶ蔑べつと退屈の色しかなかった。

「もうすぐ君の望みも叶う。完全なる自由。〈聖杯〉、〈忌まれし宝〉、――〈恥ち辱じよくの聖女〉。果てしない彷ほう徨こうも、逃亡も、もうない。君たちはどこにでも行けるし、何をすることも可能だ。私にはもう、君たちに興味はないからね。どうにでも好きにするといい、約束通り、自由を君たちに贈る。愛すべき協力者への、私の、心ばかりのご褒美だ」

「自由」

　低い声でクリスティーナは呟つぶやいた。

「自由――自由。ああ――そうだ。そうだな」

　すでに魔術師は前を向き、しだいに光を強めていくフラスコとその中身に視線をあてている。狂喜と期待にむきだされた瞳は爛らん々らんと地獄の真紅をたたえて燃えあがり、内部からその借り物の肉体を灼やきつくさんばかりだ。嗤わらう声がふたたび闇やみにこだまする。

「自由」

　クリスティーナはゆっくりと前に進み出た。長いインヴァネスが揺れる。

「では、その報酬――頂こうか」

　ふいに嗤わらいがやんだ。

　すべてが断ち切られたように、静寂が闇やみに満ちた。明滅するフラスコと、その鼓動だけが何もない空間にこだまする。

「きさ……ま……」

　わなわなと震える手で、魔術師は刃やいばを握りしめた。切れた指や手のひらから新たな血がにじむ。ふり返ろうとした目は一転して、憎悪と驚きよう愕がくに煮えたぎっている。食いしばった唇の端に、じわりと血の泡が吹きだした。

「貴様……なに、を……！」

　レギーネの手がゆるやかに上がり、音のない悲鳴を隠す。

　クリスティーナは動かなかった。仕込み剣の柄の宝石が、鈍く光る。

　――その手にかまえられた刃は魔術師の背中に突きたてられ、心臓を貫いて、胸の真ん中から、血にまみれて突き出していた。



    

  
    
      
あとがき





　どうもいつもお世話になっております。五ご代だいゆうでございます。

　あいかわらず続刊が遅くてすいません……。



　とうとうこのシリーズもクライマックスに近づいてまいりました。実質のところ、前巻のとこの巻、そして次の十巻で最終話の上・中・下巻をなしているので、ちょうど今がラストエピソードの真ん中になります。

　ラストにふさわしく、オールスターキャストと言っていい布陣になりました。というか、まさか霧む月つきとリース警部が凸凹コンビを組むとは私も知りませんでした（またか）しかもなんだかんだ言って気があってるしこの二人。

　そして遼りよう太た郎ろうくんもしみじみとたくましくなりました。バ（略）の人もどうやら心境に変化があったようですし、女の子たちも頑張っているし、どうやら迷っているのはクリスティーナひとりのようです。

　次巻ですべての決着がつきます。できるだけ早くお手元にお届けしたいと思います。



　さて、このシリーズではほぼ毎巻、ヴィクトリア朝の小説やマザーグースを中心に引用を入れてきましたが、今回と次回はその例を破って、ゲーテの「ファウスト」が題材となります。今回が第一部、次回が第二部中心です。

　引用には岩波文庫版『ファウスト　第一部』（相良守峯訳）を使用しました。暗躍するメフィストフェレス、〈魔術師シモン〉の誘惑を、悩めるファウストたるクリスティーナ（の中の人）が撥はねつけられるかどうかが次回にかかっています。どうぞ最後まで、応援よろしくお願いいたします。

　また、今回シモンのカラーイラストが見たいという野望が叶えられてたいへん嬉うれしいわたくしです。うふふふふふふふかっこいい。居並ぶクリスティーナもかっこいいのでかっこいい×２の表紙でたいへんしあわせです顔がゆるゆるです岸きし田だメルさんいつもどうもありがとうございますうふふふふふふふ不気味

　編集のＳさんもご迷惑かけておりますが、みんなでラストスパート頑張りましょう。

　読者の方々も最後までおつきあい、どうぞお願いいたします。



五代　ゆう



    

  
    
      　著者

　五代ゆう（ごだい・ゆう）

　　１９７０年生まれ。１９９１年「はじまりの骨の物語」（富士見ファンタジア文庫）で第四回富士見ファンタジア長編小説大賞を受賞し作家デビュー。代表作「〈骨牌使い〉の鏡」（富士見書房）「清明鬼伝」（角川ホラー文庫）「風と暁の娘　パンツァードラグーンオルタ」（メディアファクトリー）などがある。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://www011.upp.so-net.ne.jp/godai/



　イラスト

　岸田メル（きしだ・める）

　　名古屋在住のイラストレーター。

　　主なイラスト仕事に、「神様のメモ帳」シリーズ（電撃文庫）「死神姫の再婚」シリーズ（Ｂ’‘ｓ－｜ＬＯＧ文庫）「カラブルワールド」シリーズ（ガガガ文庫）など。

　　ＨＰ　http://maigo.jp/



    

  
    
      パラケルススの娘９

メフィストフェレスは踊る



著者名……五代ゆう

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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